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《30分間しかこの世に存在できなかった掲示板からの抜ばつ粋すい》




1：valentine@death　2009/2/14　03：20　ID xxxxx

来年高校受験の妹が、ななしろ？　高校に入学して伯はく爵しやく？　に会いたいって言ってんだけど高校どこか知ってる人いる？　ネット漁あさっても学校資料見ても曖あい昧まいなのしか出てこない。てか伯爵ってなに？　ネットアイドル的な？




2：Noname　2009/2/14　03：23　ID xxxxx

＞＞１　その前にＩＤ切なくなるから変えようや……




3：Noname　2009/2/14　03：32　ID xxxxx

＞＞１　支援　http/www.rawontown.xxxxx　詳細サイト？　これだと思う




4：valentine@death　2009/2/14　03：40　ID xxxxx

＞＞３　なんだよこのサイト全然違うじゃねえかテメエエエ！！！




5：Xmas@yurusanai　2009/2/14　03：44　ID xxxxx

＞＞１　素直に開くな。絶対純粋だろ（笑）




6：Noname　2009/2/14　03：50　ID xxxxx

１と５がモテないことは名前から察した。

サイトは、一番下の隅すみにわかりにくいけど白い矢印マークあるだろ。それクリックしてみろ詳くわしく載のってるから。ていうか七なな城しろ高校関係の記事はすぐ削さく除じよ規制かかるからスクショとっとけ。ちなみに伯爵様はネットアイドルとかの類たぐいじゃない。




7：Xmas@yurusanai　2009/2/14　03：55　ID xxxxx

え、待って怖いんだけど……。

も　う　サ　イ　ト　消　え　て　な　い　？




8：Noname　2009/2/14　03：58　ID xxxxx

＞＞７　だから言ったのに。俺の撮ったスクショ貼はる？




9：valentine@death　2009/2/14　04：01　ID xxxxx

あれ、ここオカルト板だっけ？　なんかすまん。全部俺に頼んできた妹が悪い。

＞＞８　貼ってくれたまえ。モテない者同士よ。




10：Noname　2009/2/14　04：04　ID xxxxx

《画像１》《画像２》
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　二〇十三年　　九月

　学校の敷地に足を踏ふみいれた瞬しゆん間かん、頭にヒビが入ったような痛みを感じた。

　……今の違い和わ感かんはなんだろう？

　七なな城しろ高校の２年４組に籍をおいている天て塩しお文ふみ彦ひこは、百五十三センチの小こ柄がらな体で目の前に建つ本校舎を見上げた。

　中学２年生までは親の仕事に付き添ってサーカス団で働はたらいていた。その名残なごりとでも言うべきか、考え事をする時はつい〝手て〟が動く。

　文彦がスナップをきかせるように手首を振ると、手の平にドット柄、花柄、ストライプ柄と、カラフルなクリップがひとつふたつと出現した。

　そのプロ顔負けのマジック技術はこの七城高校でもよく話題にのぼり、数日後に控ひかえた学祭のステージイベントでは特別待たい遇ぐうで披ひ露ろうされる予定だ。

　みっつよっつと、クリップが手中にジャラジャラと溜たまっていく。その内のひとつが文彦の手からこぼれ落ちそうになった時「こら、落ちるよ」と背はい後ごから声をかけられた。

　振り向き様に見上げると、メガネをかけた長身の少年が立っている。

　同じクラスの学級委員長、日ひ高だか藍あい作さくだった。

「おはよう日高君。……あれ？　今日は檜ひ山やま君と一緒に学校来なかったんだ？」

「あいつ今年はまだ遅ち刻こく日数少ない方だから、放っといてもいいかなって。ていうか相変わらず凄すごいな。学校なんて辞やめてマジックで生計立ててもいいんじゃない？　俺、イベントとかあったら普通に常連になるよ」

「む、無理だよ。僕、結構ミスするから。多分初日で大コケして大だい惨さん事じだよ」

「謙けん遜そん性しようだな文彦は」

　藍作はメガネの奥の目元を細めて笑った。

　文ぶん武ぶ両りよう道どう、容よう姿し端たん麗れい。性格もサッパリしている彼は、学年問わず男女からの人気が高い。

　美形なクラスメイトと並ぶと童顔で背が低い文彦は小学生のようにも見えるが彼もまた間違いなく、昨日十七歳になったばかりのれっきとした高校二年生だ。

「……ねえ日高君。今日の学校さ、少し変わった感じしない？」

「変わった感じ？」

　迷った挙あげ句く、文彦はクラスメイトに問いかける。

　藍作は一見冷たい印象を与える一ひと重え瞼まぶたを親したしみ深く細めて、首を傾かしげた。

「んー、うちの学校はいつも変だからな。昨日も放課後わざわざ残って《伯はく爵しやく狩がり》してた奴やつらいるみたいだし。……って、うちのバスケ部のことなんだけどさ」

「そういえば学祭前になるとやけに流は行やるよね、《伯爵狩り》」

「イベント間近ってどうしても気分あがってくるから、その前夜祭的な感じなんじゃないか。生物部の奴らなんて部活中に即席で作ったダウジングで探してたよ。《伯爵様》を見つけたら、学祭展示に出して見物料で一ひと稼かせぎするんだって」




《伯爵狩り》




　文彦も奇き術じゆつ部ぶの仲間と何度か参加したことがある。

　七城高校には生徒の願いを叶かなえてくれるという《伯爵様》が校舎のどこかに存在していると言い伝えられており、そのウルトラレアな存在を見つけ出すために校舎内を探し回ることを生徒は一ひと括くくりに《伯爵狩り》と呼んでいた。

　現状、山間部に建てられた七城高校から町中に下りるには、熊くまが出ると恐おそれられる雑ぞう木き林ばやしをくだるか、日に二本しかないバスを使うかのどちらかしかない。そのために、生徒達は隣設された学生寮で三年間を過ごすことを余よ儀ぎなくされている。

　不便といえば不便だが三日に一度、食料や娯楽道具をたっぷり詰んだ出張コンビニのトラックが来るし、今はラインナップに富んだネット通販もあるのでどうにでもなる。

　そのうえ山を下りたところで流行りのブランドショップやフードコートが充実している商業施設、ゲームセンターが揃そろう中心街に行くには、そこからさらに移動を重ねなければならないので、しぜん、生徒達はこの一帯からあまり動かなくなる。

　閉へい塞そく的てきな空間。

　その中で《伯爵様》の存在を信じるということは、生徒達にとってスリルを感じることと同じだった。といっても文彦が部活仲間と《伯爵狩り》をした時はいわゆる〝宝探し〟のようなゲーム感覚で、ただワイワイと放課後の校舎内を歩き回っただけだ。

　──けれど一方で、《伯爵狩り》を本気で行う生徒もいる。

　文彦はクリップをじゃらつかせながら、四階建ての本校舎を見上げた。

　一番上。安っぽいスチールフェンスに囲われた屋上。

《伯爵狩り》を行っていたクラスメイトの大おお麻あさ千ち晶あきがそこから足を滑すべらせて亡なくなったのは去年の十二月のことだ。噂うわさでは同級生の一人から執しつ拗ようなイジメを受けていて、それを〝なかったこと〟にするために《伯爵狩り》を行っていたというが……。

「日高君はなにか叶えたい願いとかある？」

「俺？　俺なら……そうだな、医学部に一発合格したいかな。あと一年以上、机にかじりつく日々が続くと思うとぞっとするし」

「その生物部の人達は……ダウジングだっけ？　で、見つけることができたのかな」

「いや、『見つからなかったあああ！』って今け朝さ、寮の廊ろう下かで怒いかり狂くるってたよ。そもそもこれだけみんな探してるのに見つからないのもおかしな話だよな。……文彦、クリップまた落としてるよ。多いなら一個貰もらうよ？」

　藍作は文彦から適当にクリップを拝はい借しやくすると、学ランの胸ポケットにパチンと挟はさんだ。

　奇くしくもそれは可か愛わいらしいチェック柄だったが、藍作は全く気にしてないらしく、登校途中の女生徒に「ねえ見て、日高先せん輩ぱいポケットにチェックのクリップつけてる」「可愛い～！」とひそひそ噂されても嫌いやがったりせずに、話し続ける。

「俺が１年の時にバスケ部の先輩から聞いた話だとさ、過去に何度か《伯爵様》が自分から生徒の前に姿を現して、何人かの願いを叶えてあげたってことはあったらしいよ。確か……現れる時は日誌を置いていくんだよな」

「日誌って？」

「あれ、この話知らない？　普通の学級日誌のことだと思うけど、それに伯爵様サイドから出された提てい示じが書いてあって、守った生徒はもれなく願いを叶えてあげますよ、ってやつ。でも……意外だったな。文彦ってさ、普段《伯爵様》の話しないから、そっち系の話題ダメなのかと思ってた」

「いや、僕中学の時にこっちの土地に引っ越してきた〝途中組〟だから」

　文彦はほっぺたを人差し指でカリカリと搔かいた。

「新しん参ざん者ものの僕がみんなの話に入ったら、ちょっと空気読めない奴になるかなって……」

「そんなの全然気にしなくていいのに。それに、〝途中組〟でもズカズカ人の話に入ってくる無ぶ遠えん慮りよな奴が一人いるから大丈夫だよ」




「──おい藍作、それって俺のことじゃねえだろうな？」




　まるで愛想のない声が二人の背後から聞こえた。

　振り返ると、そこには着くずした学ランに身をつつむ、目つきの悪い少年が立っている。

「檜山君？　ど、どうしたのその腕。昨日までは普通だったよね!?」

「あー……」

　驚おどろいた文彦に声をかけられたクラスメイト、檜山徹てつ星せいは包帯でぐるぐるに巻かれた自分の右腕を見下ろした。

「昨日、町を歩いてたらチンピラに絡からまれた」
















「……町？　徹星、お前また学校の外出許きよ可か取らないで町に行ったのか」

　藍作が徹星に向かって片かた眉まゆをつり上げた。

　原則として七城から出るためには学校から外出許可証を貰い、さらには寮長に帰宅時間を伝えなければならない。けれど徹星は度たび々たび規則を破やぶり、人知れず七城を抜け出すことがあった。教師陣にバレていないのは、ひとえに藍作の協力があるからに他ならない。

「前にも言ったろ、外出許可なしに生徒が町に下りたら、学年寮長の俺も連対責任で生徒指導室行きだって。……それにその怪け我が、病院に行ったのか？　痛み止めは？」

「へーへー。わかってます、わかってます。病院は行きました。痛み止めも貰いました」

　徹星は眠そうに欠伸あくびをしながら藍作の小言をやり過ごす。藍作は肩をすくめた。

　無愛想な物言いと、やる気の削そがれた目つき。加えて怠たい慢まんが過ぎるダラけた態度。

　そのスリーコンボが相手の気分を逆さか撫なでするのか、徹星の人生は今日までチンピラや不良に絡まれ続ける散々なものだと聞いてはいたけれど、当の本人は愛想がないだけで、特に解決できないほどの悪さをしたという話を文彦は知らない。

「檜山君、その腕痛くないの？」

　藍作に続き、文彦もまた負傷した徹星の右腕をまじまじと見つめた。が、居い心地ごこち悪くなったのだろう。「見せもんじゃねえよ」と、徹星に頭を小突かれた。

「イテーよ、そこそこにな。つうことで藍作、俺今日はこれだから学祭の作業は片腕で足りそうなの回して」

「それはいいけど……でも、徹星がこんなに早い時間から学校に来るのって珍めずらしいな」

　藍作は腕時計を見み遣やった。ややごつめの、CASIOの白いG-SHOCK。デジタルの文も字じ盤ばんは────07：32amをさしている。

　学祭の準備でいつもより早く登校する学生が多いとはいっても、遅刻常じよう習しゆう犯はんの徹星がこの時間に登校してくることは極きわめて珍しい。藍作は灰色の空を仰あおいだ。

「徹星のせいで今日は七城にヤリが降るな」

「はいはい、そうなったら面おも白しろいですね。……あー、そういえば文彦。この前歩あゆむに聞いたけど、お前誕生日だったんだって？」

「うん。一応僕も十七歳になったよ」

「おめでと。これやるよ、余りもんだけど。お得意のマジックにでも使えよ」

　徹星は輪ゴムで一ひと括くくりにされた小さな花束を鞄かばんの中から無む造ぞう作さに取り出して文彦に手渡した。徹星にはおよそ似合わぬ、小ぶりな赤い花を束ねたそれに、文彦は目を丸くする。

「檜山君、これどうしたの」

「別に。途中で見つけたから適当にこう、括ってみたら驚くことに花束になった」

「なにが驚くことにだよ。大おお方かた、芽め室むろにでもあげようと思ってたんじゃないのか。そろそろ付き合えばいいのに、見てるこっちがやきもきするんだよな、徹星と芽室って」

「ひ、日高君っ！」

　突とつ拍ぴよう子しもなく藍作が揶揄からかい口調でクラスメイトの女子の名前を挙あげたことで文彦はぎょっとした。が、当の徹星は狼狽うろたえることなく二人の間を通り過ぎる。

「ばぁか、ちげーよ。どうでもいいけど芽室にその手の話題、ふるなよ。こっちでタイミングはかってる最中だから」

「……あ、檜山君。でも僕、先月の檜山君の誕生日になにもプレゼントしてないよ！」

「じゃあ今度のテストのヤマ張って。それでいいわ」

　徹星はそう告げると、気け怠だるげな足取りで一足先に本校舎へと去っていった。

　──クラスメイトの恋愛事というのはどうしてこう、ドキドキするのだろう？

「やや、やっぱり檜山君って芽室さんのこと好きだったんだね」

「だな、徹星の奴素直に認めたから、俺もちょっとびっくりした。あいつさ、入学当初は他からかなり怖がられてたけど、芽室だけは気にせず話しかけに行ってたから、そこが〝ヨカッタ〟んだろうな。……文彦も〝頑がん張ばり〟なよ」

「ぼ、僕の話はいいよ」

　文彦はカァッと赤面した顔を花束で覆おおった。藍作はそんな小さな同級生を見下ろしながら──文彦が言った『学校が変わった感じがする』の意味がひどく気になっていた。

　文彦の勘はよく当たるというのを共通の知り合いから聞いたことがある。それも〝悪い勘〟ほど抜ばつ群ぐんに。

　気がかりで、藍作は探るように校舎を見上げた。

　けれど今日も今日とて彼にとって七城高校の校舎は、ただの窮きゆう屈くつなコンクリートの塊かたまりでしかなかった。




　２年４組　男子　天塩文彦　所属部活／奇術部。

　２年４組　男子　日高藍作　所属部活／バスケットボール部。

　２年４組　男子　檜山徹星　所属部活／なし。







　天塩文彦と日高藍作、檜山徹星が校門近くで喋しやべっている一方──。

　七城高校の生徒玄げん関かんでは、登校してきた霧きり立たち朱あか里りが靴くつを履はき替えていた。

　上履きの靴くつ紐ひもはリリアン糸を編あんだものでカラフル。シャツの上に羽織っているのは鮮あざやかなグリーンのカーディガン。髪は毛先をオレンジのグラデーションでコーティング。

　全身をハイ個性ハイセンスでまとめあげた女子高生、朱里の趣しゆ味みは、洋よう裁さいとオシャレ。ファッション雑誌に私服スナップを送って大きく掲けい載さいされたこともある。

　正直、かなりの自じ慢まんだった。

「朱里ちゃん、おはようっさー！」

　朱里がちょうど靴を履き替えた頃、気持ちよいほどハキハキとした声が聞こえた。

　見ると、そこいらの生徒に手当たり次第、「おはようっさー！」と挨あい拶さつを投げている渡お島しまちづるがそこにいた。健康的に伸びた両手足に、つんと外に跳はねたショートカット。快かい活かつな声質は、ちづるの性格をとてもよく表していると朱里はいつも思う。

「おはよう、ちづる。……あ、ちょっと寝ね癖ぐせついてるよ、寝癖」

「え、どこっさどこっさ？」

「もー、右だよ右。これ貸してあげるからあとでトイレで直してきなよね」

　朱里は自分の鞄の中からヘアワックスとブラシを取り出すと、ちづるの鞄の中にぽいぽいと押し込めた。

　セブンティーン真まっ盛さかりだというのに、ちづるの鞄にはロマンが詰め込まれたメイクポーチが入っていない。せめて日焼け止めくらいは持ち歩いてほしいものだ。

「ありがとっさ。朱里ちゃんはやっぱり女の子さねー、女子力女子力！」

「あのね、ちづる。身だしなみに女の子も男の子も関係ないよ」

　窘たしなめるも、なにがおかしいのか、カラカラと白い歯を見せてちづるが笑うので、つられて朱里も笑ってしまう。朱里が知る限り、ちづるの笑顔が途切れたところを見たことがない。

「ちづるはそこにいるだけで助かるよね」

「なんの話さ？」

「いや、いつも笑っててくれるから気分的に助かるなって。ほら、ウチのクラスって問題児揃ってるじゃない？　岩いわ見みさんとか、檜山……は今は大人しいか。それに最近は不ふ登とう校こう気ぎ味みになってるけど……八や雲くもさんとかさ。あの子、やっぱ怖いし」

「あれ～？　霧立さんと渡島さんだ～。今日来るの早いね～」

　ちょうどその時、新たに一人のクラスメイト、江え差さし歩あゆむが腕をブンブン振りながらやってきた。豊かすぎる二の腕がシャツ越しで、たわわに揺ゆれている。

「おーっす、おはようっさ歩君。今日もいい感じで丸々しいね」

　後半の「丸々しいね」はちづるなりのジャブであって悪口ではないけれど、仮に悪口だったとしても温おん厚こうな歩は気にしないだろう。

　現に今もニコニコしながら、周囲にマイナスイオンを振りまいている。

「俺もダイエットしてるんだけどね～。あ、そういえばさっき栗くり山やま先生に会ったんだけど、しばらくうちのクラスの学祭準備は旧校舎を使うからみんなに伝えといてだって～」

「……旧校舎？　あそこの中って入れたんさ？」

　ちづるは首を傾げた。本校舎と同じ敷地にある、赤いトタン屋根と、こっくりと深い焦こげ茶色の木材で作られた平屋建ての古い校舎。

　確かあそこは現在立ち入り禁止になっている筈はずなのだが……。

「俺も思ったよ～。でも栗山先生が鍵かぎはもう開けてあるから、中の教室で作業しなさいって～」

「そういえばウチ、作業時間中うるさいって他のクラスからクレーム届いてたっさねえ」

「あ～！　もしかして栗山先生、俺達のために旧校舎の使用許可取ってくれたのかな」

「ちづる、あの中に入ったことないから楽しみだっさ。朱里ちゃんは入ったことある？」

「…………え？」

　ちづるに喋りかけられ、それまで黙だまっていた朱里はハッとした。そうして、いつもあれだけ避さけていたのについ──江差歩の姿を視界に入れてしまい露ろ骨こつに顔をしかめる。

　……最悪だ。

　胸の奥深いところが猛もう烈れつにネバネバする。粘ねん着ちやく力りよくの強いガムが心臓にべったりと貼りついているような気持ち悪さがここ数年、朱里の中でずっと続いている。

　もう、ずっと。

「……あたし教室寄ってから行こっかな。大道具とか衣装も運びたいし、作業場所が旧校舎になったって他の子にも伝えた方がいいと思うから。ちづるは先に行ってて」

　朱里は矢や継つぎ早ばやに伝えると、生徒玄関を逃げるようにあとにした。

　メロンソーダ色のカーディガンが、登校中の生徒の群むれに溶とけるように消えていく。

「……朱里ちゃん、どうしたんさねー？　さっきまで機き嫌げんよかったのに」

　ちづるはセーラー服のタイをいじりながら首を傾げた。朱里らしくない行動だった。

　一方、歩の背後には、瞼まぶたを黒いアイライナーでぐるりと囲った少女が、朱里の姿をそっと目で追っていた。身長百七十三センチ。耳にも手首にもジャラつかせたアクセサリーが印象的な彼女はずっとそこにいたのだが、歩のご立派な体格に隠かくれて見落としていたらしい。

　そこでようやく彼女に気がついたちづるは、敬けい礼れいのポーズで歩の巨体から顔を覗のぞかせた。

「あーっ！　沢さわ与よちゃんおはようっさ！　今日も歩君とラブラブ登校したんさ？」

「うるせえな。あたしに話しかけんなよ渡島」

「おはようっさ、おはようっさ、おはようっさ──！」

「……うっざ」

　ちっ、と短い舌打ちを吐はき出した沢与は、上履きを手で摑つかんだまま、くるりと生徒玄関に背を向けた。ちょうどその時、玄関前の廊下を通りかかった教師が彼女を見て顔を強こわ張ばらせた──が、結局注意もせずに去っていく。

　──岩見沢与は教師さえ恐れる七城高校きっての問題児だった。

　中学生の頃から励はげんだ援助交際。タバコにカツアゲはお手の物。ドラッグにも手を出したことがあると噓うそか真まことかわからない噂は七十五日を過ぎて十七歳になった今も生きている。

　そんな不良少女がなぜ──温厚さだけが取り柄の〝太った男〟と付き合っているのか？　七城の生徒はそれを理解できない。

「そういえば沢与、頭痛いって言ってたよね～。旧校舎に行く前に保健室寄ってく～？」

「……いつの話してんだよデブ。もう治ったよ」
















「ならよかった。……あ、ごめん渡島さん、俺達先に旧校舎に行ってるね～。沢与、行こ」

　中学の頃に体験した辛い記憶。それを深く回かい顧こしていた沢与の手を誰だれかが握にぎった。

　焼きたてパンのようなふっくらとしたその手は、言わずもがな歩のものだ。

　彼氏に軽く引っ張られ、沢与はなすがままに細い脚を旧校舎へと動かす。

　そんな凸でこ凹ぼこカップルの後ろ姿を見送りながら、ちづるは両手を大きく振った。

「うん。ちづるも図書室に本返して行くから気にしないでっさ。またあとでねー!!」




　２年４組　女子　霧立朱里　所属部活／手芸部。

　２年４組　女子　渡島ちづる　所属部活／ハンドボール部。

　２年４組　女子　岩見沢与　所属部活／なし。

　２年４組　男子　江差歩　所属部活／茶道部。







　天塩文彦が所いわ謂ゆる第六感で「異変」を感じ取ったのだとしたならば、校庭のトラックを身軽なフットワークで走っている東とう雲うんまどかもまた、異変を感じ取っていた。

　軽く腕を振り、健康的な両脚を交互に動かす。体で風を切って走る度に、長い髪の毛を二つに束ねたツインテールの毛先が揺れて、まどかの視界に飛び込んだ。

　日課の十二キロを走り終えたところで速度を落とし、そのまま校庭端のベンチになだれ込みながら時計を確認する。……７時55分。シャワー室で汗を流す時間はありそうだ。

　まどかはスポーツバッグから赤いタオルを取り出すと、軽く口元に押し当てた。はふっ、はふっと荒ぶる呼気が、やわらかいタオルに吸収されていく。

　そうして……ふいに、あることに気がついて、彼女は眉まゆ根ねを寄せた。

　連日の学祭準備の疲つかれが目にきたのかもしれない。まどかは目め頭がしらを親指で揉もみしだく。

「────東雲まどか、今朝も走っているのかね？」

　その時、誰かに名前を呼ばれた。しかも律りち儀ぎにフルネームで。

　タオルを首にかけたまま振り向くと、校舎の二階の窓から、同じクラスの女子が控ひかえめに手を振っていた。まどかは胸元で軽く手を振り返す。

「走ってないと、体の中に余分なものが溜まっていく気がしてダメなのよね」

「なるほど。私には全くわからん感覚だな。……ああ、そういえば渡島ちづるから聞いたのだがね、今日の学祭準備は旧校舎を使うらしいよ。みんな、そこに集まれということだ。君も遅れずに来るといい」

「……旧校舎？」

　まどかは陸上部のチームジャージをばさりと肩に掛けてから眉根を寄せた。ついで、知性溢あふれる眼で遠くに見える旧校舎を見つめる。

　ざわりと秋風が吹いて、彼女の勇いさましくも美しき横顔がどこか暴力的になぶられた。

　まどかはつい、数分前のことを思い出す。

　タオルで汗を拭ぬぐっている時、ふと見えた旧校舎がぐにゃりと歪んだ気がしたのだが……さて。

　あれは一体、なんだったのだろう？




　２年４組　女子　東雲まどか　所属部活動／陸上部。







「毎朝飽あきずにああも走って疲れないのだろうか。そうは思わないかね、琴こと音ね？」

　図書室の窓から東雲まどかに声をかけていた浦うら河かわ郁いく美みは、眺めていた分ぶ厚あついアルバムをパタンと閉じると、図書カウンターに座っている美少女に声をかけた。

　郁美の声を聞き、ぼうっとしていた東ひがし藻も琴音は顔をあげる。

　朝はどうも苦手だ。……というか学校自体が苦手だった。カウンターについていた肘ひじを下ろした琴音は長い睫まつ毛げを伏ふせる。

「東雲さんは短距離のエースだから、朝練は欠かせないんだよきっと」

「ふむ、私には理解しかねることだね」

「郁美は根っからのインドア派だもんね」

「適度な運動は必要だと思うけどね、十七年生きてはいるが、私にはどうにも体育の必要性がわからないのだよ、君」

　琴音の意見に、郁美はシニカルに微笑ほほえんだ。

　どこか大正時代の女学生を彷ほう彿ふつとさせる黒髪のおかっぱに赤いリボン、制服のスカーフは白と黒の千ち鳥どり格ごう子し柄がら。胸ポケットに妙みようなカエルのマスコットをインしているレトロムード一直線の郁美の辞書に、『体育が面白い』という概がい念ねんは存在しない。特に陸上競技とマット運動、バレーボールなどは論外だ。

　一方、

「私は体育の授業があってもなくても、学校は楽しいと思えないけどな」

　ふわふわしたロングヘアを編み込んでハーフアップにした、七城随ずい一いちの正統派美少女、琴音は悩ましげに息をつく。

　喋り方が特徴的な、レトロで面白い自分の友達。大好きな親友である浦河郁美。

　そんな彼女から『実はね、私には去年から七城の中で付き合っている人がいるのだよ』と、カミングアウトされたのは、学校内のカフェテリアでお茶を飲んでいた先月のことだ。

　──郁美に彼氏なんていたの？　誰？　誰なの？

　琴音は頭を悩ませる。郁美も郁美で『高校を卒業したら、琴音に一番に言うよ』と言ったきり教えてくれない。けれどもしも今後、郁美が彼氏と一緒にいるようになってしまったらどうしよう？　そんなの寂さびしくてたまらない。死んでしまう。

　郁美がいない学校生活。それはおそらく自分にとって耐たえられないものになるだろう。そう思うと琴音は夜も眠れず、ベッドの中で胎たい児じのように膝ひざを抱かかえるばかりだった。

　特に自分は目立つ女子グループから嫌われているし、半年前には着替えているところを誰かに隠し撮りされて、写真の一部が七城の外まで出回った。その犯人は表おもて沙ざ汰たにはなっていないが、琴音には一人、思い当たる人物がいる。それは２年４組の……おそらく、自分のクラスメイトだということが一層、琴音の恐怖心を煽あおり続けている。

　……学校なんて、なくなっちゃえばいいのに。

　琴音は郁美の制服の袖そでをきゅっとつまんでから、カウンターにこつんと額ひたいをつけた。こころの中が、最近いつもぐずぐずする。胸が押し潰されそう。学校に行きたくない。

「その郁美が持ち歩いてるカエルのマスコット、ぶさかわだね」

「コラコラ、全く失礼だな君は。これはね、私の好きな人から貰ったのだよ」

「……郁美の好きな人って誰？」

「秘密だよ」

「けち」

　──それでも、浦河郁美という味方さえいてくれればなんでも乗り切れる気がした。

　なぜなら彼女は琴音にとって世界で唯一、こころを許ゆるし合える友達だから。




　２年４組　女子　浦河郁美　所属部活／文芸部。

　２年４組　女子　東藻琴音　所属部活／（元）バレーボール部。







「廊下でギャアギャア騒さわいでる奴がいると思ったらやっぱりお前かよ、淳あつし」

「お、せっちゃん」

　時は進み──生徒が続々と旧校舎に集い始める中。

　旧校舎の廊下では、中世ヨーロッパの貴族のようなドレスを着た赤あか平びら淳が、朝練で使った金属バットを肩に掲かかげて一人、キャッキャとはしゃいでいた。

　そんなクラスメイトを見て、教室から顔を覗かせた幾いく千ち世せ青せい二じは「うぅ」っと口元を手で押さえた。……こりゃひどい。

「男子高校生とドレスの組み合わせって結構ショッキングだな。気持ち悪いよ、淳」

「ひでぇよ、せっちゃん。俺ってばこれでも最近ちょっと瘦やせたのよ？」

「瘦せたところで野球で鍛きたえたその体格じゃ女子サイズは無理だ。つうかその衣装、霧立が学祭演劇のために作ったやつだろ。今度怒おこられても俺はフォローに回らないぞ」

「薄情な奴だな。そんなこと言うんだったらもうバッテリー組んでやらないぞ」

「『組んでやらねえぞ』は俺の台詞セリフだ！　七城の正せい捕ほ手しゆに喧けん嘩か売って、生きて帰れると思うなよ、バカ淳」

　青二はドレスの裾すそを翻ひるがえしている淳に近づくと、その頭をポカリと叩いた。

「痛い！　七校創設以来のちょう天才エースピッチャーになんてことすんだよ！　今、俺の頭の中カランって鳴ったぞ、カランって！」

「それってつまり、バカ淳の頭は空からっぽだってことだろ」

　本人達の自己申告通り、幾千世青二は七城高校の正捕手。

　赤平淳は創設以来のエースピッチャーだ。

　お調子者で明るく、名字に《赤》が入っているのが赤平淳。

　落ち着きがあり面倒見がよく、名前に《青》が入っているのが幾千世青二。

　名前に入る色は、本人達の性格を実によく表していた。

「つうかなにをそんなに興こう奮ふんしてんだよ。ただの旧校舎だろ」

　青二は廊下の窓の桟さんに残るホコリを人差し指でなぞってから、ふっと息を吹きかけた。白いホコリが舞いあがり、空気中でキラキラと泳ぐ。

「だって見てみろよ。あの中庭さ、なんもねえの！　ちょう無む駄だスペース！」

「無駄とか言うなよ。昔の生徒はきっとうまく活用してたんだろ」

「でも今は使われてないんだろ？　ああいう広い場所があるなら、野球部に貸してくれてもいいのになー」

　淳は窓の桟に肘をのせてぼやいた。

　旧校舎はやや劣れつ化か気味の壁を見み逃のがせば、まぁ見られる方だった。

　中でも興味をひいたのは建物の造りだ。
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　旧校舎は数字の「６」が角張ったような形で建てられていて、淳が眺ながめている窓の先──「６」のくり抜かれた中央部分は、大きく開けた緑地になっている。

「あとで顧こ問もんに『ここを使わせてください』って頼んでみれば？」

「無理無理。せっちゃんも知ってるだろ？　うちの学校のおとなは冷たいじゃん」

　淳はバットをくるりと回転させると、廊下の窓から見える中庭を恨うらめしそうに眺めた。

　七城高校の教師達はみんな驚くほど淡たん白ぱくで、悲しいほど熱意と張り合いがなかった。

　いつも生徒との間に、薄い膜まくを張って生活している。

　そのせいか七城高校では、部活動も委員会活動も生徒会活動も、はたまたイベント準備なども全て生徒が率そつ先せんして運営しなければならなかった。

　こども達は全員、おとなから排はい除じよされた世界で三年間過ごすことを余儀なくされる。

「……この前さー、１年の南なん郷ごうが自主練中に肩怪我したじゃん。せっちゃん、覚えてる？」

「ピッチャーマシーンの軌き道どうが逸それて、ボールが肩に当たった事件だろ」

「そうそう。あの日さ、監かん督とくもなんの気まぐれか知らんけど練習見に来てたんだよ。あの時グラウンドにいたのは俺と南郷だけだったから、みんな知らないと思うけど」

　淳は語った。

「監督、南郷の肩にボールが当たるとこ絶対見てたんだよ。そのあと南郷が倒れたところも、痛い痛いって歯食いしばってるところも全部。でもベンチに座ったまま『大丈夫か？』しか声かけなかった。普通はもっと生徒のこと心配するじゃん。……南郷、医者からもう野球できないかもしれないって言われてんのに」

「……南郷が？　噓だろ？　俺それ聞いてないよ」

「マジ。昨日あいつ、部活終わりに泣きながら俺のとこ来たんだもん。で、すげー泣いててさ。監督にも報告しに行ったらしいけど『残念だな』の一言と一緒に退部届の紙、渡されたんだって。まぁ、俺がそんな下らん紙は！　ビリッビリに！　破ってやったけども!?　でもさ、ありえねーだろ。南郷まだ１年なのに………これからなのにさ。意味わからんよ」

　後こう輩はいの未来を奪うばった事故を思い出したのか、淳はしゅんと落ち込んだ。

　青二はそんな親友の胸きよう中ちゆうを見かねると、やれやれと首を振って、淳の頭を後ろから思い切り叩いた。「うわっ！」と叫んだ淳の額が窓の桟にぶつかる。

「あにすんだよ、せっちゃん！　俺のデコがホコリ塗まみれになったらどうしてくれんだ！」

「朝練あがりで既すでに土だらけの奴がなに言ってんだよ、バカ淳」

「じゃあ許すわ」

「許すのかよ」

　──しかしまぁ、相変わらずバカな奴。青二は腕を伸ばして窓の鍵を開けた。カラカラと窓をスライドさせて、どんよりした空気を入れ替える。

「つうかお前が落ち込むことはないだろ。南郷のは事故だし、それでいったらサッカー部の奴らもこの前揃って怪我してたろ。ほら、遠えん征せい中ちゆうのバスで」

　先々月にサッカー部員を乗せた遠征行きのバスが、途中の山道でスリップ事故を起こしたのはまだ記き憶おくに新しい。

「ピッチャーはあんま気にしないで、前だけ向いてろよ」

「でもさ……せっちゃん」

「おとなに頼るのはやめろ淳」

　青二は言う。

「七城にいる間は、親も教師も頼りにならない」

　彼らは誰も、助けてくれない。




　２年４組　男子　赤平淳　所属部活／野球部。

　２年４組　男子　幾千世青二　所属部活／野球部。







　異変は既に始まっていたが、旧校舎の一室に集まりつつある２年４組の生徒達は、自分達に迫せまっている危険など知る由よしもなく、本校舎から運んだ大道具や工具、衣装に鞄などを机や床に置いたまま学祭の準備に各々とりかかっていた。

　釧せん望ぼう台だい光ひかるはその時、リップクリームを自分の唇に塗ぬりながら、クラスメイトである池いけ田だ寧ね々ねと芽室唯ゆいの二人と共に教室の壁に背を預けるようにして座っていた。

「ねーねー、唯はさぁ、なんでそんなに可愛いのぉ？」

　光の隣では寧々が今日も今日とて媚こびた声で、唯にねちゃねちゃとくっついている。

　十七歳にもなってみっともない……。光は心の中で、同級生を見下した。

　色白な寧々の体はムチムチとしていて女性らしく、グラビアアイドルのようだった。加えて顔もそこそこ可愛い。せめて寧々の鼻が団だん子ごっ鼻ぱなとか、アイプチも匙さじを投げるような重たい一重瞼とか、ヒアルロン酸さんの足りてないカサカサ肌とか、そういう欠点がひとつでもあればよかったのにと光はいつも思う。本当に、いつも。

　一方、寧々に抱きしめられていた唯は、吹いていたクラリネットから唇を離して、「な、なに言ってるの寧々ちゃん！」なんて、上うわ擦ずった声をあげている。

　制服ではなく学校指定のジャージを着ているのは、吹すい奏そう楽がく部ぶの朝練があったからだろう。

　──池田寧々は典型的なぶりっこで、自己中心的だ。

　そうして外見レベルのいい子、もしくは派手な子としか絶対に仲良くしたがらない。

　それでいうと芽室唯という小柄な少女は、とくべつ目立つ要素があるわけでもなかった。薄めたミルクティー色のセミロング、奥おく二重ぶたえの丸い瞳ひとみ。少し低い鼻は可愛らしく人ひと懐なつこい印象だが、陸上部の東雲まどかや、学校随一のアイドルである東藻琴音には到底かなわない。

　なのに寧々が彼女と友達になりたがっている理由はおそらく、唯が他人の外見や噂を全く気にしないからだろう。

　現に唯は、クラスに全く馴な染じもうとしなかった檜山徹星に臆おくすることなく話しかけて、彼をクラスに溶け込ませたし、あの犯罪者、八雲加奈子とも談だん笑しようしていることがある。

『でも』と、光は思う。

　元々唯は、入学当初から自分と行動を共にしていたのだ。もしもこれで唯が、学年でも目立つ……寧々が中心となっている所いわ謂ゆるギャルグループに入ってしまったらどうしよう？　きっと移動教室も、修学旅行のバスも部屋割りも、お昼ご飯も、なにもかも光は一人になってしまう。……みっともない。そんなの嫌だ。

　学校生活の中で一人になるということは、青春とプライドを捨てるのと同意語だ。

「あのね光、ここの小節から吹くから合ってるかどうか聴いてくれる？」

　と、膝を抱えて押し黙る光に、唯が声をかけてきた。楽がく譜ふを二枚差し出される。題名、チャイコフスキー作曲の『ロメオとジュリエット』。

　今年の２年４組は学祭で『ロミオとジュリエット』を上演する予定だが、唯はその劇中に得意のクラリネットで観客に生サウンドを届けるという役割を任になっていた。

「……私なんかでいいの、唯？」

　光は意地の悪さを承しよう知ちで訊たずねてみる。けれど唯にはいい意味で響ひびかないらしく、「光は耳がいいから」と、はにかむように笑われた。つられて「仕方ないなぁ」と、光も口元を緩ゆるめる。

　そうして楽譜を受け取ろうとした矢先、寧々の手がザッと割り入れられた。

「えー、なにそれ、寧々がやったげるぅ！」

「ね、寧々ちゃん」

　唯は困こまったように眉まゆ尻じりを下げた。

「でも寧々ちゃんは確か楽譜読めないよね？　光は読めるから、光に頼むよ」

「大丈夫だよぉ、寧々もドレミは読めるもんっ。光は今から……えっと、学祭の台本読むから忙いそがしいでしょ？　ねぇ光、忙しいよね？　ね？」

　寧々に矢や継つぎ早ばやに畳たたみ掛けられる。……拒否権？　ないない。光は小さく俯うつむいた。

　学年の〝目立つ女子グループ〟の一人を敵に回すと厄やつ介かいだ。そんなの今のご時じ世せい、幼よう稚ち園えん児じだってわかる。

「……唯、寧々ちゃんに聴いてもらいな」

　……池田寧々はきっと、物事の分ふん別べつがつかないガキなのだ。

　光は自分にそう言い聞かせて、リップクリームを唇にぬるぬると滑らせた。

　隣で喋る二人の会話に入れなくてもリップクリームを塗って『私にはやることがある』とアピールしていれば、周りのクラスメイトから『あの子は友達から、仲間外れにされてるわけではない』と思ってもらえる。

　だからこれは私にとっての必ひつ需じゆ品ひん。

　ドラッグストアで誰でも買える、使い捨てのチープなバリア。




　２年４組女子　釧望台光　所属部活／美術部。

　２年４組女子　芽室唯　所属部活／吹奏楽部。

　２年４組女子　池田寧々　所属部活／なし。







「そういえば栗山、全然こっちの様子見に来ないな」

　学級委員長である日高藍作が担任教師の不在を指摘したのは、普段なら授業がとっくに始まっている８時50分頃のことだった。

　七城高校の時間割はまず一時間目、８時40分～９時30分の50分授業がある。

　その後、10分の休み時間を挟んでから次の授業というふうに組まれているのだが……。

「職員会議が長引いてるんじゃん？　今日から全クラス、学祭まで授業ないんだろ？」

　ヒラヒラしたジュリエットの衣装を身に纏まとった赤平淳が、さして気にしていない素振りで藍作に反応した。そろそろ脱ぬがないと、朱里に怒られそうなものだが。

「でも今日って俺達のクラスだけ旧校舎の使用許可が下りてるんだよな？　普通気にしないか？」

「気にしたとしてもわざわざ見には来ないって、特に栗山なんて俺達に無関心じゃん。あ、俺先に弁当食いながらやろっと。今日さ、寮のキッチンで明めん太たい子こおにぎり作ってきたんだよ。せっちゃんと藍作も食うか？」

「いや、俺はいいよ」

　淳から綺麗な三角おにぎりを突き出されて、藍作は笑って身を引いた。

　淳の隣で作業をしていた青二が『バカがごめんな』と藍作に目め配くばせしてくる。続いて淳に向き直り、

「淳、今食べてもどうせあとでまた『腹減った』って喚わめくんだから、せめてあと一時間は待てよ。……日高、気になるなら俺、職員室まで先生呼びに行こうか？」

「いや、大丈夫。ありがと。淳の言う通り俺が気にしすぎてるだけかも」

　藍作は青二に軽く手を振ってから、教室の窓越しに外を覗いた。

　そこからは鬱うつ然ぜんとした雑木林が見える。自然の中に建てられているくせに、七城高校から見える景色はいつもどこか物もの悲がなしく、不気味だった。そびえる木々に囲まれて、創設当初に建てられた開校記き念ねん碑ひがぽつんと佇たたずんでいるのが見える。

「あの石せき碑ひさ、この距離からだと誰かの墓はかに見えなくもないよな」

　藍作の視線を何気なく追っていたのだろう、青二が静かな声でそう言った。

「わりと物ぶつ騒そうなこと言うんだな、青二って」

「昨日夜にホラー映画観みたから感化されたのかも。それにこの旧校舎、気味悪いし」

「確かに」

　それには藍作も同意だった。

　日当たりの悪い旧校舎はどこもかしこも薄青く翳かげっており、太陽の翳かげり方によっては午前中でも灯りを点つけなければ作業しにくいほどだった。ただ、旧校舎の中を回ってわかったことなのだが、不思議なことに藍作達が活動拠きよ点てんとしているこの〝２年４組〟以外の教室にはなぜか、蛍けい光こう灯とうがひとつも設置されていなかった。

　担任である栗山が、わざわざ自分達のために設置してくれたのだろうか……？

「ちょっと淳、それジュリエットの衣装じゃん、なんでアンタが着てんのよ!?」

「ぎゃーー鬼おにっ！　鬼おに立たち朱里に気づかれた！　ちょうやべえ！」

　朱里の声がして、藍作はふっと視線を教室内に戻した。とうとう淳が説教を食らったらしい。見ると、地面に広げてある模造紙を大おお股またで飛び越えてきた朱里が、騒ぐ淳の首をギリギリと絞しめ上げていた。

「だーからさっき早く脱げって言っただろ、バカ淳」

　演劇で使う町民衣装をちくちく縫ぬいながら青二がため息をつく。

「そんなこと言わねえで助けて、せっちゃん！　俺達バッテリーだろ!?」

「知るかバカ。俺は怒られる前に脱いだ方がいいって忠告してただろ」

　藍作はそんな賑にぎやかなクラスメイト達を見ながらも……やはり、不安を感じていた。

　普段入ることのできない旧校舎の中。

　数日間、授業を潰して行う学祭準備。

　その二つが相乗効果を引き起こしているのか、クラスメイトの大半は遊園地の待機列に並ぶ小さなこどものようにワクワクと浮足立っている。もちろん藍作自身も例外ではない。授業が潰れるというだけで、その日は特別なイベントにすり替わる。

　──けれどやはり、担任教師の不在が気になった。

　どうにも気にかかり、結局藍作は席を立つが……。

「歩ー、パン屑くずポロポロこぼしながら歩くなよ。俺の頭にかかってる」

「あ～、ごめんごめん徹星～」

　のんびりとしたやり取りが耳に入った。見ると、先の尖とがったケレンハンマーで板に釘くぎを打ち付けている徹星が、窓際に立つ歩のふくらはぎを靴底でペシッと蹴っていた。

　歩が広げている七城高校指定のハンカチには、パン屑がこんもりと盛られている。

「鳥に餌えさあげたくてさ～」

「鳥っつうか野鳥だろ、野鳥。どうでもいいけど最後に窓閉めろよ。先週窓開けっぱで授業してたら、５分毎に鳥入ってきてえらい騒ぎになったろ。あれ、一種のホラーだからな」

「そんなこともあったね～。俺、鳥にはよく好かれるんだ～。特にシジュウカラとか～」

　徹星にのほほんと鳥解説をしながら歩が窓に手をかける。が……「おや？」と歩が太い首を傾げたのを藍作は見逃さなかった。同じく気がついた徹星が板から視線をあげている。

「どうした歩。腹でも減ったか」

「デブがいつもお腹減ってると思わないでよ徹星～。いやおかしいなと思って。教室の窓、壊れてるみたいで鍵が開かないみたい～」

「錆さびてんじゃねえの？　隣の窓開けろよ」

「さっきから試してるんだけど、開かないんだよ～」

　太い腕で窓を揺さぶる歩。見かねた徹星が立ち上がり、歩に加勢するその姿をなんとなく視界に入れてから藍作は再び足を動かした。

　……大正時代に建てられたというから、建物にボロがきているのだろう。もしも他に支し障しようがあるようなら、本校舎から蛍光灯を数本拝借してきて拠点を変えた方がよさそうだ。

　やるべきことを頭の中でリストアップしながら藍作は戸に手をかけた。ちらりと腕時計を見遣る。09：20am。

　あと10分で、休み時間だ。







　……なんか、江差と檜山が並んでるとカツアゲされてるみたいだな。デブってイジメの標的になりやすそうだし。

　同時刻、９時20分。教室の黒板前。

　歌うた内ない宗そう介すけは体型のまるで違うクラスメイト二人のやり取りを観察しながら、私物の一いち眼がんレフのカメラを熱心に磨みがいていた。一昨年亡くなった祖そ母ぼが買ってくれた十二万円相当のカメラは、〝今のところ〟宗介の恋人だ。

　けれどカメラを買ってくれた数カ月後に祖母が死ぬと知っていたら、もっと高いカメラをせびっていたのに……くそ、〝祖母孝行〟しすぎた！

　宗介は奥おく歯ばを嚙かみしめる。

「あ、宗介ー」

　過去を悔くやんでいると、教室の出入り口にいる日高藍作が自分に声をかけてきた。驚いた宗介は実験マウスのように忙せわしなく目線をキョロキョロ動かす。

「な、なななな、なんだよ日高」

「そういやさ、宗介は大道具の他に演劇の経理もやってくれてたんだったよな。俺手伝うことある？　もう委員会の仕事も落ち着いてきたから、平行してできそうなんだけど」

「だ、だだだ大丈夫。俺、一人で、でぅ、ででゅ、できるから」

　宗介はそれだけ言うと、藍作の視線から逃れるように俯いた。

　クラスでも目立つ奴ら……日高藍作や、檜山徹星、赤平淳とは極力喋りたくない。

　奴らはどうせ、心の中で自分を見下してるに違いないのだ。地味で目立たず、いつもおどおどしている自分をゲラゲラ笑っている。宗介はそう疑うたがってやまない。

　──けれど、そんなものはクラス内だけの話。

　現に自分は写真部の中でなら一番輝かがやいているのだ。目立ってる。キラキラしていて、写真の才能の塊かたまりだ。有名なフォトコンテストで賞を取り栄光を浴あびたこともある。周囲から「凄い」「さすが」と飛んでくる賞しよう賛さんの嵐。あの感動と高こう揚よう感かん！

　そう、だから。

　今は目立たずじっとしていよう。そしていつか再び、自分は栄光を摑むのだ。

　まだ来てもいない未来の自分を想像し、宗介は背中を老人のように丸めてカメラのレンズに目を落とした。そこには冴さえない男がうっとりと〝恋人〟を抱きしめていた。




　２年４組　男子　歌内宗介　所属部活／写真部。







　……宗介は相変わらず他人と距離作ってるな。

　目が泳いでいたから宗介もなにか〝違和感〟を覚えたのかと声をかけてみたが、見当外れだったようだ。

　藍作はG-SHOCKから視線をあげた。時刻は進んで、09：21am。

　……別に来てほしいわけじゃないが、栗山は一体なにをしているんだろう？

　藍作は軽くため息をついてから、教室の戸をスライドさせた。すると、ちょうど新たにやってきたクラスメイトと鉢はち合あわせた。「あれ、藍作」と、相手は藍作を見て小首を傾げる。

「どっか行くのー？　まだ授業中だよ」

「栄えい次じに言われたくないよ。堂々としてるとこ悪いけど、遅刻だぞ」

「いやー、昨日夜よ更ふかししちゃってさ。朝起きれなかった」

　手に持っているゲーム機の画面に熱い眼差しを送りながら、清きよ里さと栄次が言う。

　藍作はやれやれと肩を落とした。




　２年４組　男子　清里栄次　所属部活／漫画研究部。







　クラスメイトの清里栄次という男は端たん的てきに言って──絶世の美少年だった。

　どこぞの王族出身なの、と言わんばかりの高貴かつ甘い顔立ちに、少し癖くせのある柔やわらかヘア。栄次が微笑むだけで、逆傾けい国こくが起こると言われても藍作はあまり驚かない。なんでも母親がドイツ人なのだという。だが……栄次が片耳に当てているイヤフォンから、『私、栄次のことが好きなのっ』の声が漏もれて、藍作はうーんと頭を悩ませた。

　イヤフォンの接続端たん子しは栄次の持っているゲーム機と繫つながっている。

　何気なくゲーム画面を覗き込んでみると、浴衣ゆかた姿のキャラクターが頰ほおを染めて立っていた。もちろん、画面の中でしか存在できない二次元の女の子だ。

「あー、勝手に見ないでよ藍作。今、マチコちゃんに告白されてるところなんだから」

「遅刻してるのに堂々と美少女ゲームするなよ。ていうかその女の子、ゲームなのに今、『栄次』って普通に名前呼んだよな？」

「美少女じゃなくてギャルゲーって言ってよね。今のゲームってボイス設定すれば自分の名前呼んでくれるの多いよ。まぁなんといってもハード自体が進化してるしね。もう携帯電話なんていらない時代だよ。──あ、藍作もやるんだったら俺のお薦すすめゲームでも貸そうか？　声優誰好き？　萌もえ要素どこ？　メイド？　年上？　妹？　幼おさな馴な染じみ？　18禁？　それとも純粋プラトニック？　あ、わかった百ゆ合りか！　藍作は百合好きっぽそう！」

「勝手に俺の好みを決めるなよ」

　藍作は呆れた表情を浮かべながら首を横に振った。

　清里栄次は重度の美少女ゲームオタクだった。

　彼は入学当時から顔立ちはもちろんのこと、靴や服、腕時計などのセンスが抜群にいいことが、とりわけ女子から絶大な高評価を得ていた。

　──にもかかわらず栄次は、入学してすぐ行われた『学年合同宿泊研修』の際、美少女アニメのイラストがプリントされた白いＴシャツを堂々と着て登校し、『いやあああ！　いやあああ！』『噓でしょ、清里君オタクなの!?』という女子からの悲鳴と罵ば声せいを浴びて尚なお、なんら傷ついた素そ振ぶりを見せなかった。

　それどころか、『やぁみんな。俺はね、お察さつしの通り……オタクだよっっ☆』と、語尾に星をつける勢いで爽さわやかに宣言したのだ。

　その宿泊研修で女子の三分の一がショックで自主帰宅したのは、最早語り継がれるべき伝説である。

「で、藍作、やるのやんないのー？」

「俺はいいよ。ゲームよくわかんないし。それより栄次、来る途中で栗山に会わなかったか？」

「メガネかけてるくせにゲームダメ？　うちのイケメン学級委員長はつれないな……て、栗山先生？　見てないけど……ああでも八雲さんには会ったよ。もう来るんじゃない？」

「八雲加か奈な子こ？」

　唯一ここに来ていない２年４組のクラスメイト。その名前を声に出した瞬間、クラスの空気がざわっと波打った。かなり嫌な雰囲気だ。

　教室と廊下を行き来しながら、ちづる、淳と台本の読み合わせをしていたまどかが、ずり下がってきた陸上部のジャージを肩にかけ直しながら、藍作を見つめる。

「日高君、今日って八雲さん登校してくるのかしら？」

「今来た栄次の話ではね」

「……大麻さんが亡くなったことと、揉め事にクラスを巻き込んだ償つぐないはいい加減考えてきたのかしら、あの子」

　理知的で美しいまどかに続いて、クラスメイト数名もつられるように表情を曇くもらせた。

　有名な話ではあるが加奈子は過去に、兄の嫁よめに暴力を振るい、身み籠ごもっていたこどもを死産させたという耳を塞ふさぎたくなる事件を起こしているのだ。

　それは中学３年生の頃。藍作が七城の高校受験を控えた、寒さに震える深夜だった。

　やけに外が騒がしくて目を覚まして様子を見に行くと、近所の二階建てのアパートから、手や服に血をつけた加奈子がおとな達に髪を引きずられながら家から出てきた、事件当時のことを藍作もよく覚えている。

　幸いというべきか身内間のトラブルなので警察などの介かい入にゆうはなかったらしいが、それでもその日から、加奈子は犯罪者と周囲から恐れられてきた。

　さらに女子寮の共同大浴場で、去年亡くなったクラスメイト、大麻千晶の頭を浴よく槽そうに沈しずめる現場を目撃した生徒がいること。乗り込んできた上級生と教室の中で乱らん闘とうしたなど、彼女の悪あく行ぎようはまさに手のつけられないこどものそれだった。

「……来てくれるなら来てくれるでいいんじゃねーの？　俺らのクラスってどうしてか他と違って人数少ねえし。藍作、八雲が来たら問答無用で大道具のチームに回せよ」

　にかわにざわついた教室内。そこに気怠げな声で割って入ったのは徹星だった。続くように、クラリネットを持って座っていた唯も立ち上がる。別に立ち上がる必要はないのだが。

「かっ、加奈子ちゃんは大丈夫だよ。それに、この前クラスで起きた乱闘だって、元はといえば３年生の人達が勝手に押しかけてきただけだから」

「唯ちゃん、加奈子ちゃんと結構話すもんねー。俺も別に嫌いじゃないけどね。加奈子ちゃんって俺の好きな格ゲーキャラに似てるんだ。無口で目つき悪くて、でもパラメーター最強の奴に。それに問題っていってもうちのクラスは治ち安あんのいい方じゃない？」

　話の焦点をどこか外れさせつつ、栄次が藍作の肩をぽんと叩いて話を続けた。

「去年から学級崩壊してるクラスもあるし、３年１組だっけ？　あそことか、クラスの平均点落ちて生徒仲ギスギスしてるでしょ。それに比べて２年４組には頼りになる〝藍作メガネ委員長〟がいるから大丈夫だよ」

「〝藍作メガネ委員長〟ってなんだよ、栄次」

「わかりやすくていいじゃない。そういえば担任いないのに旧校舎って使っていいの？」

「あ、そうそう。そこなんだよ。普通はホームルームに顔くらい出すよなぁ」

　いくら七城の教師が生徒嫌いのドライ揃いでも、さすがに使用状況くらいは見に来てもいいはずなのだ。

　藍作は栄次を教室の中に見送ったのち、廊下に顔を出して、「６」のちょうど左下角に位置する生徒玄関を覗いた。

　遠目でハッキリとは見えないが、折りたたみ式の携帯をいじりながら旧校舎に向かってくる女生徒の姿が一人。おそらく八雲加奈子だろう。

　彼女が揃えば旧校舎には２年４組、総勢18名が登校してきたことになる。

「あれ？　文彦どっか行くのか？」

　そんな時ふと、天塩文彦が藍作の前を横切った。

　思わず呼び止める。文彦は辛そうに頭を手で押さえていた。なぜか顔色が悪い。

「あのさ日高君。変なこと言うけど……僕、今日は本校舎で準備した方がいいと思うんだ」

「どうして？」

　思いがけぬ文彦からの提案に、藍作は「おっと」と、心の中で呟つぶやいた。

「どうしてって言われたらなにも言えないんだけど。でもこの建物変な感じがする」

「それって文彦が今朝言ってた〝学校が変〟ってことと関係ありそう？」

「……多分」

　顔色をより一層悪くした文彦が幼い顔で教室内を見渡す。

　藍作が見る限り、文彦はいつもどこかで琴音を探してしまう癖くせがあるが、今はそれどころじゃないのか、正義感の強い視線が美少女に長く留とどまることはなかった。

「文彦の勘はよく当たるからな」

「いや、そんなことはないんだけど」

「また謙遜する。……あと少しで10分休みに入るし、栗山探して戻れるか聞いてみようか」

「信じてくれるの？　日高君やることいっぱいあるんじゃない？」

「いいよ、それくらい……あ、でもちょっと待って着信入ったから出てからでもいい？」

　藍作は学ランのポケットから震える携帯電話を取り出した。

　この時間にかけてくるということは、自分と同じく学祭準備中の生徒だと予測する。

『おー藍作？　やっと出た、おせーよ』

　案の定、着信相手は藍作と同じバスケ部の同級生、２年２組の帯おび広ひろ樹きだったのだが……。

「広樹じゃん。どうした。金ならもう貸さないよ」

『開かい口こう一番それかよ。ていうか〝広樹じゃん〟じゃねーよ。何回お前の携帯にかけたと思ってんだよ、四回だぞ四回』

「なに言ってんだ広樹」

　相手から一方的な非難を食らって、藍作は声をひそめた。

「お前からの着信なんて入ってないよ」

『はぁ？　噓だろ、俺さっきから何度もかけてたぞ』

　……なにを言ってるのだろうか？

　藍作は疑問に思いながらも、携帯電話の着信履り歴れきを確認した。留守番電話サービスも開くが、広樹からの着信は残ってない。

『まーいいや、繫がったんなら。さっき生徒会からアナウンス入ったの聞いただろ？　今日から学祭までの準備期間中は部活も休みにして、学校に泊まり込んで作業をしてもいいってやつ。その間どーするよ。さすが……に一週……らだ動かさないと鈍にぶるし、なんなら他の奴らも呼んで……しゅれ……のメ……作るか？』

「あー、悪い広樹。そのアナウンス俺聞いてないんだ、今旧校舎にいるから」

『え？　な……だっ……？　よくきこ……え……い』

「……広樹？」

　電波が、悪いんだろうか？　同級生の声に、ザザ……とノイズが混じり始めた。それは徐々に音量をあげ、ザザザザザザッと不快な音を出して広樹の声を吞み込んだ。

　藍作は思わず携帯を耳から遠ざけた。途端、ぶつっと通話が途絶える。

「どうしたの日高君」

「いや……なんだろう。ここ電波悪いのかな、広樹の声が途中で聞こえなくなった」

「……ごめん、もう一回かけてもらってもいい？」

　藍作の目の前にいる文彦が提案してきたのはその時だった。天性のシックスセンスでなにか……感じ取ったのだろうか？　藍作は頷うなずいて、今度はこちらから電話をかけ直した。

　だが、アンテナはしっかり立っているのに電話は繫がらない。

「おかしいな。広樹の奴、電池切れたのかな」

「実は……さっきから僕も奇術部の人に電話してるんだけど、全然繫がらないんだ」

「……文彦も？」

「池田さんと、浦河さんも繫がらないってさっき言ってた。みんな、電波は立ってるのに」

　藍作は文彦と視線を合わせたまま数秒口を閉ざした。

　……なにかが。なにかがおかしかった。うまく嚙み合わない。そういえば、ついさっき、歩と徹星が窓が開かないと言っていた気がする。

　思い立ち、教室の窓際で徹星と大道具の作業に没ぼつ頭とうしている歩を呼ぼうとした時、

「あ、栗山先生」

　席について衣装を縫っている幾千世青二が声をあげた。

　二人に続いてクラスメイト達の視線が窓へと動く。藍作もそれにならうと、確かに旧校舎の外に２年４組の担任教師、栗山が立っているのが見えた。

　白いシャツにベスト。くたびれた濃のう紺こんのスラックスを着用している四十代の中年オヤジ。当たり前のように生徒からはなんの信頼も得られていない教師はなぜか……自分達に向かって両手をこすり合わせると、厳おごそかに頭を下げた。太陽の翳りのせいか、表情は見えない。

「外でなにしてんのあいつ」「さぁ？」「なんかちょっと不気味」

　クラスメイトが口々に呟くそんな中、藍作は教室の黒板上に掛けてある時計を見上げた。

　あと30秒ほどで10分休みだから、頃合いを見計らって様子を見に来たのだろうか。

　──ではなぜ、旧校舎の中に入ってこない？

「ちょっと、誰？」

　学祭のＰＲポスターを描いていた沢与の低い声。それが藍作の耳に届いたのは、チャイムが鳴る10秒前のことだった。

「今あたしの机の上に、学級日誌投げてきた奴誰よ」




　──ちょうどその頃、生徒玄関では旧校舎に片足を踏み入れた八雲加奈子が、持っていた旧式の携帯電話の画面を見たまま「……噓」と、小さく呟いていた。

　彼女は口元を手で覆う。覆わなければ、今にも叫び出しそうだった。

「これ、は……」

　八雲加奈子が片かた言ことに声を発した、その直後。

　藍作達のいる教室では、時計の秒針がカチリと「12」に重なった。

　どこからか旧校舎の重たいチャイムが鳴り響く。




　八雲加奈子の意識はそこでブツンと断線された。
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「ぎゃっ」




　喉のどを潰されたようなしゃがれ声が背後から耳に届いたのは、チャイムが鳴った直後のことだった。

　藍作は少し考えて、今の声の主ぬしが廊下に出ていた渡島ちづるか、東雲まどかのどちらかだと気がつく。

　……しかし随分と、変わった声を出すものだ。

　不思議に思いながらも振り向こうとしたその時。

「日高君。あれ、なに……？」

　隣にいる文彦がなぜか、後ずさりしながら廊下を指差したのだ。唇がぶるぶると震えている。

「なにって……なに？」

　藍作は疑りながらも、旧校舎の廊下に涼すずやかな目線を向けた。

　そして、舌先まで出かかった悲鳴を懸けん命めいに吞み込んだ。

　ぼんやりと薄暗い廊下のど真ん中。そこには、ついさっきまでは〝いなかった筈の者達〟が、微び動どうだにせず藍作を凝ぎよう視ししていた。

　それは全長百二十センチほど。体中の水分を根こそぎ枯からしたような華きや奢しやな裸体の上に、今にもはち切れそうなほど大きな頭部をのせている。その体と頭部の大きさの違いは悪魔的にアンバランスで藍作の心をざわつかせた。さらに恐ろしかったのは、極端に大きい黒い目が、ある者は顔のギリギリ端に右目が、またある者は唇のすぐ横に左目が、というように、バラバラに埋まい没ぼつしていることだった。

　そのくせ鼻と口は、きちんとあるべき場所に配置されている。藍作はぞっとした。そこだけ嫌に人間臭を醸かもし出しているのだ。
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　言うなれば────そう、ＳＦ映画や、殺さつ戮りく映画に出てくる化け物に近かった。それも、やけにリアルで生々しい。

　藍作は無意識に、文彦を後ろにさがらせた。

　明らかに、なにかがおかしかった。新種の生物？　いやいや、ここはただの、普通の公立高校だ。動物園やミュータント製造所などではない。

　それに藍作は、その個体が摑んでいる真っ赤に濡ぬれた上履きも気になった。

　……あれは誰の靴だろう？

　メガネ越しに目を凝こらす。と、踵かかとのところに油性ペンで書かれた文字が見て取れた。

　几き帳ちよう面めんそうな達たつ筆ぴつな文字。

『東雲　まどか』

　藍作がそれを確認した直後。今までなんの反応も見せなかった〝ソレ〟が急に口を大きく広げた。唇の端から赤い液体がだばだばとこぼれる。

「…………渡島？」
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　その時藍作は〝ソレ〟の大きな口の中に、同じ２年４組の生徒──渡島ちづるを見た。

　死んでいるのは明らかだった。なにせ胴体がないのだ。渡島ちづるの、胴体が……。

「うえっ」

　すぐ後ろから、文彦の吐き気を催もよおしたような声が聞こえた。

「藍作、戸を閉めろ！　入ってこようとしてんぞ！」

　教室の中で一部始終を見ていた檜山が引きつった声をあげた。藍作は弾はじかれたように教室の戸をピシャリと閉める。

　直後、教室にいる生徒から絶ぜつ叫きようがあがった。
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　声がデカくてオーバーリアクション。イベント時にはクラスや部活の垣かき根ねを越えて駆かり出される、周囲を巻き込むムードメーカー。

『赤あか平びら淳あつしには悩みなんてない』

　七なな城しろ高校中の人間がそれを疑うたがわない中で、幾いく千ち世せ青せい二じだけは、淳を勝手に評価する人間達を密ひそかに見下し続けた。

「誰だれかに優しくするのって、そんなに難むずかしいことなんかなぁ」

　あれはいつだっただろう？　蟬せみ時雨しぐれがざわざわとうるさかったので去年の七月頃のことだろうか。

　教室の窓からだらりと両腕を垂たらして外を眺ながめる青二の横で、校舎の外壁に背を凭もたれかけている親友が呟つぶやいた。淳の腕にはできたばかりの赤あか紫むらさき色いろの丸い斑はん点てんが色いろ濃こく残っている。それに気がついた青二は眉まゆ根ねを寄せた。

「また３年にやられたのか、その腕」

「あ、隠かくすの忘れてたわ。見てて気分いいもんじゃないよな。許ゆるしてちょんまげ」

「クソギャグやめろ、バカ淳」

「真夏に嗜たしなむ親父おやじギャグは、体感温度が下がってちょうエコロジーでいいだろが」

　淳はわざと能のう天てん気きな声を出して、腰に巻いていたパーカーを羽は織おってしゃがみ込んだ。表情を隠すためなのか、ジリジリと照りつけてくる太陽から逃のがれるためなのか、どれが理由かわからないが、頭にフードを被る淳の様子を青二は校舎の中から眺める。

　淳の袖そで下したに残る根性焼きの痕あと。一度見てしまえばもう無理だ。きっと永遠に自分の記憶に残るだろう。青二はそっと目を伏ふせた。

　おとなが干かん渉しようしてこない七城高校の部活動は、全てこども達に委ゆだねられている。つまりは、その部活の３年生にどれだけの分ふん別べつと良識があるかで、部の常識レベルは決まった。

　淳が１年生の頃の野球部の３年生は、歴代の中でも悪魔レベルで最悪だった。

　上下関係の厳きびしさと横暴さは七城の中でも随ずい一いち。気に入らないことがあると、すぐに後こう輩はいになすりつけ、殴なぐる蹴けるは当たり前。

　当時の野球部はまさに、腐ふ敗はいしたネバーランドだった。

　その中でも淳は、３年生が他の部員に暴力を振るっている現場を見かけると、「ちーっす！」と能天気なピエロのフリをしながらその間に入って、部員を庇かばうことが度たび々たびあった。

　そうして被害者になる筈はずだった部員から「淳、俺のせいでごめん」と謝あやまられると、悪いた戯ずら好きのこどものように笑うのだ。

「気にすんなって。俺ちょうバカだから、気になんねえし」

　それはきっと淳なりの言い訳だった。

『自分はバカでお調子者で、ネジが何本も抜けている〝悩みがなさそうな人間〟だから、暴力を受けたくらいでへこたれません。明日も明後日あさつても明々後日しあさつても、傷があっても笑っていられます』──そう、周囲の人間に刷り込んでいた。

　けれど青二にはそれが耐たえ難がたかった。なぜ自分の親友ばかりが犠ぎ牲せいになるのだろう？

　何度３年生を殴なぐってやろうかとも思ったが、すんでのところで踏ふみ止まる。

　なぜなら自分の親友は、部員が傷つくのを嫌う正しよう真しん正しよう銘めいのバカだったのだ。

「俺は、お前の腕をそんなふうにするために、ピッチングの練習に付き合ってやってるわけじゃない」

「あたりめーだ、せっちゃん。俺の腕は甲こう子し園えんを目指すための腕だろ」

「………今の生活嫌いやにならないのかよ」

　青二は閉じていた瞼まぶたをそっと開けた。

「結局、嫌な思いしてんのって淳だけだろ」

「いいや、ならんよ俺は。全然ならん。だって野球するために高校来たようなもんだしな」

　淳は無意識に腕をさすりながら言った。

「それよりも今の部員が先輩達に殴られる方が嫌だ。来年一緒に甲子園目指す仲間に故こ障しようされたら困こまるしさ。それにずっとじゃない。いつかは終わってくれんだよ。……俺は恵めぐまれてるって思うよ。母ちゃんが健康に産んでくれたお陰でこうして野球できるし、部員のことも庇ってやれるんだからな。体が弱かったら割り込んでやれない。だから、せっちゃん」

　顔をあげた淳は、珍めずらしく気弱になっている青二の顔を見て笑った。

「弱った顔してんなよ。正せい捕ほ手しゆがヘタレだと、俺がマウンドでびびっちまうだろ」




　２年４組、幾千世青二は思う。

　誰だって犠牲者になりたくないのだ。殴られたくないし、罵ば倒とうされたくない。自分が傷つかないためには優しい生いけ贄にえが必要だ。それも、できれば自分から進んで生贄になってくれるような奴。そうすれば、自分達が「友達を売った」という罪ざい悪あく感かんに苛さいなまれなくてすむ。

　だからきっといつか……。いつか自分だけは親友が本当に困った時は助けてやろう。

　それがマウンドの上でも学校の中でも、どんなに熾し烈れつ極きわまる場面だったとしても。




　幾千世青二は決意する。

　そしてそれが実行されたのは、およそ十五カ月後の、旧校舎の中でのことだった。
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「あああああああ！！！！！！！」

　──教室の前の戸を閉めた直後、日ひ高だか藍あい作さくの耳に絶ぜつ叫きようが届いた。

　出で処どころは教室の後ろ。外から侵しん入にゆうされないように天て塩しお文ふみ彦ひこと戸をガードしながら視線を後方に移すと、ガタガタと動く戸を片腕で押さえている檜ひ山やま徹てつ星せいと幾千世青二、そして右腕を廊ろう下かに逃のがしたまま、奇声に近い悲鳴をあげる赤平淳の姿があった。

　一体なにが、なにが……起こっているのか。藍作はサッパリ理解できない。

「淳!!」

　ただ、教室の後ろで青二が必死に叫さけんでいた。淳の体を摑んで、教室に引っ張ろうとしているがうまくいかないらしい。どうやら淳は廊下にいる化け物達に、腕を引っ張られているらしかった。

　ずっ、ずっと擦こすれる音。淳の体がだんだんと廊下側に吸い込まれていく。

　──夢なのかこれは。急になんなんだ。あれはなんなんだよ。東雲はどうした。どこに行った？　なぜ見当たらない。渡島ちづるはどうしていない。どうして首から下がなかった？　渡島は……渡島は、死んだのか？

　その時、淳が大きく仰のけ反ぞって、「ああああああ！！！」とさらに甲かん高だかく叫んだ。

　剽ひよう軽きん者ものの淳が発したとは思えない声に、教室にいるクラスメイト達から悲鳴があがり、パニックの渦うずが大きくなる。

　それに交じって、「琴こと音ね！」と叫ぶ浦うら河かわ郁いく美みの声が一ひと際きわ響ひびいた。東ひがし藻も琴音が倒れている。

「ひ、東藻さん！」

「文彦手を離すな！　東藻はショックで気絶しただけだ、今はこっちに集中しろ！」

　藍作と共に戸を押さえていた文彦の意識が僅わずかに琴音の方に向いたが、今文彦に手を離されたら、化け物達は間違いなく戸を開けて教室の中に入ってくる。廊下側から執しつ拗ようにかかる力でそんなことはたやすく想像できた。

「テメエ誰の腕食ってんだよ！　離れろぶっ殺すぞ！」

　一方で、怒いかりで口く調ちようが変わった青二の怒ど号ごうが教室内に響いた。まさに鬼の形ぎよう相そうと言っていい。普段の冷静さはもうない。淳を引っ張りながら、淳が持っていた金属バットを戸の隙すき間まに向かって何度も何度も振り下ろしている。

　ぐしゃっと果くだ物ものが潰つぶれるような音が聞こえたが、状況は好転の兆きざしを見せない。

　藍作は周囲に目を凝こらした。だが教室の中はまさに……そう、まさに地じ獄ごく絵図だった。

　歌うた内ない宗そう介すけはカメラを抱かかえたままガタガタ震ふるえ、池いけ田だ寧ね々ねと霧きり立たち朱あか里りは窓の鍵かぎを開けようとしているが、「いやぁっ、なんで開かないのよ！」「先生！　栗くり山やま先生はどこ行ったの!?」と半はん狂きよう乱らんになっている。郁美は、ショックで気絶した琴音の名前を必死に呼んでおり、釧せん望ぼう台だい光ひかりはなにやら叫さけびながら机の下に隠れていた。

　正常に動ける生徒は限られている。熟じゆつ考こうしている暇ひまはない。藍作は叫んだ。

「芽め室むろと栄えい次じはこっちに加勢！　歩あゆむと岩いわ見みは後ろ！」

　クラスメイトに命令するのは憚はばかられたが、状況判断を誤あやまれば致ち命めい的てきなのは明らかだった。

　指名された生徒は動どう揺ようしたが、徹てつ星せいに「早くしろ！」と焚たきつけられて地面を蹴る。

　一番近い距離にいた清きよ里さと栄次が真っ先に前に駆け寄り、外から揺ゆすられる戸を押さえた。藍作と目が合うと、つとめて普段通りを装よそおって笑う。

「藍作、俺は少ししたら手を離してもいいかな？　ゲーム放り出したままなんだよね」

「栄次は余裕がありそうだから永遠にドアストッパーの役割をしててくれ」

「余計なことを言うんじゃなかったよ。仕方あるまいな、御ぎよ意い」

　軽妙な口調に反してとって付けたような栄次の笑顔。だが、瞬まばたきの回数が多い。みんな、今の状況が理解できてないのは同じなのだ。

「ひ、日高君、文ふみ君。外になにがいるの？　さっきドアの隙すき間まから見えたのってなに？」

　自分達のところに加勢しに来た芽室唯ゆいが声を震わせた。藍作は戸を押さえたまま首を横に振る。……わからない。そんなのは藍作が教えてほしいくらいだ。

「おい淳、しっかりしろバカ！　起きろ！」
















　一方、教室の後ろでは地中に深く埋うまった大根を抜くように、淳の体を教室に引きずりこもうとしている青二を岩見沢さわ与よが手伝い、徹星と共に戸を閉めようと必死な江え差さし歩の姿が見えた。

　けれど淳は答えない。意識を半分失っているのか、揺さぶられるままに頭をカクカクと揺らしながら、そのうち「あぁ」と小さく喘あえいだ。

「食われてる……食われてるよ、俺の右腕」

　……そういえばさっき青二が叫んでいた。『テメエ誰の腕食ってんだ』と。

　あれは……あれはまさか……言葉通りの意味なのか、淳。

　藍作が理解した矢先、状況は唐とう突とつに一変した。

　親友の右腕が目の前で食われていくことが耐えきれなかったのか、いよいよ化け物の力に負けた淳がずるりと廊下側に引き込まれた直後、青二は淳を横に押しのけ、タックルするようにして自分の身を廊下に投げ出した。

　化け物の口からずるりと淳の右腕が解放される。引き換えに、青二の姿が教室から消えた。

「噓うそだろ」

　藍作が掠かすれた声で言った。







　──そうして。あまりの激痛で忘ぼう我がの淵ふちにいた２年４組、赤平淳は我に返った。

　開いた戸の隙間。そこから見えるチョコレート色の廊下には、仰あお向むけに倒れる親友の体に群むらがる化け物達の姿があった。

　皮ひ膚ふを引き裂さく音が淳の耳に届く。青二が、あっ、あっと、呻うめきと喘ぎの境さかい目めのような声を出していた。淳は自分の痛みも忘れて愕がく然ぜんとした。

　こんなにも〝赤く濡ぬれた親友〟を淳は知らない。見たことがない。望んだことも、ない。

「……せっちゃん？」

　か細く名前を呼ぶと、化け物に襲われているにもかかわらず、青二はハッキリと淳を見つめた。ごふっと血の塊かたまりを吐はき出して尚なお、淳に笑いかけている。

　それは今まで見たことのないほど、澄んだ親友の笑顔だった。

「ずっとバッテリー組んでやるって約束したのに悪い、淳」

　告げた瞬間、青二は化け物達に勢いよく体を引きずられ、薄暗い廊下の向こうに吸い込まれていった。途中、微かすかに「戸を閉めろ！」と青二が同級生に叫んでいたが、側にいた人間は恐怖と戸と惑まどいですぐには動くことができなかった。

　──どこからか、10分休み終了の場違いなチャイムが鳴り響いている。

「……青二！」

　そんな中、誰よりも早く動いたのは徹星だった。落ちたバットを拾い上げて勢いよく廊下に出る。だが既すでに化け物達の姿はなかった。床には赤い血の引ひきずった痕あとが残っていたが、それは途中で神隠しにでも遭あったかのように、数メートル先で不自然に途切れている。

　青二の声も足音も、東雲まどかと渡島ちづるの声も、もうなにも聞こえない。

「………噓だろ、せっちゃん」

　淳は呟つぶやく。……ほんの数分前までは、楽しく学祭の準備をしていた筈なのだ。

　なのに、一体なぜ自分達は、こんなことになっているのだろう？

　淳は自分の虫食いだらけの腕をだらんと下ろしたまま放心した。

　生なま臭ぐさい血の香りも、泣きじゃくるクラスメイトの声も、「淳」と自分を心配する誰かの声も耳に届きはするけれど、こころの深いところまでは届かない。……真っ白だ。

　そう、あたまのなかも、こころのなかも、まっしろなのだ。

　──ああ、そうだ。

　淳は思う。さっきから痛さで気が狂いそうで辛かった。でも絶えず、自分の名前を呼んでいてくれたから、だから瞼まぶたを閉じなかったのだ。普段、クールぶって声なんて張り上げないくせに、青二があんなに必死になって自分を呼ぶから。

「淳くん、もっと腕あげられる!?」

　自分の右腕から流れる血を、やってきた芽室唯が止し血けつしようとしている。それを無視した淳は左手で膝ひざを押してゆっくりと立ち上がった。

　不思議と右腕の痛みはなくなっていた。ただ、頭の芯しんがビリビリと痺しびれてどうしようもない。

「もうこの腕じゃ、ボールは投げられないよなぁ」

「……左が残ってるだろうが」

　徹星が軽く怒りを込めて言う。淳は徹星の腕に巻かれた包帯を見て苦く笑った。

「でもさぁ、徹星」

「……なんだよ」

「せっちゃんがいないじゃん」

　淳は足元をふらつかせながら歩き出し、徹星の手から金属バットを奪い取ろうとして──けれど、やめた。なにも持たずに教室を出る。

「よせ、淳！」

　察さつした藍作が淳に駆け寄り、その左肩を摑つかんだ。

　淳はそっと頭を上げてクラスメイトの顔──その向こうにうっすらと見える『ピッチャーマウンド』を眺めた。目を細める。それは死ぬ間ま際ぎわに見る幻覚に違いなかった。

　そんなことは知っている。それでも胸が熱くなって、涙袋がぐっと盛り上がった。

　けれどその幻覚の中に、淳の求めるキャッチャーの姿はない。

「ごめん、行くわ俺。じゃあな」

　淳はクラスメイトの制止を振り切る。そうして廊下についた血痕を頼りに消えた親友を追いかけ、闇やみの渦か中ちゆうへと吸い込まれていった。




　教室の中。机の上に投げ捨てられた学級日誌を手に取った浦河郁美がぽつりと言った。

「……まさかとは思ったが。どうやら、伯はく爵しやく様さまが出たようだよ」
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　パニックは数秒の静せい寂じやくを挟はさんで訪れた。

「《伯はく爵しやく様さま》って……なに、それありえない」

　目にも鮮あざやかなグリーンのカーディガンの裾すそを口元に押し付けて叫さけんだのは、クラスで最もハイセンスな霧きり立たち朱あか里りだった。カラーコンタクトをはめた瞳ひとみを潤うるませて、いやいやと頭を振っている。

「なに、じゃあさっきの化け物が《伯爵様》なの？　それってただの噂うわさなんだよね!?　ていうか、まどかとかちづるは!?」「いいいい、いや、《伯爵様》は本当にいるんだぅ、だろ!?」「そんなことより淳あつし君達を追いかけないと」「栗くり山やま先生は？　さっきまで外にいたよね……？」「おい、ハンマーで叩たたいても窓割れねえんだけど、どうなってんだよ」「ちょっとぉ、携帯まだ繫つながらないんだけど！」「イ、イタズラじゃないの？」

　恐怖で固まっていた生徒も、戸をガードしていた生徒も、化け物が消えたことにより、一斉にリアルに引き戻された。みんな口々になにか喋しやべるが、徐々にそのトーンは大きくなり、教室内は興こう奮ふんの坩る堝つぼと化していく。教室から外に逃のがれようとする生徒もいたが、廊ろう下かに残った血けつ痕こんを見て「うっ」と呻うめいて引き返す。出ようにも恐怖で出られない。

　日ひ高だか藍あい作さくは、いつの間にか地面に落としていた自分のメガネをゆっくりと拾いあげた。

　それは今年の夏休みに実家に戻り、姉達と旅行に行った際に買ったオーバル型のメガネだった。値段が安いからと、即決で買ったことを藍作はよく覚えている。

　指先でフレームに触れてみると、しっかりと感触があった。冷たい。どう考えても夢ではない。冷たい。息苦しい。頭がいたい。いたい。間違いなく、現実だ。

「少し……少し、落ち着こう」

　藍作は壁にある電気のスイッチをオンにした。闇やみに籠こもっていた教室内が、パッと明るくなる。クラスメイト達は口を閉ざして、幽ゆう霊れいでも見るかのように藍作を凝ぎよう視しした。

「これが……落ち着いていられるかよ」

　岩いわ見み沢さわ与よが、自分に言い聞かせるように呟つぶやいた。

「人が……死んだかもしれないんだぞ」

「わかってる」

　──知ってるよ、見てたんだから。

　藍作は胸の動どう悸きをなんとかやり過ごしながらも、千ち鳥どり格ごう子し柄がらのリボンで、学級日誌の表紙を拭ぬぐっている浦うら河かわ郁いく美みに近づいた。性格ゆえだろうか？　郁美は随ずい分ぶんと落ち着いて見える。

「浦河、それ」

「……ああ。君達が騒さわいでいるものだからね。一足先に軽く読ませてもらったよ。これが噂うわさの学級日誌らしいね」
















「浦河さん、それさっきから言ってるけど本当に……あの《伯爵様》の学級日誌なの？」

　芽め室むろ唯ゆいと体を寄せ合って泣いていた釧せん望ぼう台だい光ひかるが疑問を挟む。

「これが岩見沢与の持ち物ではないのなら、の話だがね」

「……そんなもの知らねえよ。誰だれかがあたしの机に勝手に投げてきたんだから」

　さすがにそこで、『その誰かって、誰？』と、沢与に訊たずねる生徒はいなかった。

　──《伯爵様》。藍作はこころの中で反はん芻すうする。

　七なな城しろ高校のどこかに存在すると言われている救きゆう世せい主しゆ。それを見つけることができた生徒はもれなく願いを叶かなえてもらえると言われている、あの……あの《伯爵様》が現れた??

「浦河、ちょっと見せて」

「もちろんだとも、委員長」

　郁美から学級日誌を受け取る。と、他の生徒もおそるおそる藍作に近寄ってきた。いつも以上に密着しているのは、みんな不安だからだろうか？

　光に学ランの裾をぎゅっと摑つかまれたまま、藍作は緊張を孕はらむ指先でページをめくった。







《選定学級について》




　この日誌を与えられたクラスは、わたし、伯爵のためのこども達として選ばれました。

　どうか、この校舎のどこかにいるわたしを探してください。それまでは、みんな、でれない。だしません。

　もしもわたしを見つけたら、あなた達をおかえししますし、もしもわたしを探せないのなら、ひとりになってください。

　でも、ひとりで残るのは寂さびしい。さびしいと思います。死んでしまいそう。つらい。だから、そのひとりの子に、その子の、お願いをわたしが叶かなえてあげます。なんでも、どうぞ。でもひとりだけ。あとはだめです。みんなはかなえない。ぜんいんは、しない。

　それまでは、わたしのともだちが、いっかいめの次の休みと、ごかいめの次の休みに、あいにいくけれど、あまり変なものはあたえないで、かわいそうだから。

　だんだん、だんだん、つらくなるだろうけど、でも、わたしはここにいます。

　七城高校のこども達に幸さち多からんことを。




　学級日誌の一ページ目には、綺き麗れいな文字でそう書かれていた。あとは次のページに一週間分の時間割が書かれているだけで、全て白紙だ。

「伯爵様ってメンヘラだったんだー。黒髪ストレートの美少女とかだったら萌もえるよねー」

「栄えい次じ」

　真っ先に意見を述べたのは携帯ゲーム機を両手に持っている清きよ里さと栄次だった。同性や幼児すらも夢中にさせるその美しい容姿を古びた学級日誌に向けている。

「ふざけてないよー俺は。でもさ、なんかこれ気味悪いよね。怪かい文ぶん書しよみたい」

「……ねえ待って、あたしわかった！　この日誌もさっきの変な奴やつらも誰かの悪いた戯ずらとかじゃないの？　ほら、今って学祭期間だし、生徒会主しゆ催さいのどっきりとか！」

　朱里が無理やりに声を張った。瞳の中で輝かがやく人工的な虹こう彩さいが、ぐるぐると動いているように見える。

　……いや、生徒会の線はまずないだろう。藍作は学級日誌を見ながら思った。

　今期を含めて、ここ数年の生徒会メンバーは頭のお堅かたいこども達でかためられている。

　去年の学祭に２年４組の出し物として申しん請せいした（一年前なので、正確には１年４組だが）『執しつ事じ喫きつ茶さ』だって、次期生徒会メンバーに誘さそわれていた藍作と、東とう雲うんまどかの二人が説得しなければ絶対に通らなかった。……東雲、まどか。

　藍作はツンとした目め頭がしらを、親指で揉もんだ。

　赤あか平びら淳と渡お島しまちづるは暗い雰ふん囲い気きを一いつ掃そうできる明るさとパワーを持っていた。幾いく千ち世せ青せい二じはおとな顔負けの落ち着きがあったから、パニックになった生徒にそっと寄り添ってくれただろうし、東雲まどかは県下一足の速い女子高生だった。

　藍作はそこでふと────葬そう式しきでよく見かける黒白の鯨くじら幕まくを思い出した。

　大きな風の塊かたまりに吹かれて幕の裾がふわりと舞い上がる度たびに、こどもの頃は胸が無性にざわついた。あの幕の裏に、死者が隠かくれているのだとずっとそう信じていた。

　……四人は今、あの幕の裏にいるのだろうか？




「悪戯としても、うちのクラスにこんなことする人いるのかな。僕、思いつかないけど」

「………やややや、八や雲くも加か奈な子ことか、だろ」




　その時、天て塩しお文ふみ彦ひこの疑問に答えたのは、体を丸めながら教室の隅すみで怯おびえている歌うた内ない宗そう介すけだった。宗介は顔に散ったそばかすに爪を立て、

「あああああの、八雲加奈子ならするだろ。犯罪者にゃっ、なゃう、なっ、なんだから！」

「……八雲は関係ないんじゃないか、宗介」

「ひ、ひひひひ日高は、ややや八雲加奈子を庇かばうのか！」

「宗介、落ち着け。ゆっくり深しん呼こ吸きゆうした方がいいよ」

　軽い過か呼こ吸きゆうになっているのか、宗介の呂ろ律れつがあうあうと怪あやしい。藍作は自分の鞄かばんからキャップを開けていないペットボトルを取り出して、宗介に手渡しながら言った。

「庇う庇わないとかじゃないよ。第一、こんなこと言うのも失礼だけど八雲は七城に親したしい人間を作ってないだろ。そんな中、一人で俺達相手に悪戯はできないんじゃないか」

　言いつつ藍作は疑問に思う。

　……そういえば、加奈子は今どこにいるのだろう？

　チャイムが鳴る前に生徒玄関から遠目に見かけたが、彼女の姿は今ここにない。ともあれ難なんを逃のがれているならそれに越したことはないのだが……。

「お前ら忘れてんの？　八雲加奈子より断然クロなのは、さっき外にいた栗山だろ」

　淳が残した金属バットについた血をノートの切れ端はしに押しつけるようにして拭っていた檜ひ山やま徹てつ星せいが、淡たん々たんと口を挟んだ。ついで席から立ち上がると、窓ガラスに向かってバットを思い切り振り下ろす。

　右手を負傷しているとはいえ、武器を振りかざす徹星の姿は様になっている。しかし驚おどろくべきところは、窓ガラスに傷がひとつもできないことだった。

「あいつが全部仕組んだんだろ、これ。意味わかんねーことに窓も壊こわれねえし。この調子だと他の出入り口も開くかどうか怪しいぞ」

「仕組んだって栗山先生が？　こんな、酷ひどいことを？　でも……なんのために？」

「それを知ってたら俺も共犯者だろ」

　徹星は訊たずねてきた文彦に覇は気きのない声で答えると、地面にバットをカランと置いた。

　確かに。チャイムが鳴る直前に、担任の栗山がなぜか旧校舎の外から自分達を見つめているところを、クラス全員で目撃している。栗山が関係していることは……間違いない。

　ただ────。

「……栗山から、この旧校舎に集まれって伝言頼まれたのって誰なの？」

　藍作の裾から手を離した光が周囲に目を配った。みんなの表情が固く引き攣つる。

「私は、違う」「僕も」「教室の黒板に書いてあったから」「俺もちげーよ」「寧ね々ねもぉ」

　口々に声があがる。そんな中。

「……あの、今け朝さ先生に頼まれたのって俺だよ～」

　江え差さし歩あゆむが申し訳なさそうに太い腕を挙げた。

「鳥小屋に餌えさあげてこうと思って教職員用の駐車場を通ってたんだ。その時に先生に会って、頼まれたよ」

「……元げん凶きようは江差じゃん」

　歩の発言に真っ先に口を挟んだのは朱里だった。

「もしかして、江差も先生とつるんでるんじゃないの？」

「……霧立」

「最悪」

「霧立、やめろ」

　途と端たん、朱里が言葉尻荒く歩を詰なじった。藍作は声のトーンを低くして口を挟んだ。

　ファッションに関してはやや高たか飛び車しやな態度をとることもあるが、それ以外に関しての朱里は明るくて心の優しい少女の筈はずだ。

　なのになぜ今こんなにも歩を責め立てるのだろう？　彼女らしくない。

「言っておくけど、あたしもその場にいたからな」

　教室の隅。机の上に両足をのせた岩見沢与が言葉をねじ込ませたのはその時だった。

「歩は関係ないし、栗山ともグルじゃねえよ。そんな度ど胸きようない」

　彼氏の歩に疑ぎ心しん暗あん鬼きの眼差しを送るクラスメイト達。沢与はそんな彼らを、アイラインで黒く囲んだ鋭するどい目で一いつ蹴しゆうした。立て続けに「まー、そうだろうな」と、徹星も首しゆ肯こうする。

「歩が俺達のこと騙だますような動機がまずないだろ。……いや、本心ではあんのかもしんねえけど。そこんとこどうなんだよ歩。お前、俺達に恨うらみとか持ってんの？」

「な、ないよ～！　でもなんか……ごめん。俺が先生の言ったこと真まに受けたせいで」

「そこで謝あやまるな、面倒なことになるから。それに俺が逆の立場でもそうしたわ」

　徹星はそう言うが……はて、どうだろう？　と藍作は思った。

　徹星なら『旧校舎を使うとみんなにそう伝えてくれ』と言付けを頼まれてもスルーしたままで終わりそうだ。徹星は普段から教師の話に耳を傾かたむけない。そう考えると栗山は、最初から伝言を頼む生徒を厳選していたのかもしれない。……しかし、なんのために？

「赤平淳達四人は、どうなってしまったのだろうかね」

　ふと、気絶している東ひがし藻も琴こと音ねに寄り添っている郁美が呟いた。「どうなって」のところだけやけに、ハッキリと。

　郁美の言葉に教室内の生徒はさっと顔を俯うつむかせた。藍作もまた視線を落とす。……死んでしまったと正直なところ思う。けれど、ただ思うだけ。実感はわかない。悲しくはなるのに、すぐには信じきれない。今はただ、「死」という言葉が綿わた菓が子しのように軽いものに感じられた。

「……この学級日誌に沿そって考えると、またあの化け物達が襲おそってくるってことだよね」

「唯、急に変なこと言わないでよ」

「あ、ごめんね。でも、日誌にそう……」

　書いてあるよ……と、そのとき唯が掠かすれた声で光に言ったが、リップクリームを塗ぬり続ける光の耳にはもう届かない。やや、自や棄けになっているような塗り方だ。

「芽室、それって日誌に書いてある一回目の休みと、五回目の休みってところだろ？」

「うん」

　唯は自信なさそうに学級日誌を見つめた。

　小柄でおっとりとした性格だが、唯の我が慢まん強づよさは徹星から度たび々たび聞くので藍作もよく知っている。彼女は恐怖と不安で停滞しつつある現状を打開しようと必死だった。ただ、ジャージの袖そで口ぐちからちょこんと見える指先は、微かすかに震ふるえている。

「さっきは、一時間目の終わりのチャイムが鳴って騒さわぎが起こったんだよね？　で、二時間目のチャイムが鳴ったらいなくなった。じゃあ次に現れるかもしれないのは……五時間目の終わり」

「芽室唯の察する通り、おそらく、14時10分から14時20分の10分休みの間だろうね。その時間が来る前に私達は、私達の大好きな《伯爵狩り》を本校舎ではなく、この旧校舎でしなければいけないということだろう、君」

　郁美がシニカルに笑いながら唯の言葉を引き継いだ。ぱつん、と切り揃そろえられたおかっぱの毛先が揺ゆれる。

「携帯も通じない。窓も壊れない。確認しなればいけないが、おそらく檜山徹星の言う通り他の出口も塞ふさがってるのだろう。わかるかね？　おそらく私達は、現在進行形でここに閉じ込められている」

「それじゃあ俺達、寮りようにも学校にも家にも帰れないってこと～？」

「そんな……やだ、噓うそでしょ。だってここ、さっきのあの変な奴らがいるのに」

　歩が太い首に埋うもれた喉のど仏ぼとけを動かしていつもより少し速いテンポで喋る。続けて光が頭を抱かかえて啜すすり泣いた。

『閉じ込められた』

　郁美はそう言ったが、まだ校舎内をすべて見ていないのでなんとも言えない。けれど……安あん易いに、「そう決まったわけじゃないよ」とクラスメイトに声をかけることもできない。今や生徒達は、この理り不ふ尽じんな現状をこくこくと認めつつあった。

　なによりこうして噂の学級日誌が自分達の前に提示されたのだ。

　……やはり朝、文彦が悟さとった直感を信じるべきだったのだ。藍作は唇を嚙かんだ。

《伯爵様》の噂はよく聞いていた。もちろん半分迷信なのだとは思っていたが……ここで過ごしていくうちに、だんだんとそれは現実味のあるものに変わっていった。まるで空気感かん染せんするかのように、一人、また一人と《伯爵様》を崇すう拝はいし、信じていく。

　────そして今、そのウルトラレアな存在が自分達の前に現れた。

　ただ、思っていたのとはまるでかけ離れた舞台の上でだが。

「……で、寧々達は、これからどうすれば帰れるのぉ？　寧々、早く帰りたい」

　藍作を含めて各おの々おのが思いを馳はせていると、池いけ田だ寧々が起き抜けのような声をあげた。

　目の縁ふちに溜たまった涙をぐずぐずと細い指で拭いながら、頰ほおやら胸やら、必要以上にむにむにと唯に押し付けて恐怖を紛まぎらわしている。誰が見ても過か剰じようなスキンシップだった。

「寧々ちゃん大丈夫？」

「大丈夫じゃないよぉ。寧々怖い。もう嫌いやっ。なんなのあのキモいの。寧々、死んじゃう」

「いやー、さすが甘え上手じようずだね寧々ちゃん。俺が持ってるＰＣノベルゲームに出てくる、超ナイスバディなのに超幼ロ稚リな性格のナース、ミツコさんにそっくり。でも、弱がってる割には、さっきコンセントにコテのコード繫いでたよね」

　栄次は色素の薄い髪を耳にかけながら、視線で教室の片隅をさした。

　そこには26ミリのカールコテがガンガンに熱せられた状態でセットされている。

「あれは寧々の癖くせみたいなもんなんだもん。栄次うるさい」

「美人に怒られちゃったお」

「それに今朝はバタバタしてたから前髪しか巻けなかったしぃ。で、次の休み時間までに寧々達はどうすればいいの、藍作」

　唯を後ろ抱きしたまま寧々が問いかけた。連れん鎖さするように、琴音を除いたクラスメイトの視線が藍作にそそがれる。

　藍作は残ったメンバーをさり気なく見渡した。




　マイナスイオンが出ていると言われる恰かつ幅ぷくのいい癒いやし系、江差歩。

　ドイツ人と日本人の両親を持つ、類たぐい稀まれなる美少年だがゲームオタクの、清里栄次。

　下手をすれば女子よりも背が低いが、マジックと勘かんに優すぐれている、天塩文彦。

　クラスメイトと距離をおく気弱なカメラ少年、歌内宗介。

　援助交際の噂があり、今は江差歩と付き合っている、岩見沢与。

　吹すい奏そう楽がく部ぶに所属する小柄でおっとりとした性格の、芽室唯。

　黒髪ストレート。模も範はん的てきで、唯と寧々とよく行動している、釧望台光。

　学校一の可愛さと評判だが、今はショックで気絶している、東藻琴音。

　どこか大正時代の雰囲気を漂ただよわせ、常にカエルのマスコットを持ち歩く、浦河郁美。

　センスがよく、裁さい縫ほうが得意で学祭の衣装係も務める、霧立朱里。

　クラスで一番喧けん嘩かは強いが、今は右手に包帯を巻いて戦力が落ちている、檜山徹星。

　今教室に残ってるのは自分を含めて13名……だが。




「……とりあえずは出口を探すことと、万が一に備そなえてこのメンバーで《伯爵狩り》もした方がいいんじゃないか。それに……それに淳達のことも気になる」

「探すって《伯爵様》を？　でも、旧校舎のどこにいるかわかんないんじゃないのぉ。どんな姿してるとかだって。っていうか寧々、教室の外に出たくないんだけど」

「お、おおお俺も。それにさっ、さっきの変な化け物が、まだい、いたらどうするんだ」

「けれどね君達。日誌には、一時間目と五時間目の次の休み時間に来ると書いてあるよ？」

　寧々と宗介に続き、郁美が述べた。しかし生徒の表情から不安は消えない。当然だ。

　すると急に光が「血の、血の匂いがする……」と不安を助長させる言葉を吐はいた。

　クラス中の空気がピンと張り詰める。次になにか不ふ穏おんなワードが出れば誰かが叫び声を発するのでは？　と思える中、のろりと立ち上がったのは徹星だった。

「はいはい。じゃあ俺が先に校舎の中、軽く見て確認してくるわ。それでいいだろ」

「ちょ、ちょっと待って檜山君、それはダメだよ絶対ダメ。一人なんて危ない。私も行く」

「芽室は足遅いだろ。百メートル走のタイム、一時間だっけ？」

「じゅ、19秒だよ！　失礼だよ！」

「充分おせーわ。……いーよ、じゃあ栄次でも連れてく。それで文もん句くないだろ」

「えー、なんで俺なのさー。俺は根っからの文系タイプだし、運動神経ない上に足だって遅いよ。美少年みんなが運動神経抜ばつ群ぐんなんて、そんなの都市伝説だからね」

「知ってるよ。でもお前、一番暇ひまそうなんだもん」

　徹星は覇は気きのない声でとんでもない提案をしたあと、準備中に使っていたケレンハンマーをもう一度手に取った。

「……ごめん。無神経かもしれないけど、私、まだちょっと足がすくんじゃって無理かも」

「悪いが私も居残り組に志願させてもらうよ、君。琴音に付き添ってやりたい」

　少し間をおいてから、光がストレートの黒髪で表情を隠すようにそっと俯きながら言った。さらに、郁美が小さく手を挙げる。郁美に関しては元より《伯爵狩り》班にカウントしてはいない。なにせ琴音は、去年起きた事件から対人恐怖症になっている。

　目を覚ました時に、唯ゆい一いつの心の拠より所どころである郁美がいないとパニックになるだろう。

　藍作は何気なく自分の右側頭部に手をあてがった。正直なところ全員で探しに行きたいがこの心理状態だ。だがさらに収集がつかなくなっても困る。無理強じいはしたくない。

　自分達に悲しんでいる暇はなく、一刻も早く探さねばならないのだ。

　そうしなければ逆に……逆に……。

「じゃあ、池田と宗介と浦河と釧望台と……文彦は教室に待たい機きで。俺と芽室と歩と岩見、徹星と栄次と霧立の二手に分かれて探そう」

「え？　僕も教室に残るの？」

　藍作の提案に、ぱらららとトランプをリフルシャッフルしていた文彦が顔を上げた。

「さすがに男子はもう一人くらい教室に残したいしさ。それに文彦はうちの男子の中じゃ一番足、速いだろ。万が一教室でなにかあったら、俺達のこと呼びに来てほしい」

「……日高君はやっぱり僕のこと過大評価しすぎだよ」

「でもこのクラスで一番運動神経がいいのは文彦だよ」

　……それに今の文彦は殆ほとんど心ここにあらずの状況だった。無理もない、彼の意中の君である琴音が目を覚まさないのだ。連れていっても彼女のことが気がかりで、途中でドロップアウトするだろう。天塩文彦という少年はそういう性格だった。

　彼は彼女を、とても大切な女の子として扱っている。




「日高ってすごく冷たい奴だったんだね」




　その時、自分の体を支えるように机に手をついていた朱里が、声を震わせた。

「もっと優しい人かと思ってた」

「………霧立？」

「薄はく情じよう者もの」

　告げる朱里の瞳にはめ込まれたカラーコンタクトが12名の生徒を鋭く射抜く。

「……みんなもそうだよ、なにそんなに普通にしてんの。頭おかしいんじゃないの!?」

「なにそれむかつくぅ。寧々達のどこが普通だって言うの？」

「だってみんな、もう次に進もうとしてるじゃない。ねえ、わかってる？　ちづる達きっと……死んだんだよ。まどかも淳も青二も帰ってこないし。あんな……酷ひどい、むごいよ。嫌。みんな見てたでしょ。に、人間が！　昨日まで一緒に授業受けてたクラスメイトが死んだのに、どうしてもう次のこと考えられてんのよ！　は、《伯爵様》だって七城だけの噂でしょ。なんでそんなに簡単に信じるの、恥はずかしくないの!?」

　涙ぐむ朱里の声が、さらに勢いづいていく。

「それに、あたし達を閉じ込める意味がわからないじゃん。どうして２年４組なのよ、もっと他のクラスだってあるじゃん。３年３組とか、１年２組とか目立ってるじゃん」

「俺達のクラスだって目立つ方だと思うけどなー」

「栄次はうるさい黙だまってて」

「なぜだろう。みんな俺にだけ冷たい、そうそれは時に紋もん別べつの流りゆう氷ひようのように」

「栄次、本当に黙れ」

「正直すまんかったお」

「とにかくあたしは《伯爵様》とかそんなわけわかんないもの……信じないから」

　朱里は声を荒らげていたが、途中で瞼を閉じて深呼吸すると、俯いたまま教室を飛び出していった。バタバタと廊下から聞こえる足音から察するに、二つ隣の教室に駆け込んだらしい。遠くに逃げなかったのは恐怖心からだろう。

「なにあれぇ、感じわっる～」

　スカートの中の下着が見えるのに頓とん着ちやくないのか、寧々が机の脚を靴底で思い切り蹴けった。

「寧々、朱里のことオシャレで可か愛わいいから好きだったけどがっかり。ただのヒステリーブスじゃん」

「池田さん、言い過ぎだよ」

「ちっちゃい〝文彦ちゃん〟に怒おこられたって寧々、ぜんぜん怖くないもーん」

　寧々の態度にさすがの文彦も口を出す。けれど、自分より身長も体重もクラス内の〝地位〟も劣おとる文彦の言葉など、寧々の心には響かない。

「俺でよければ見てくるよ～。霧立さん一人じゃ危ないし」

　そこで、朱里に責められたばかりの歩が手を挙げた。徹星が口を曲げる。

「大丈夫かよ、歩。お前、霧立に嫌われてんじゃねえの？」

「じゃあ～、徹星が霧立さんのこと追いかけてくれる？」

「無理。俺この一年ちょいで霧立と喋ったの十回くらいだぞ」

「なら言わないでよ～。みんなバットだけ護身用に貸してね。藍作ごめん。こんな時に」

「いいよ。元々俺が追いかけようと思ってたし。むしろ俺も行こうか？」

「近いから大丈夫だよ～。それより本当に、ごめんね。霧立さんもね～混乱してるだけだと思うんだ」

「歩が謝ることじゃないし、霧立も悪くないってわかってるから大丈夫だよ」

「……ありがとう」

　歩はゆったりとしたテンポで喋ると、そのまま彼女である沢与の元に行き、なにか小声で呟いてから朱里のことを追いかけ、教室を出ていった。

　その丸い背は今、このクラスの誰も敵かなわないほど頼もしかった。
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「栄次、行くぞ」

　──江差歩が去ったあと、檜山徹星が清里栄次を連れて教室を出た。

　……きっと、日高君ばかりに背負わせまいと思ってるんだろうな。天塩文彦は徹星を見送りながら考えた。

　ぶっきらぼうで協調性のない同級生。よく寮を抜け出して町に下りているせいか、学年内での遅ち刻こく回数はダントツ。そのせいか、学ランの下にカッターシャツではなく、パジャマを着たまま登校してくることもある。そんな徹星が率先して動いたことが、文彦には少し意外で……そして、羨うらやましかった。

「どうしたの、文ふみ君」

「あ、ううん。なんでもない」

　文彦がぼうっとしていると、芽室唯が話しかけてきた。童どう顔がん気ぎ味みの唯は、机の上に置かれた赤い工具箱に手を伸ばしている。取り出したのは──カッターナイフ。

「カッターなら使い慣れてるから私でも護身用には持ってこいかな。日高君がね、教室を出る時はみんな、なにかしら武器になるものを持っていった方がいいって」

「……そっか」

　文彦は頷うなずきながらも、軽く目をそばめた。

　大道具を作るために持ってきた工具箱の用途が、この数時間で《護身》、《武器》に覆くつがえる。文彦にはそれが耐え難かった。

　三年前までサーカス団でナイフ投げをしていた自分が持つのはいい。けれどもクラスメイトは……唯は違う。こんな華きや奢しやな女の子が武器を持たないといけない状況になっていることが悲しく、そしてどこか申し訳ない。

　身長差がまるでないので、目線を上げずに唯に言う。

「ごめんね。僕、今朝七城の敷地に入ったとき、すごく嫌な予感がしたんだ」

「嫌な予感？」

「頭が痛くなって、胸ももやっとして。こういう時って大抵嫌なことが起こる前ぜん兆ちようなんだ。サーカス団にいた時も、いつもってわけじゃないけど誰かが事故に遭あいそうになる直前には気分が悪くなったし、涙がずっと流れて止まらなかったりもした」

　文彦は語りながら、去年亡なくなった同級生の『大おお麻あさ千ち晶あき』を秘めやかに追想した。

　彼女を最後に見かけた時も、とても嫌な予感がしたのだ。本当に、嫌な予感が。

「あのね文君。今起こってることはひとつも文君のせいじゃないよ。それに、私も朝学校に来た時、頭痛かったもん、同じ同じ」

「そうは……思うんだけどさ。なんかもやもやしちゃって。ダメだな僕」

「ダメじゃないよ。それに七城には《伯爵様》目当てで入学してくる子が本当に……多いから。吹すい奏そう楽がく部ぶの中にもね、《伯爵様》に会いたくて入ってきた子たくさんいるんだよ。私のクラリネットのパートでもね、１年生で小こ清し水みず君っていう男の子がいるんだけど、その子とかはよく休み時間に探してるし」

「……芽室さんもそれが理由で七城に来たの？」

「私は違うかなぁ。もちろん自分の願い事が叶うんだったら嬉しいよ。けど、こんなことになるってわかってたら」

　唯は似つかわしくないカッターナイフを眺ながめながら一人ごちた。

「……ううん。それでもやっぱり私は七城に来てたかな」




　それから。校舎内の軽い散策から戻ってきた徹星と栄次の「化け物は見かけなかった。鍵かぎも開かない」の裏付けによって、旧校舎内で《伯爵狩り》が決行された。

　いつの間にか時間は、午前11時を回っていた────。
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　江差歩と霧立朱里が《伯爵狩り》から外れたまま、二組に分かれて旧校舎の捜そう索さくを開始した。

　日高藍作と芽室唯と岩見沢与の三人は、スタート地点の教室から東回りに。

　檜山徹星と清里栄次も今度はしらみ潰つぶしに、教室から西回りに体育館を含めて探し始める。

　旧校舎内の教室や特別教室は本校舎と比べて少なかったが、形も大きさもわからないものを探すには困難だった。いっそ校舎ごと穿ほじくり返したくなってくる。

「やっぱり《伯爵様》って黒髪美少女ちっくな姿してんのかなー。徹星どう思うー？」

「どうでもいい」

　本格的な捜索を開始して数十分後。徹星と栄次は南西角の教室にいた。

　徹星は大きな欠伸あくびを嚙み殺しながら、気け怠だるげに机の中を覗のぞき込む。

　……こんなとこに隠れられてたら多分噴き出すだろう。

「栄次、そっちどうだった。なんか見つけたか」

「今はキラリちゃんとようやく家デートにこぎつけたところかな」

　栄次は黒板のチョーク箱を右手で開けつつ、左手で携帯ゲーム機の十字キーをポチポチ操作しながら徹星に答えた。

　ゲーム機のスピーカーから流れるカラフルなサウンドが薄暗い教室に響く。プラス、『私、男の子を部屋に呼ぶの……はじめてなの』と、羞しゆう恥ち心しんをスイートに孕んだ声優ボイス。

　……こいつ、本っ当、俺以上に図太いな。徹星はガシガシと頭を搔かいた。

「せめてイヤフォンしてやれ。あと、ちゃんと探せよ。藍作に怒られるぞ」

「その藍作にイヤフォン没ぼつ収しゆうされたんだもん、仕方ないっしょ。つうか心配しないでも俺はゲームしつつ真剣に探してるんですよ。明日の夜までには絶っ対に寮に帰らないといけないしね」

「明日なんかあんの？」

「毎週欠かさず見てる深夜アニメの放送日なんだよね。先週の予告によると明日は登場キャラ全員で海に行く水着回らしいからさ。録画はしてるけど、やっぱりああいうのはリアルタイムで観みたいし」

「………」

「俺はね徹星、二次元女子の水着とパンツを見るために生まれてきたんですよ」

「俺、お前のそういう期待を裏切らないとこ貴重だと思うわ」

「徹星は明日、用事入ってないの？」

　栄次に話をふられ、徹星は「あー……」と唸うなって頭を搔いた。

　こんな非常時に、と思うけれど。

「明日じゃねえけど、学祭ある日に弟が東京から遊びに来るって言ってた」

「弟？」

　栄次が目を大きく見開く。徹星は五本指をぴーんと広げるようにして手をかざした。

「俺、六人きょうだいの次男」

「えー！　えー！　なんかの間違いじゃないのそれ。徹星の下に四人も妹とか弟いんの？　うわ、信じられない。徹星そんなふぬけてんのにちゃんと〝お兄ちゃん〟できてんの？」

「知らねーよそんなの。下の奴らに聞かねえとわかんないだろ」

　言いながら徹星は、教室の隅に置かれた掃除用具入れを乱暴に開けた。中には箒ほうきが三本と錆さびたバケツが入ってる。バケツは元の教室にもあったが、箒はなかった筈だ。使えるかもしれないので、最後にもう一度寄った方がよさそうだ。

　その後ここにはいないと判断すると、徹星は栄次と共に生徒玄関に場所をうつした。

　汚よごれた窓ガラスのずっと向こうには、クリームイエローの本校舎が見える。

　あの中に、自分達をここに放った栗山がいると思うと腸はらわたが煮にえくり返りそうだった。

　……栗山に限らず七城のおとな達は、《伯爵様》に会ったことがあるのだろうか？

　そもそもこの校舎の中にいるのかさえ徹星には、疑問に思える。

「思ったんだけどさー。俺達って相当〝七城〟に毒されてるよね」

　栄次に声をかけられて、徹星は本校舎から視線を外した。

　栄次は下げ駄た箱ばこの横に軽くしゃがみ込んで、「ひとつ、ふたつ」と外そと履ばきをカウントしていた。極きよく端たんに薄い色の栄次の瞳が、まるで自分のこころの中を見み透すかしてくるように一度だけ徹星の方を向いた。恐ろしいほど、澄すんだ色だった。

「だってさ、普通あんな学級日誌見せられても半はん信しん半はん疑ぎか、絶対に信じないかの二択じゃない？　日誌に書いてあることも普通は全部、すぐには鵜う吞のみにできないじゃん？　でも、《伯爵様》が関わってるってわかった途端にさ、みんな憑つき物が落ちたみたいに、肩の力抜けて………納得したよね。《伯爵様》が関わってるならそれを信じます、従いますってさ」

「さぁ、俺ぼうっとしてたからわかんねー」

「徹星は危機感ないよねー。もっと空気読んだ方がいいよ」

「お前にだけは本っ当に言われたくない」

「とりあえずそれでさ、俺って七城の中でも、《伯爵様非存在サイド》にいたつもりだったんだけど、《崇拝サイド》に気がついたらしっかり入会してたんだなと思ったら、なんかなぁって」

「《崇拝サイド》？　なんだそれ」

　やや物騒な単語に、徹星は眉を逆立てた。栄次は飄ひよう々ひようとカウントを続ける。

「《伯爵様》の存在をこころから信じてる生徒達のこと。昔はこんな呼び方なかったみたいだけど、ここ数年で七城ってちょっと物騒な事件よく起こってるでしょ。学級崩ほう壊かいに成績不振。部活内問題。亡くなった千晶ちゃんだけじゃなくて、１年生の中には陰いん湿しつなイジメが起こって一人が不登校に追い込まれてる。去年は……淳達のいた野球部も暴力事件が多かったって聞くし。他にも生徒の事故に、今年の春先は自殺者も出たよね」

　滔とう々とうと栄次の口から並べられる事件の数々。確かに、改めてみると予想以上に酷い。

　それも時間が経つ毎ごとに不幸レベルが大きくなっている。

「それで、そういう造語ができたみたい。俺のいる漫まん研けんの何代か前の先せん輩ぱいは、そんな言葉なかったって言ってたから。だからさ、俺もこんな状況ちっとも望んでなかったけど……本当はこの二年間のどこかで《伯爵様》に会えたらいいなって思ってたのかもしれないなって。……ああ、心配しなくても徹星は《伯爵様》の仕し業わざってわかった時も仏ぶつ頂ちよう面づらのままだったよ？　光ちゃんびびって『怖っ』って言ってたもん」

「……いーの。俺は女子から嫌われてんの」

「苦手に思われてるだけだよ。徹星、顔は悪くないのに雰囲気、超最悪だから」

「うっせー」

「あはは怒った。全然怖くないけど。……だからさ」

　栄次が続ける。

「朱里ちゃんがああやって今の状況を真正面から否定してくれて助かった。調和を乱みだされたことはまず抜きにしてだけど。あれで、ちょっと目覚めたんだよね俺。多分他にも何人かいるんじゃないかな、全て鵜吞みにしないよう注意しようって思った人。あと──『最後の一人になる状況は絶対に作らない』って、思った人も」

「ああ、それな」

　徹星は生徒玄関の取っ手を摑み、力まかせにガチャガチャとひねりながら答えた。

　栄次と軽く散策した時にも試したことだが鍵が開く様子はない。

「最後の一人になれば願いが叶うだとかナントカ、そんなようなこと書いてあったな」

「さっきの藍作さ。それについてみんなに深く考えてほしくないから、敢あえてその話題を避さけてたフシあるよね。でも嫌だなー。俺、生徒同士で殺し合うデスゲームみたいな展開になったら絶対勝てないよ。箸はしより重いもの持てないもん」

「お前が今持ってるゲーム機はなんグラムなわけ？　つうかこのメンツなら……そっち系の展開は避けて通れるだろ。池田とか霧立とかは我が強いけど、あとは別にって感じだろ。……まぁ、お前らが怖がってる八雲加奈子もいないし」

「そうかな」

　無ぶ愛あい想そうな栄次の反応に、徹星はドアから手を離した。ミステリアスな雰囲気を醸かもし出しながら栄次が視線を送ってくる──が、制服のポケットから魔法少女のストラップがはみ出していることが全てを無む駄だにしていた。

「俺達、腐くさっても思春期青春ボーイズ＆ガールズだよ。誰がどれだけ重たい悩みや願いや、問題を裏で抱かかえてるかなんて誰にもわからないし。少なくとも俺は小、中と朱里ちゃんと歩と一緒だけど、あの二人がどうして仲悪くなったかも知らない。つまりはそういうこと」

「……あいつら、元は仲良かったのか？」

「あ、そっか。徹星は高校からこっちに来たから知らないんだ。あの二人、中２の途中まではよく一緒にいたんだよ。だから歩が沢与ちゃんと付き合った時、不思議だった。俺、歩は朱里ちゃんと結婚まで行くんだろうなって思ってたから」

　栄次は小さく膝ひざを抱えたまま、外履きをもう一度はじめからカウントしつつ言った。

「昔はあんなに仲良かったのに、どこでその関係が壊れちゃったんだろう」

　それを聞いて──徹星の頭に浮かんだのは、クラスメイトの東藻琴音だった。

　彼女は最初こそ華はなやかに笑っていた。けれど、その桁けた外はずれの可愛さが嫉しつ妬とを買ったのか、１年の終わり頃から学年で権力を持つ女子から無視されるようになった。真しん摯しに取り組んでいたバレー部も辞やめたと聞く。無論、徹星は一枚たりとも買っていないが、男子の中で琴音の卑ひ猥わいな写真が出回ったこともある。なまじ美少女なだけに、被害は悪い方向へ一気に拡大した。撮ったのは十じゆつ中ちゆう八はつ九く、七城の生徒だろうが犯人はまだ見つかっていない。

　それからというもの琴音は極力人と関わらず笑顔を殺し、自分を『透とう明めい人間』にして学校生活を送っている。

　人間関係はなにがきっかけで壊れるかわからない。

　とくに今、疑心暗鬼の坩堝にはまりかけているこの状況なら尚さらだ……。

「あーくそ。やっぱり」

　その時、しゃがみ込んでいた栄次が忌いま々いましげに呟いた。

「なにか見つけたのか？」

「あのさ。徹星って数字数えるの得意かな？」

「藍作もだけど、お前も俺のこと相当バカにしてんのな」

「怒んないでよ。念のためだって」

　七城には指定の外靴がないため、生徒は自分の好きな靴を履いて登校できる。

　栄次は下駄箱の中────スターマークが特徴のハイカットや、茶色く磨みがかれたローファー、撥はつ水すい加工の施ほどこされたスウェード生地。踵かかとがぺしゃんこの泥どろだらけのスニーカー……それらをじっと見つめながら徹星に告げた。

「足りないんだよね」

「栄次の頭のネジが？」

「違うよ。だからさ、加奈子ちゃんを除いて旧校舎には最初、17人の生徒がいたよね。でも外履きの数を数えたら、16人分の靴しか残ってないんだよ」
















　栄次は隣にいる徹星に視線を向けて、軽く息を吞んだ。

「クラスメイト一人分の靴が、足りない」
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　岩見沢与は、日高藍作と芽室唯の三人で旧校舎の東にある化学実験室の中にいた。

　今はもう使われていない薬品棚の中や、劣れつ化かしたカーテン裏などを探している藍作と唯をそれとなく見守りながら、沢与は工具箱から拝はい借しやくした自在レンチを片手に、圏けん外がいになったままの携帯で時間を確認した。

　──12時44分。化け物が襲ってくるまで二時間を切った。……最悪だ。

　沢与は黒のジェルアイライナーで綺麗な二重を消し潰すように囲んだ瞼を伏せると、懐ふところに忍ばせていたロケットペンダントを取り出した。

　中に入れた写真には、太った男子が笑顔で写っていた。

　……歩はやっぱり、笑顔が似合う。

「ねえ日高君、私……探したいものがあるから先に保健室に行っててもいいかな？」

「探しもの？　…………ああ、いいよ。でも危ないから岩見と一緒に行ってもらえる？　それか、先に戻る？」

「ううん、大丈夫。具合悪いってほどじゃないから。それに、なにかあったら大声出すし」

　藍作と唯の会話が聞こえて、沢与はロケットペンダントを懐にそっとしまった。そしてアクセサリーをじゃらつかせた手で、教室を出ようとする唯の肩を摑む。

「芽室、一人じゃ危ないだろ。邪じや魔まじゃないなら、あたしもついていってやるけど」

「ありがとう沢与ちゃん。でも……大丈夫。ちょっとね、探しものがあって」

　唯が恥ずかしそうに俯く。それで沢与も「ああ」と納得した。

　異性である日高の方が余程女子の立場を考えている。

　というか向こうはさり気なさが身につきすぎて、同じ高校生とは思えない。

「痛み止めくらいならあたしも持ってる。必要になったら言えよ」

「ありがとう。でも念のためだから念のため。こんな時に嫌だけどもう少しで来そうで……」

　唯は申し訳なさそうに〝念のため〟を二回繰り返してから、二つ隣の保健室にパタパタと走っていった。もしかしたら沢与に『こんな時に面倒な』と、怒られると思ったのかもしれない。沢与はレンチで自分の肩を叩たたいた。

　やっぱり自分には〝さり気ない気遣い〟が向いてないようだ。

「岩見、大丈夫？」

「あ？」

「いや、疲れてそうだからさ。歩のこと気になるよな、そりゃあ」

　どうやら藍作は、自分のような〝外れ者〟にさえ手を差し伸べてくるらしい。沢与は化学室の黒天板のテーブルの下を覗きながら首を振る。

「大丈夫だよ。それより日高、そんなに周りに気遣っていたら疲れるだろ？」

「疲れる？　あんまり考えたことないけど……。ああ、でも今はさすがに参ってたりはするけど、それは全員同じだろうし」

「それでもお前、霧立に名指しで責められてただろ」

　あれだけの同級生の前で真っ先に名指しで非難されるということがどれだけ辛いか、沢与はよく知っている。

　一対一で「お前が悪い」と言われるのと、複数の前で「お前が悪い」と言われるのでは、傷つき方がまるで違う。

　中学の頃、沢与はそれを身をもって経験している。そして自分は、後者だった。

「でも、あれだけ叫べるってことは、まだエネルギーが残ってるってことだから安心したよ。それに女子は只ただでさえこういう状況に弱いんだろうなってなんとなくわかるし」

　藍作は目に落ちかかった前髪を払いながら会話を続けた。多分これも、彼なりの〝気遣い〟だ。不安で寂さびしい時ほど、誰かと会話を交わしたくなる。沢与も例外ではない。

「女子って同性同士で長く同じ空間にいるのって苦手だろ。気を許ゆるしてない相手なら尚さらそれが強くなる。今は異性が何人か交じってるからいいけど、もしこの《伯爵狩り》がうちのクラスの女子だけで行われてたらって思ったらさ。岩見、ぞっとしないか？」

「女子だけ？」

「そう、全員女子で旧校舎に閉じ込められる。男子はいない」

　見落とした場所がないか、ぐるりと一周したがここにはなにもないと判断したらしい。「外れだったみたいだから、隣の教室に移ろうか……家庭科室だっけ、確か」と藍作に問われた沢与は首肯して、薄暗い廊下に出た。

　その間、頭の中で２年４組の女生徒の姿をざっと思い浮かべてみる。

　そうして、日誌に書かれていたという言葉─────。




《もしもわたしを探せないのなら、どうか、ひとりになってください》




　その意味を嚙み砕くだけないほど沢与も、そして２年４組の生徒全員もバカではない。

　けれど────最後の一人になってまで叶えたい願いなんて、たかが17歳のこども達にあるのだろうか？

　まだガキなのに？　社会の荒波に揉まれたこともない、生意気盛りの自分達が？

「……さっきの続きだけど、女子陣のことを信用してないってわけじゃないからね、俺」

　沢与の後ろを歩いていた藍作が声をかけた。沢与は低い声で反応する。

「んなこたぁ、あたしにだってわかってるよ。でもよくわかるな。お前男なのに」

「上に姉貴が三人いるからなんとなくわかるんだ。姉ちゃん達も三人揃ってリビングにいると、ギスギスした雰囲気になる時あってさ。でもそこに俺がふらっと交じったら、少し和やわらぐんだよね。俺、親からは『ストッパー』って呼ばれてる。だから、さっき決めたんだ。俺はここを出るまでは絶対にもう狼狽うろたえない。日誌を貰もらってわかったよ。無事に出るにはクラスの中で一人、絶対的に冷静なストッパー役が必要だって」

「日高、その口ぶりだと女子が全員問題児みたいに聞こえる」

「ごめん訂てい正せい。女子だけじゃなくて、男子もみんな問題児だった」

　藍作は一ひと重え瞼を三み日か月づきの形にして微笑ほほえんだ。

　藍作の目元から漂うどこかユニセックスな雰囲気が、沢与の警けい戒かい心しんを溶とかしていく。

　そこからは、藍作が沢与に対してなんの敵意も抱いだいていないことが見てとれた。

『自分は相手に線引きしません。境界線も作りませんし、跳はね除のけません。なのでどうぞ、俺のスペースに入ってきてもかまいません』

　──入学当初から、外れ者の檜山や自分、あの八雲加奈子などを含めたクラス全員を随分大切にしている男だとは思ったが、この状況になってもその信念が崩くずれないのは凄すごい。

　自分なら……人に責められたらすぐに、相手を嫌いになる。

「姉貴のこと、〝姉ちゃん〟って呼んでんだ」

　試しに茶化してみると、藍作はなんの恥じらいもなしに「姉ちゃんって呼ばないと三人共一斉に怒ってくるからさ。すっごい地獄だよ、あれまさに般はん若にや」と笑った。

　つられた沢与も唇の端をあげて笑おう──として。




　しかしそれは、家庭科室の戸に手をかけたところで止まった。




「ドア開けないのか、岩見」

　異変に気がついた藍作が沢与の肩からひょいっと中を覗いた。

　そうして「……噓だろ」と藍作もまた、目を大きく見開いた。

　ドアについている小窓からは家庭科室の様子が窺うかがえる。

　コンロ付きの調理台が四つ。前には黒板。壁際の棚は化学室と同じく空からっぽだが、おそらくこの旧校舎が〝正常に機能〟していた時は、鍋なべやボウルが重ねられていたのだろう。

　そんな家庭科室の中にいたのは数時間前、自分達のクラスメイトを連れ去っていった──あの奇妙な化け物達だった。

　ざっと十数体のそれらは教室の片隅に密集して、這はいつくばるような体勢で頭をもぞもぞと動かしていた。

　なにをしているのかここからだと確認できないが、どれもやはり、棒のように細く折れそうな首に、大きな頭部をグラグラさせながらのせている。底なし沼のようにどっぷりと暗い目玉は、それぞれ顔の変な位置に突とつ貫かん作業並みの雑さで配置されていて、全てがアンバランス。その不具合さ、気持ち悪さ。

　けれどどうして……なぜ家庭科室にいるのだろう？　沢与は身動きがとれぬまま嘆なげいた。

　──日誌。そう、学級日誌には一時間目と五時間目が終わった後の10分間。その時間帯にだけ現れると書いてあった筈なのに……あれは、噓だったのだろうか。

　その時、自分達に背を向けていた化け物の一体がこちらに気づき、ぐるりと沢与を振り返った。

　沢与はひっと息を吞んだが、彼らが家庭科室から出てくる気配はない。

　それどころか化け物は、やたら薄い唇の前で人差し指を立てた。

『し　ず　か　に　し　ろ』

　そう、訴うつたえられた気がして沢与は顔を背そむけた。

　……気のせいだ。気のせいに違いない。服の上からペンダントを握にぎりしめ視線を教室の前方に向ける。と、黒板に書かれた白い文字が見えた。




《じゅぎょう中と、きまった休みじかんいがいはどこにもいけない》




　それはどこかで見たことのある字体だった。どこかで……そう。こどもがおとなの綺麗な字を真ま似ねて書いたような、やけに〝ハネ〟や〝トメ〟を意識した文字。

　そうそれは、黒板に書かれた文字は、《学級日誌》に綴つづられた字体とそっくりだった。

　沢与はあることを思いついてもう一度時間を確認する。……13時23分。

　学校の時間割に照らし合わせると、今は五時間目の授業中に当たる。

「あいつら……もしかして指定された時間以外は外に出れねえのか」

　彼らの正体は未いまだわからない。けれどおそらく、《伯爵様》から指定されたことには絶対服従なのだろう。その証しよう拠こに沢与に気がついても誰も襲ってこない。

　皮肉にも化け物のライフスタイルを理解していると、後ろにいた藍作に「岩見」と名前を呼ばれた。口が渇かわいているのか、声に潤いがない。「岩見」ともう一度、呼ばれる。

「なんだよ日高。つうかあれ、あの黒板の見たか……」

「あれ、うちの生徒じゃないか」

　藍作の視線が化け物の群むれに伸びる。そこでようやく沢与も気がついた。

　化け物が群がるその隙すき間まから見える、血で濡ぬれた七城高校のスカート。

　そこから伸びる筋肉質な脚あしの肉は大半が抉えぐりとられ、白い骨がちらりと見える。

　化け物の側に、陸上部のチームジャージが落ちていた。

　沢与はゆっくりと唇を開く。

「……東雲」

　東雲まどか。

　中学の頃から県大会で何度も新記録を弾はじき出している短距離走の選手。

　美しい顔立ちと立ち居振る舞いから滲にじみ出す聡そう明めいさは、とりわけ下級生女子から恋れん慕ぼともつかぬ情をよく抱かれ、下駄箱にラブレターが入っていることは日常茶さ飯はん事じだった。

　一度、沢与はその現場に遭そう遇ぐうしたことがある。その時彼女は、「喜んでいいのか悩むわ」と言いながらも、少女達の思いが詰まった手紙を捨てることはしなかった。

　てっきり『ぎゃっ』という悲鳴が聞こえた時に、彼女の灯ともし火びも潰ついえたかと思っていた。

　けれどそれは勘かん違ちがいだった。……間違いだったのだ！

　沢与は家庭科室の床に残されたメッセージを見てそれを、知ってしまった。




　足はおねがい　たべないで




　赤い血文字で床に残された11文字。

　それは陸上部の期待選手である、まどかが残したものに違いなかった。

　彼女は青二のように生きたまま連れていかれ、意識のあるまま化け物に食われ、痛みを感じながらも、どうか自分の自じ慢まんの脚だけは見み逃のがしてほしいと最後まで懇こん願がんしたのだ。よく見ればその他にも、七城高校の男女の制服があちこちに投げ捨てられてある。

　沢与の頭の中に、野球部の淳と青二。そして今朝、沢与の態度が悪いにもかかわらず、無む邪じや気きに挨あい拶さつをしてきたちづるの顔が浮かんだ。

「……くそ！」

「無理だよ、さっきから俺がやってる」

　沢与が戸をこじ開けようと手を伸ばすと、既すでに藍作が戸の引き手に手をかけていた。

「でも、日高！」

「わかってるよ俺も。退どいて」

　藍作は沢与を軽く押しのけると、レンズ越しの目に悔くやしさを滲ませながらガチャガチャと戸を揺さぶった。開かないとわかって沢与からレンチを借かりると、ドア目掛けて思い切り振り下ろした。だが、中にいる化け物が襲ってくる気配はないし、やはり戸も壊れない。

　その間にも化け物は、まどかの脚をむしゃむしゃと食べていく。彼女が死んでいることは明らかだった。けれどこれじゃあ、あんまりだ。沢与は歯を食いしばった。

「中に入れねえのかよ」

「……無理だ、開かない。それに入っても殺されるだけだよ。あれだけの数がいるなら」

「けどもしかしたらまだ……幾千世とか、赤平と渡島がどこかにいるかもしんねえだろ」

「もう、生きてないよ」

「………テメエ、よくそんなこと言えたな」

　沢与は藍作の胸ぐらを強く摑んだ。自分でも、どうしてこんなにムキになっているかわからない。中に乗り込んだところで結果は見えている。自分だって食われる。きっとそうに決まってる。でも、あれはない。あれは嫌だ。絶対に嫌だ。

　あんな最さい期ごは、かわいそうだ。

「仲良かったんじゃねえのかよ、とくに赤平と東雲とはよく喋ってただろ！」

「仲良かったよ。淳とはよく放課後に遊びもした」

「じゃあ！」

　声に血を滲ませるように叫んで、沢与はハッとした。つい数分前、藍作は自分になんと言っただろうか？　この殺さつ伐ばつとした状況の中で、決して弱音を吐かず、泣かず、クラスメイト全員に気を遣っている。この十七歳の年とし端はもいかぬ少年は自分になんと言っただろう。




『絶対的に冷静な、ストッパー役が必要だって』




　──そうだ。確かにそう言った。

「……悪い」

　沢与は藍作の学ランからずるりと自分の腕を下ろした。

　教室で叫んだ朱里の気持ちが今痛いほどわかる。本当に、よく理解できた。

「叫んだらすっきりしただろ、岩見」

　藍作がケホッと小さく咳せき込んだ。学ランのボタンがひとつ外れていたが、気にする素振りもなく続ける。

「俺のこと冷たい奴って思ってもいいよ。でもこの中見た上で、それでも岩見があの変な奴らの中に飛び込んでいくのは絶対許せないし、そんなことされたら俺、歩に申し訳が立たない」

「………ああ」

　沢与は俯きながらポケットに手を入れた。出てきそうになる涙をぐっと堪こらえて、ちらりと横目で家庭科室の中を見る。破れた七城のセーラー服と下着が、血の海に沈しずんでいた。

「………悪かった。少し、少しだけ動どう揺ようした」

「大丈夫。俺も我慢してるだけで本当はかなり動揺してる」

　そうは見えない。そう、伝えようと思ったけれど、これ以上なにか言葉を発するとボロが出そうだ。沢与は舌先で唇のピアスを舐なめてやり過ごす。

　──藍作の指の震えが止まったのも、ちょうどそんな時だった。

「話、ちょっと変わるんだけどさ」

　あくまで事務的な口調で藍作が言う。沢与は無言で頷いた。

「今家庭科室にいる化け物のどれかが《伯爵様》だったりしないのかな」

「あの中の、どれかが……？」

　なんて恐しいことを言う奴だ。沢与は驚きで目を丸くした。今、まどかを食べている内のどれかが《伯爵様》だなんて……けれど〝絶対にない〟とは言い切れない。

　藍作は、部活中の突き指のしすぎでほんの少し変形した指で家庭科室を指した。

「あの黒板に書いてあること、あれをもし信用していいって言うなら、授業の時間帯と、指定された休み時間以外はあいつら、外に出てこれないってことで合ってんのかな。何体か俺達に気づいてるみたいだけど、教室から出てこないし」

「……もう一回試ためしてみる」

「え？」

　藍作が言い終わった途端、沢与はレンチの柄えを両腕で強く握りしめながら、先の藍作と同じように教室の戸目掛けて振りかぶった。回数多く、二度三度四度。

　激しい音に、中にいた化け物達が一斉にこちらを向いた……が、どれ一体として廊下に出てこない。

　沢与はほんの少しスカッとした気分で、口の端をあげた。

「これでわかっただろ。多分、黒板に書いてあることは合ってる」

「そうだけどさ。岩見になにかあったら本当に歩に申し訳立たなくなるから、あんまり無茶しないでほしい。歩に怒られたら俺、普通に引きずる自信あるし」

「あのデブはそう簡単に怒んねえよ」

「彼女にそれだけ信頼されてんなら、歩も喜ぶだろうな」

　藍作は軽く微笑んで、ややひるんでいる沢与の肩をポンと叩いた。

「この黒板に書かれてること、一応教室組に教えてこようか。ほら、学級日誌の一番後ろのページに一週間の時間割が書かれてただろ？　もしかしたらコイツらってその時間割通りに行動してるのかもしれないし」

　藍作は自分の携帯電話を取り出して画像フォルダを開くと、一枚の写真を沢与に見せる。それは、学級日誌に書かれてあった一週間の時間割を写した写真だった。

「ほらこれ。今日って水曜日だろ。で、水曜日の今……五時間目に割り当てられてる授業は家庭科なんだよ。それでいくと今後もし《伯爵狩り》が続くなら、時間帯によって避けた方がいい教室も出てくる。考えて、行動していかないと」

「それより日高、よく写メなんか撮ってたな」

「俺、ここ出たら職員室に特攻かける予定だから。その時に証しよう拠こっぽいものはあった方がいいと思って。それに岩見、こんなことがあったってことを差し引いても朝から顔色が悪いよ。ずっと気になってたんだ」

「………ああ」

　確かに今朝は、学校に来た時からなぜか調子が悪かった。

「けど。まだ他に探す教室が残ってるじゃねえか」

「いいや、こんなところ見ちゃったらもう長くいれないよ。芽室のこと迎えに行ってから出直そう」

「……いや。あたしは残る。まだ探す」

　沢与はカラー剤でキシキシになった髪の下からこめかみを押さえつつ、家庭科室の小窓から中を眺めた。次に奴らが襲ってくるまでの時間は残り少ない。早く見つけて脱出しなければ、過去に自分を救ってくれた大事な人までも、餌え食じきになってしまうかもしれない。

　……歩を死なせるわけにはいかない。絶対に、なにがなんでも。

「……わかった、じゃあ俺が残るよ。俺は別に体調悪くないし。それに、西回りの方って徹星と栄次の二人だろ？　アイツら絶対俺達みたいに几き帳ちよう面めんに探してないから、先に終わらせてこっちに合流してくるだろうし。人数的には問題ないから」

「ばか野や郎ろう。そのあとこっちに問題が起きたら、あたしの寝覚めが悪いじゃねえか。家庭科室から、アイツらが出てこないって保証もねえし」

「それで問題が起きたらそれはそれで新しい情報の更新ってことでさ。それに霧立のこと歩だけにまかせちゃっただろ。それも気になってるんだ俺」

　藍作はそう言うと、まるで剽軽者がするように顔の前で、「頼むよ」と軽く手刀を立てた。だが普段からし慣れてないのだろう、その仕草はぎこちない。

　そんな藍作の無理を重ねた気遣いを見て──「……わかったよ。けど、絶対二人と合流しろよ」と沢与は強こわ張ばっていた肩の力をふっと抜いた。

「でも今はいいとしてアイツら、授業が終わったあとの教室移動は廊下に出てくるんじゃねえの？」

　沢与は家庭科室の中をもう一度覗いた。化け物達は食事を終えて満腹になったのか、椅子に座って足をぶらぶらさせている。

「指定の休み時間と授業中はでないでって黒板に書いてあるから、その言葉通りにするなら移動教室の時も、コイツらは廊下に出れないんじゃないか？　それに、俺達がこうやって探してる間、廊下で見かけることもなかったろ？」

「じゃあどうやって教室から教室に移動してんだよ」

「それは確かめてみないとわかんないけど。機会があったら見張ってみるよ。今は《伯爵様》を探すことに集中したいし」

　藍作がそう説明している間に、家庭科室の隣の保健室から唯が姿を現した。

　クラスメイトの残ざん骸がいを直に見たことで未だ激しい動悸に悩まされている沢与とは違い、「遅かったね芽室。なにかあった？」と、喋る藍作の声こわ音ねは穏おだやかだ。

　合流した唯は、小さな頭を軽く振った。

「ううん。ちょっとごちゃごちゃしてて。……あ、でもちゃんと中は探したの。でもやっぱり《伯爵様》っぽい？　って言うのかな、そういう目ぼしいものはなかったよ。薬品棚も空っぽで。ベッドは二台あったけどマットレスしか置いてなかった。そっちはどうだった？」

「こっちも同じ。徹星達の方でなにか見つかってるといいんだけどな。……あと芽室、ちょっと話があるんだけど」

「なに？」

　藍作が唯を家庭科室から遠ざけつつ、なるべく表現を濁にごして説明しようとしている。

　その間、沢与は「ふぅ」と息をついた。普段からクラスの人間と話す機会は極端に少なかったから、少し疲れてしまった。集団行動というのは中々ストレスが溜まる。正直、数分でいいから一人きりになる時間がほしい。

「大丈夫だよ、私も日高君と一緒にここに残るよ」

　──なので、説明を聞き終えた唯が反発するように藍作にそう宣言したのは正直なところ有り難かった。小さな体たい軀くのどこにそんな勇気が詰め込まれているのか知らないが、唯は藍作がいくら「芽室は戻りな」と言っても「私も行くよ」ときかない。

　繰り返される言葉の応おう酬しゆう。その最中、沢与は軽く手を挙げた。

「……じゃあ、悪いけどあたしは先に教室に戻ってる。ついてこなくていいから」

　実のところ、歩と朱里のことが気がかりなのも事実だった。朱里は歩を嫌っているし、歩はというと……あののほほんとした性格だ。一方的に責められているかもしれない。

「岩見。一人は危ないから俺もついていくって」

「いらねえよ。その代わり教室組には説明しておくから……芽室は？　本当に残るの？」

「うん。だって早く帰りたいもん、私」

「……そうだよな」

　沢与はパール感の強いグロスで艶つやめく唇の端をあげて、意思の強い唯の肩を叩いた。唯は一瞬きょとんとした表情を浮かべたが、すぐに締まりなく笑った。そのまま背伸びをして、沢与のピアスが盛られた耳元にこそっと顔を近づけると、

「大丈夫。日高君が無理しないように私が見張っておくから。だから沢与ちゃんは、歩くんのところに行ってあげて」

　小声でそう告げると、藍作が文句を言わないうちにとその背をぐいぐい押し始めた。

　沢与はそんな二人の背を見送りながらも、自分が中学生だった頃を振り返る。

　あの辛い中学校生活。何度なかったことにしたいと願ったことだろう？

　──唯の優しさは少し、恋人である歩の持っているものと似ていた。
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「沢与ちゃん、歩君と朱里ちゃんのことやっぱり気になってたんだよね」

　日高藍作の背を押しつつも、教室に去っていく岩見沢与の後ろ姿を見送りながら、芽室唯はぽつりと疑問をこぼした。けれど前から反応はない。小さい頭を覗かせて見上げると、珍めずらしく藍作の表情は暗あん澹たんと沈しずんでいた。

　今まで見たことのないクラスメイトの表情。それはまるで掠かすれたボールペンでガサガサと書き殴ったような雑さが滲み、ほんのりと暴力的だった。

「……日高君、大丈夫？」

「……ああ。ごめん、ちょっとぼうっとしてた。芽室は本当に戻らなくていいの？　大丈夫？　俺、戻っても怒ったりしないよ」

　藍作はどこか悄しよう悄しようとしながら学ランの中に着ているＹシャツのボタンをひとつ外した。制服の一部を着崩しても優等生らしさが損そこなわれないのはさすがだ。

「私は……」

　唯は一度、保健室へと瞳を……流した。

「私は、大丈夫」

「そっか……。芽室はまだ大丈夫なんだ」

「まだってことは……沢与ちゃん泣いてたの？」

「大丈夫、泣いてはないよ。ていうか同級生の前では死んでも泣かないだろうな。ただ、平気そうに見えたんだけどやっぱり岩見もこの状況に参まいってるみたいだなって。教室で休ませてあげた方がよかったんだ。失敗した」

　藍作は保健室の隣にある美術室へと入りながら唯に告げた。

　薄く黄ばんだカーテンがタッセルでまとめられ、行ぎよう儀ぎよく窓の端に寄せられている。木製のイーゼルが十台ほど、教室の一箇所に固めて置いてあった。

　手始めにとでもいうように藍作が窓の鍵に手を伸ばしていたが、美術室も他と変わらず鍵が開かない。──藍作は、ふと考える。

　二つ隣の家庭科室にはまだ化け物達がいるのだと思うと、全身の皮ひ膚ふが粟あわ立だつのを抑えきれなかった。家庭科室から出てこないとは思う……いや、そう、信じるしかない。『次』の時間まではもう残り少ない。

　それに《学級日誌》を受け取った今、旧校舎に長く滞在するのは忌き避ひしたかった。

　そうして考えると同時に────白と黒の鯨幕を再び思い浮かべた。

　幕の下から健康的な女子の両脚が覗いている。履いているシューズは陸上部の御ご用よう達たし。瞬間、その小麦色のふくらはぎにピシャリと血しぶきが飛び散った。誰かの指が幕下にかかる。すすっと、幕が捲まくれ上がる。勿もつ体たいつけるように、時間をかけてゆっくりと。

　その幕の裏から死者の姿が現れる前に……藍作は、頭を振った。

「芽室はさ、あの化け物ってなんだと思う？」

「化け物？」

　机の下を覗き込んでいた唯が、顔の上半分だけ覗かせて答えた。一生懸命探している証しよう拠こに、髪の毛がぐしゃぐしゃになっている。

「教室で寧々ちゃんと光と喋ってた時は、宇宙人とか怨おん霊りようとかかなって話が出てたけど」

「宇宙人と怨霊ね。なんかこんな理不尽な状況だとそういうのも否定しにくいな」

「でも、あの体つきは……体つきだけは、人間の形に近かったよね」

　おそらく全員がこころの中で思っていることを、唯はすんなりと言葉にした。

「そうだよな」

　藍作も頷く。人間に近いもの。じゃああれはやはり、幽霊やオカルトの類なのだろうか？

　いや、それ以前に自分はなにか、見逃していないか？

　自分にとって、とても大切なことを。とても大事な……。

　藍作がなにか思い出しかけた時。やおら教室の戸が引かれ、西回りで捜索していた筈の檜山徹星と清里栄次がひょっこり姿を現した。

「あーいたいた藍作！　呼ばれたから馳はせ参じたお」

「栄次……俺呼んでないけど」

　藍作はやれやれと息を吐いた。

　栄次の両手は相変わらず、擬似恋愛の彼女が眠るゲーム機に添えられている。

「向こう側もう終わったの？　さすがに早すぎだろ。体育館とか、ちゃんと探した？」

「探したよー。でもそろそろ時間だしさ。それに生徒玄関で気になること見つけて」

「……もしかして、玄関の鍵が開いたのか？」

「違うんだなこれが。まぁ俺達もね、『ひらけごまー』くらいは言ったよ。でも生徒玄関はどうやらツンツンみたいで開かない開かない。ね？　徹星」

「勝手に巻き込むなよ。お前、パンツがどうのこうのって騒いでただけだろ」

「だって俺は繊せん細さいなパンツを鮮せん明めいに見るために、わざわざ密林で最先端の録画機器を買ったんだよ。仕方ないじゃん」

「じゃあなに、気になることって」

「いやでも教室組に残ってる人達に聞かないとわかんないことなんだけどさ。……あ、とりあえず美術室の中探す感じ？　それからにした方がいいかな」

　栄次が美術室の中に足を踏み入れる。相変わらず緊きん張ちよう感かんがないけれど、普段通りの『性格』をキープしてくれていることは有り難い。

　旧校舎に残されたメンツの利点といえば、比ひ較かく的てき男子がまともな奴揃いなことだ。女子に泣かれるのはいい。励はげます手段と落ち着かせる台詞セリフはこちらで用意してやれる。けれど男のヒステリーは少し厄やつ介かいだ。腕力も備わっていて止めるのに時間がかかる。そうして、こじらせると諸もろ々もろ『痛い』。

　けれどもし調和を乱されて尚も説得に応じてもらえなかった時。

　──そうなったら自分は、どう対処すればいいのだろう？

「芽室、お前なに床に寝そべってんの。また転んだの」

　ふと教室の中央で、徹星が唯の腕をジャージ越しに摑んで抱き起こしているのが見えた。

「違うよ。机の下になにかないかなと思って寝ながら確認してたの」

「そんなことしてるとまた誰かに踏ふんづけられるぞ」

「ふ、踏んづけられないよ。それに、踏んづけたのは檜山君でしょ」

「俺かよ」

　ぶっきらぼうに言う徹星。会話から察するに、以前にも似たような状況があったらしい。徹星に抱き起こされた唯は、徹星の背中をバシバシ叩いていた。

　徹星がだらけた声で、「痛い痛い痛い」と答えている。

　そんな二人のやり取りを見ていると、微かに心の安らぎを感じた。

　……しっかりしなければ。藍作はメガネを押し上げる。

　それに自分は、〝鯨幕の裏〟に退場する気は毛頭ない。

「ねー見て藍作、こんなの見つけた」

「なんだその箱。どっから見つけてきたの栄次」

「イーゼルの下。一応こういう細かいところも探した方がいいんでしょ。メンヘラ美少女希望だけど、みんなが言う通り《伯爵様》が物って線も捨てきれないし」

　栄次は持ってきた木箱を机の上で逆さまにひっくり返した。凹へこんだ絵の具のチューブがばらばらと板の上に落ちる。かつてこの旧校舎で絵を描いていた生徒がいるのだろう。

　薄暗く寂さびれたこの場所で、昔の生徒はキャンバスになにを描いたのだろうか……？

　藍作は不思議がりつつ、絵の具のチューブに手を伸ばした。ラベルになにか書かれているかもと注意深く目を凝こらす。不発な結果に終わることは目に見えていたが、縋すがれるものには全て縋り付いてやるつもりだ。

　たとえどんなに、希望が見えなくても。

「負の感情に引きずられて行動を起こすのは俺とか徹星みたいな奴なんだから、藍作は〝真ま面じ目めで人気者のバスケ部員〟ってイメージ、懐すさないように努力しなよ」

「なんの話だよ」

「これから先の話」

　藍作は、自分と同じようにチューブに視線を落としている栄次を見上げた。

　栄次はただ締まりなく笑っている。

「割りきれるような人間にはなってもいいけどさ、血も涙もないような人間にはなったらダメだよってこと。それってすごく、取り返しのつかないことだから」
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件名　久しぶり。

本文　お父さんへ、元気ですか？

　　　仕事は頑張っていますか？

　　　私は七城高校で、頑張っています。

　　　いつか

　　　いつか────







　居残り組として教室にいる釧望台光は席に座りながら、やはり、リップクリームをぬるぬると唇に滑すべらせていた。チェリーブロッサムの香りが鼻び腔こうをくすぐる。

　隣には、この非常事態にもかかわらず、熱したコテで髪の毛先をくるりとカールさせている池田寧々がいる。

　今の寧々は光の側を決して離れようとはしなかった。

　それも全て芽室唯がいないからに尽つきる。

　寧々は仲のいい友人がいなくなると、途端、猫ねこ撫なで声を出して光の側に寄ってくるのだ。

　でないと、クラスで一人になってしまうから。だから光を利用する。

　その場凌しのぎの友人、居場所。私はいつでも利用できる都合のいい同級生。

　──「ぶりっこ」。

　光は心の中でそんな寧々を蔑さげすんだ。けれど決して口には出さない。

　悪口は全て腹の奥にぐつぐつと溜め込まなければいけない。本人になんて言えない、言えるわけがない。派手な生徒を敵に回すということは、この先の学校生活が地獄になるということだ。

「日高達、大丈夫かなぁ。ねえ、光はどう思う？」

「どうかな。でも、みんなしっかりしてるから大丈夫だと思う」

　光なりに、必死に〝明るい女子〟を演じながら答える。

「でもさぁ、本校舎でいくら探しても見つからないと思ったら、《伯爵様》って旧校舎にいたんだねぇ。寧々、入学した時この校舎にねぇ、こっそり侵入しようとしたことあるんだぁ」

「……そうなの？」

「３年の先輩達とねぇ。あ、でもその時はもちろん鍵は開かなかったし、窓ガラスに石とかぶつけても割れなかったんだよぉ。変だとは思ったけど、あの頃からおかしかったんだよねぇ、きっと」

　隣で語る寧々のヘアスタイルが、着々と夜の蝶ちようのように華やかになっていく。

　確か、〝スパイラル巻き〟っていうんだっけ？　それとも〝ランダム巻き〟？　……まぁ、どうでもいいけど。違いとかわからないし。

　それに私は《痛くない女子高生》なのだ。

　自じ撮どりもしないし、メールで『わたしゎ』とか『ぁりがとぅ』とか、バカみたいな小文字も使わない。一いつ過か性せいの流行はやりにも左右されない。ああ、でも……。

　光は思う。

　今、寧々を肘ひじで押しのけて「男に毎回媚こび売って、気持ち悪い」「高校生にもなって語尾を伸ばして喋るな」「つけまつげ？　なにそれ、蜘く蛛もの足みたい」「カラコンが似合ってない」「香水臭い」「文章くらいちゃんと書け」「ガキ臭くて、我わが儘ままで、自分が一番可愛いと思っているところがもう、総じて全部全部気持ち悪い！」

　──ここ二年間で溜まった愚ぐ痴ちを吐き出せたら天にも昇る快感だろう。

　でも言えるわけがない。

　学校生活の中で自分の意見を大声で叫べる人間は一ひと握にぎりだ。

　許されるのはほんの僅わずかなキラキラしている生徒だけ。

　そうして光は、その一握りにはなれなかった。

「あのねぇ、それでねぇ」

　隣ではまだ寧々の独どく擅せん場じよう劇場が続いている。

　けれど唯が教室に帰ってきたら、寧々は光のことをさっと放り捨てるだろう。

　光は視線をそっと落とした。机の上には画面が伏せられた携帯電話がひとつ。学生割引を適用して、高校に入る前に父親に買ってもらったものだ。機種はメタリックピンクと、ホワイトと、ブラックの三色展開。お父さんには「光は女の子だから、ピンクはどうだ？」と言われたけれど、格好つけて「ブラックで」と、まるでコーヒーでも注文するかのように携帯ショップのスタッフにお願いして、大いに笑われた。でも「光もおとなになったんだなぁ」と言われた時は、とても嬉しかった。

　それは懐なつかしき二年前。七城に入学する前の大事な父との楽しき思い出。

「でねぇ、聞いてる光？」

「うん。もちろん」

　……どうしてこんなことになってしまったんだろう？　どうして、こんな自分になってしまったんだろう？

　……お父さん。

　電波が通じないとわかっていても、それでもメールを打たずにはいられない。光はうっすらと目に涙を溜めながら、メールを打った。




件名　久しぶり。

本文　お父さんへ、元気ですか？

　　　仕事は頑張っていますか？

　　　私は七城高校で、頑張っています。

　　　いつか

　　　いつか




　──いつかきっと。そう。たとえばここを出ることができたなら。




　　　いつかきっと。

　　　お父さんが作る〝光〟が見れますように。


光より
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　教室の中。椅子を繫ぎ合わせた即席ベットで眠る親友の東藻琴音の側で、浦河郁美はあれこれと思し案あんしていた。

《学級日誌》に書かれたことを信じると、あと30分もすれば、あの化け物達が再び襲ってくる。けれど対策がないわけではない。さっきわかったことだが、化け物達の腕わん力りよくは強いが、生徒数人でかかれば戸を塞ぐことは可能なのだ。つまり、化け物が襲ってくる時間になったら、少し間抜けな図だが教室の前と後ろの戸をみんなで塞げばいい。そうして10分間は化け物との攻防戦を過ごし、終われば晴れてカラリと自由の身に。引き続き《伯爵狩り》をサクサク行えばいい。教室を移動することも案として出たが、無む闇やみやたらと動き回りたくないという数人の頼みで却きやつ下かされた。同じ場所に留まるということが、どれだけ人間に安心感を与えるかこの状況になってよくわかる。

　また、数分前に教室に戻ってきた岩見沢与の話だと、どうやらあの化け物達は、学級日誌に綴られた時間割通りに教室を移動するらしい。

　……まるで、授業を受ける生徒と同じだな。郁美は読んでいた江え戸ど川がわ乱らん歩ぽの文庫本をパタンと閉じた。

　時代錯さく誤ごのおかっぱ頭に赤リボン。セーラー服のスカーフを千鳥格子柄に変えている彼女の好きなものはわかりやすい。例えば和柄。内ない藤とうルネのレターセット。西洋趣味のステンドグラス型ランプ。傷だらけの卓ちや袱ぶ台だい。花の模も様ようが入ったホーローのティーセット。薄い和紙。

　古き良き時代のものを、彼女は等ひとしく愛していた。

　そんな郁美が懐かい古こ趣しゆ味みに目覚めたのは、今は亡き祖そ母ぼの影響だ。今でも実家の蔵くらには、祖母の集めたレトロなアイテムがところ狭せましと置かれている。

　できることならばもう一度帰りたい。

　あのどこか悲しさが漂う古い世界へ、もう一度。

「やはり江戸川乱歩は面おも白しろい。そうは思わんかね、天塩文彦よ」

「……え？」

　急に声をかけられて驚いたのか、通路を挟んで隣の席に座る文彦の声が上ずった。

　どうやら沢与よりも少し前に戻ってきた霧立朱里と江差歩を気にかけているらしく、視線がちらちらと忙せわしなかった。

　クラス一オシャレな女子と、クラス一太った少年。

　彼らの間でどんな会話がなされたのかを郁美は知らない。

　けれど今、朱里はメロンソーダ色のカーディガンを膝ひざに掛け、針はりと糸を持って一いつ心しん不ふ乱らんに、『ロミオとジュリエット』の衣装を縫ぬい続けている。

　一方の歩は、教室の隅でカメラを磨き続けている歌内宗介の隣に座っていた。彼のマイナスイオンが荒すさんでいるに違いない宗介の気分を少しでも晴れさせればよいのだが……。

「ごめん浦河さん。僕、その人の本読んだことないんだ」

「なんと君。江戸川乱歩を読まないのは人生をつまらなくしているのと同じだよ！」

「そんなに面白いの？」

「かなりね」

「じゃあもっと早く読めばよかったな。僕、昔から本ってあんまり読んだことないんだ」

　どこか恥じたように語る文彦の声は小さい。郁美の後ろで未だ目を開けずに眠りについている東藻琴音への配はい慮りよだろう。

　文彦は所しよ在ざいなげに頭を搔きながら、左手で器用にカッターナイフを回した。

　尖とがった刃物も、七城高校一のエンターテイナーにかかれば牙きばの抜かれたライオンだ。

「悪かったね、君」

「僕？　どうして？」

　郁美は寝ている琴音の額ひたいをそっと撫なでながら告げた。「……ん」と、琴音が身をよじらせるが、大きな二ふた重え瞼が開く気配はない。まるで童話から出てきた眠り姫のようだ。

「本当は日高藍作達と、《伯爵狩り》に行きたかっただろう。彼らは君のことをとても頼りにしているから。それに運動神経もいい。話を聞いたことがあるよ、君は昔いたサーカス団ではナイフ投げの演目を担当していたのだろう」

「してたけど……。結構前のことだから、もうヘロヘロにしか投げらんないよ。それに僕がついていっても結局足手まといになると思うな。僕、背が小さいし力もないから」

　文彦は華奢な自分の体型を見つめて苦笑した。特に首筋や腰付きなんて少女のようにほっそりしていて、齧かじったら甘い蜜みつがとろりと出そうだ。

「あのね、君」

　郁美は胸ポケットに入れたカエルのマスコットを一撫ですると、

「あまり謙けん遜そんばかりしていると、人と仲良くなるタイミングを逃すぞ」

「タイミング？」

「そうだよ天塩文彦。君は他者と仲良くなりたくないのかね？　例えば────琴音とか」

「ちょ、ちょっと聞こえたら困るってば浦河さん！」

　文彦は狼ろう狽ばいすると突然、マジックで自分の両手の中に小さな花束をぽん！　と出した。それを郁美の口元に押し付けたかと思えば、「ああ、もうやめてよ……ダメだよ」と、両目をぎゅっと瞑つむっている。耳も首も顔も驚おどろくほど赤い。

　郁美は文彦の純粋な態度に、花束の裏で思わず微笑んだ。

「この花束は私が受け取ってもいいということかね、君」

「う、うん。いいけど……それ、今朝檜山君から貰ったんだ」

「あの無気力男が花束を、面白い」

　郁美は軽く笑って、野山から切り取ってきたと思われる花々を見下ろした。粗そ野やな檜山が束ねたとは思えないほど花の配置バランスがいい。やや、芸術的センスまで感じられる。

「あのね君、こんな時だからこそ、私からのアドバイスだよ。謙遜はひとつ間違えたら毒となる。だからうまく付き合うんだ。人から褒ほめられたら一、二回目は軽く否定しなさい。でも三回目ははにかんで肯こう定ていし、相手にありがとうとお礼を言いなさい。そして、相手が自分を褒めてくれたのと同じ数だけ、相手のいいところを見つけてやりなさい。そうすれば万事、うまくいくさ」

「……それも、いつも読んでる難しそうな本から得た知識？」

「いいや、違うよ」

　郁美は苦笑しながらふと、七城高校の化学教師を思い出した。

「世界で一番好すいているおとなに教えてもらったのさ」







　──七城高校のおとなはこどもに対して徹底的な無む干かん渉しようを貫つらぬいている。

『困ったことがある？　じゃあ生徒会長へ相談なさいな』

『心配事がある？　ならば、仲のいい生徒に相談にのってもらいなさい』

『部活中生徒が怪け我がをした？　では、一番近い病院へ。寄り道せずに、いってらっしゃい』

　教師は全員、まるでこころのないロボットだ。

　ただ、その《化学教師》が七城のおとな達と違ったのは、「職員室はギスギスして嫌いだから、俺は化学室で過ごす」とマイペースに宣言し、常に化学室に入り浸びたっていることだった。さらには二十七歳という若さ。おとなの巣そう窟くつである職員室を避ける度胸。都会的に洗せん練れんされた容姿も相まって、「彼」はここ数年間の七城高校で、一番生徒から〝許された〟教師だったのではないだろうか？　と、郁美は思っている。




　そんな「彼」が郁美に声をかけてきたのは、去年の夏に行われた体育祭だった。

　その日、郁美は体育祭をサボり、誰もいない静かな場所を求めて彷徨さまよっていた。散々歩き回って辿たどり着いたのは、旧校舎近くにある開校記念石せき碑ひの側。

　ここならば邪魔は入らないだろうと、郁美は石碑の前に座り込んで文庫本を読み進めた。

　夏なのになぜかその場所は涼すずしく、ページをめくる指先がだんだん冷たくなっていったことを今でも覚えている。

「そんな難しい本読んでたら、友達寄ってこないだろ」

　──そうして目の前に大きな黒い影がぬっと現れた時、郁美は顔を上げた。

　見ると、自分が入学したのと同じ時期に赴ふ任にんしてきたという《化学教師》が郁美を覗き込んでいた。

　体育祭と称しても教師は競技に参加するでもなく、ただ運営テントで暑さを凌ぐだけだ。おそらくこの《化学教師》はそれに加わるのが嫌で、サボりに来たんだろう。

　郁美は、教師が右手に持っている文庫本……いや、絵本をちらりと確認した。




『カエルのゴム靴』　宮みや沢ざわ賢けん治じ




「意外だね先生。宮沢賢治を、それも絵本を嗜たしなむとは」

　郁美が言うと、《化学教師》は自分の持っていた本で肩を軽く叩いた。

「学生時代に結構はまったんだ。『銀河鉄道の夜』とか。作中に使われてるオノマトペがいいよな。絶対賢治しか思いつかないよ、こんなの」

「私はね、先生。今まさに君の昔語りのように学生時代を生きていて、そして江戸川乱歩にはまっているんだ。だから余計な口出しは無用だよ。まぁ、宮沢賢治は私も好きだがね」

「その古ふる臭くさい喋り方って地じ？」

「余計な口出しは無用だと言っているのだがね、先生」

　間かん髪はつをいれずに郁美が言うと、《化学教師》はふむ、と頷いて目の前にしゃがみ込んできた。郁美は文庫本を開いたまま怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せる。

　七城高校に入学してからだろうか？　おとなへの敵対心が強くなったような気がする。

「お前、自分と同じ趣味を持ってる友達をずっと探してるんだろう？」

「……なんだって」

　問われた郁美はゆっくりと唇を開いた。ページにかけていた親指を離す。

「でも食わず嫌いはやめた方がいいぞ。たまには味見程度にいろんなもの〝食って〟かないと、つまんないおとなになる。ここの七城にいるロボットみたいな教師にな」




　──趣味の合う人間が身近にいるということは、どれだけ心安らぐのだろう？

　郁美の好きなものはレトロなものと、江戸川乱歩。他の作者も好きだけれど、とりわけこの作家が大好きだった。

　けれども自分と似た趣味の生徒を見つけることは至難の業わざだ。

　小、中学生の決まり文もん句く。『浦河さんはなにか好きなものがある？』『はまってるものは？』初対面の子にそう問われると、郁美はとても困ってしまう。

『私は懐古趣味でね。古いものが好きだよ』

　素直にそう答えると、相手は至し極ごく残念そうに表情を曇くもらせて、『浦河さんとは趣味合わないね』『格好つけてるだけでしょ』と郁美を容よう赦しやなく切り捨てた。当時の郁美は、彼女達の望む答えを用意できない自分を悔くやんだ。

　自分と同じ趣味を持った人間だけ、ピカピカと発光でもしてくれたら楽なのに。

　そうすれば町中でも、学校でも、人混みの中でも簡単に同士を見つけることができる。

　それに自分は彼女達を見下したことなど一切ないし、格好つけるつもりもない。

　漫画も好きだし、新しいものも好きだ。全部が全部、嫌いじゃない。

　そう伝えようとするが、こどもは取り合ってくれず。

　一度『この子とは仲良くできない』と判断すると、それを長く引きずってしまう。

　こども達はおとな以上に、『人間の格付け』技術に長たけている。

　そうして郁美はだんだんと、他人に自分の好きなものを教えるのが面倒になっていった。それならばと、祖母が女学生時代に髪を結っていた千鳥格子柄リボンをタイ代わりにして時代錯誤の黒髪おかっぱを決め込み、自分の好きな作家の文庫本を持ち歩くようになった。

　自分の『趣味』をアクセサリーみたいに毎日欠かかさず身につけていれば、きっときっと、気がついた同どう胞ほう達が自分のことを見つけてくれると、そう思った。

　そうしてとうとう１年生の体育祭。暑い夏。旧校舎側の開校記念石碑の前で、郁美の願いが叶ったのである。

　ただ、寄ってきた相手は宮沢賢治フリークで、懐古趣味ではないただの《化学教師》だったのだが。




　そんな《化学教師》と郁美が《教師と生徒》の関係を越えるのには、季節ひとつ分かかっただけだった。二人は空き時間になると化学室で会話に花を咲かせた。

「来たよ、先生」

　郁美がそう言って化学室に顔を出すと、《化学教師》は決まって「うわ、今日も来た最悪」などと文句を言うが、ビーカーでこぽこぽとコーヒー用の湯を沸わかし、郁美の大好きな金こん平ぺい糖とうをこっそり用意していることを自分は知っていた。

《化学教師》は、自分の学生時代のこともよく語ってくれた。

「俺は浦河とちょっと違ったよ。確かに学生時代には、人があんまり読んでなさそうな本をよく学校とか寮で読んでた。古い音楽聞いたりとかもな。安定剤っていうのかな、ああいうのは。自分の周りに薄いバリアが張られてる感じ。『俺にはこれがあるから、周りに放っておかれても大丈夫だ。おとなだからね～』って。そう思ってたことがよくあったよ」

《化学教師》は郁美の貸した江戸川乱歩の文庫本をめくりながら言った。

　ミステリーは苦手なくせに、《化学教師》は郁美の好きなものを知ろうとした。

「だから浦河のこと初めて見た時、もしかしたら自分と同じ根暗な奴かなって思って声かけちゃったんだよな。生徒とは距離をおけっていうのが赴任前の絶対条件なんだけどさ」

「なるほど。私はそんなに根暗に見えたかね、先生」

「今はそんなことないよ」

「……遠回しな褒め言葉はよしてくれないか。私はお世せ辞じが嫌いなんだよ」

「はいー、謙遜ばっかりしてるのは、こころに余裕がない証拠ですー」

「あっはっは。君はうるさいな、教師のくせして。本当に煩わずらわしい奴よ」

「うるさいのはどっちだよ。あのな浦河、たまには素直に聞きなさいよ。人から褒められたら最初の一、二回は軽く否定しとけ。でも三回目ははにかんで、ありがとうって言うんだ。そんで、褒められたら相手のいいところも必ず同じ数だけ探しとけ。……あ、なにお菓か子しに夢中になってんだよ。ほらメモとっとけ。今俺が言ったことはすげえ大事なんだぞ」

　ここぞという時にだけ《化学教師》は優しい声こわ色いろを使って郁美の頭を軽く撫でた。

　そして人生の先輩らしく、アドバイスも忘れない。

「それと、学生時代に好きな本と好きな曲、ひとつずつでいいから見つけておけよ。こども時代もおとな時代も、いつの時代でも、ずっとお前のこころの拠り所になってくれるはずだから」
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　……懐かしいな。本当に、涙が出るほど懐かしい。

　郁美は《化学教師》のことを思い出しながら、文彦から貰った花束を本の上に置いた。

「質問なのだけどね、君。今、この旧校舎にいる我が２年４組の生徒の中だと誰が一番信頼できると考える？」

「信頼？」

「そう。誰を信用に足る人物だと思い浮かべる？　もちろん、私への気遣いは無用だよ」

　郁美は自分の席から軽く身を乗り出すようにして文彦に問いかけた。

　文彦は目をぱちぱちと瞬しばたたいて戸と惑まどったがすぐに答えた。

「僕は……日高君だと思う」

「なるほど。今の七城高校で最も人気の高い生徒だね」

　おそらく、そう言うだろうと思っていた。郁美は頷く。

「ちなみにだがね、私はこの中で最も信用に足る人物は天塩文彦、君だと思ってる」

「えっ、僕？　どうして!?　僕、いいところひとつもないよ！」

　文彦はぎょっとして、軽く椅子を後ろに引いた。感情が揺さぶられても手が動いてしまうのか、トランプを高速でパラララとシャッフルしている。

　郁美は軽く笑った。

「端的に言って君には猜さい疑ぎ心しんというものが根こそぎ欠けてるように思えるからかな。私にはね、君がとても綺麗で澄みきった人間に見えるのだよ」

「……浦河さん、もしかしてさっきから僕のことからかってる？」

「心配せずとも私が人生の中で、からかいたいと思う人間はたった一人だよ。それよりね、君を信用して相談したいことがある。信じて聞いてくれるかね」

「相談？　……もちろん、僕なんかでよかったら」

「では簡かん潔けつに言うよ」

　郁美は声のトーンを落とす。教室内に軽く視線を巡らせてから……。

「おそらくこの中。いや、旧校舎に２年４組の生徒が集まった頃から、かな。生徒が一人──余分に交ざってる筈だ」

「……え」

　文彦の手からトランプが床に滑り落ちる。文彦は目を細めた。

「なに、言ってるの？　浦河さん」

「こんな非常事態に人からの信頼度を下げるような噓を私は言わないよ、君。それを踏まえた上で落ち着いて聞いてくれ。私は今朝の図書室で、今年の四月に撮ったクラス写真を見ていたのだよ。一応私は学祭演劇の脚本係だからね。配慮というわけではないが、大道具や衣装係担当の生徒にも、舞台にあがる出番があってもいいと思ってね。脚本の見直しを、クラス写真と照らし合わせていたんだよ。写真と名前が一緒にのっているから作業がしやすくてね。その時私は、２年４組の生徒数が17名だったと記憶している。だけどね君、今この旧校舎に残された〝13〟名の生徒。それに、あの八雲加奈子一人。いなくなった四人を足すと……２年４組の生徒数は、総勢18名になる。わかるかね？　数が合わない。生徒の数が一人多いんだ」

　郁美が告げると、文彦は視線を斜ななめ下に落とした。

　それから深刻味を帯びた瞳で郁美を見つめる。

「……それはつまり。旧校舎に揃ってる２年４組の生徒の中に、知らない人が交ざってるってこと？」

「そうだよ君。けれど残念ながら、私にはそれが誰なのかわからない。なぜなら私はここに揃っている生徒全員と学校生活を共に過ごした記憶があるからだ。クラス写真も……旧校舎に入る前までは、誰が映っていたか覚えていたと思う。けれどもう、思い出せない」

「……じゃあどうして浦河さんは今、17って数を覚えてるの？」

「ある人の命めい日にちが十七日なんだ。とても親しくしてもらった相手で、どうもその数字だけは強く思い入れがあってね……。けれど、それもいつまで覚えていられるかわからない。写真もそうだが、思い出そうとすると頭に深い霧きりがかかってしまう」

「なんでそんな……。ていうかそれは僕も同じだよ。今日ここに集まった全員と一緒に過ごした記憶があるよ」

「そうだろうね、私も同じだ。でも話によると君は今朝、学校の敷地に入る時に妙みような違い和わ感かんを抱いたらしいね？」

　郁美が訊ねると、文彦は唾つばを飲んだ。図星なのはすぐにわかった。

　その途中、視線を感じて肩越しに振り返ったが……誰もこちらを見てはいない。

「実はね、それを感じたのは君だけじゃないんだ。私も感じたんだよ」

「……浦河さんも？」

「もっとも君のように勘が異常に発達してるとか、そういうのではないけどね。なんとなくの違和感だ。ぐにゃりと記憶が曲がるというのかな。誰かが自分の頭に手を入れて、都合のいいように曲げるような。ちなみに同じような経験を東雲まどかや、琴音、岩見沢与や芽室唯も体験したと言っていた。程度はバラバラのようだがね。もちろん、全く感じてなかった生徒もいる。ただ共通して言えるのは異変や違和感を覚えたタイミングは全て、〝学校の敷地内に足を踏み入れた時〟なのだよ」

「つまり……浦河さんが言いたいのは」

　文彦は、掠れ声で続けた。

「僕達が今日、七城高校に登校した瞬間、全員に〝記憶の改かい竄ざん〟が起こったってこと？」

「口に出すとどうもむず痒がゆいがね。そういうことだよ、君」

「でもそれって……」

「バカげた話であるというのはわかるよ。でもね、まずこの旧校舎内で起こってること自体が既に非現実的なのだよ。なぜか旧校舎からは出られず、暴力に訴えても薄っぺらい窓ガラスは一枚も割れない。ついで、私達に状況を理解する暇も与えず化け物が襲ってきた。さらには、この七城全生徒の憧あこがれであり、救世主である《伯爵様》が旧校舎にいるのでそれを探せときたものだ。こんなもの、狂くるってる以外のなにものでもない。でもそれは、元々私達がなにものかの手によって狂わされているのだから当然さ。私達は……」

　────そう、自分は気がつくのが遅かった。郁美はチクリと胸を痛める。

「私達の『前兆』はもう朝から始まっていたのだよ。そこでだね君、私はこう考える。……もしかして、この旧校舎にいる余分な生徒の一人が、《伯爵様》ではないのかとね」

　郁美は決して感情を込めず、あくまで淡たん白ぱくに説明した。

　文彦は一瞬呆あつ気けにとられたようにポカンと口を開けた。けれど表立って否定はせず、代わりに教室に残ってる生徒に視線を滑らせる。

　その瞳の中には恨みや妬ねたみではなく、ただただ疑問と不安が浮かんでいる。

「……どうして浦河さんはここに残された生徒が怪しいって思うの？」

「学級日誌には『この校舎のどこかにいる』と記しるされてあったからね。その上、クラスメイトが一人多いともなればなにかしらの疑いを持ってかからないのはおかしいだろう。とにかく、一人余分なのだよ。そうして私はこの事実に気がついてから、ずっと薄はく氷ひようを踏みつづけている思いなのさ、君。わかるかね？　なにせ私達の中に『知らないクラスメイト』が交ざっているやもしれぬのだから」

「そんな」

「もう一度言うが、私はこんな状況で噓は絶対につかない。誓ちかうよ」

「………ごめん、ちょっと、ちょっと待って。僕も整理するから」

「ぜひそうしてくれたまえ」

「………知らない、クラスメイト？」

　文彦は床に落ちたトランプを一枚一枚、丁てい寧ねいに拾いながら深呼吸を繰り返した。……今年の四月。本校舎の視聴覚室で撮ったクラス写真を思い浮かべる。

　けれどどう考えても誰が知らないクラスメイトなのかわからない。全員と過ごした記憶が文彦の中にはある。しかし……なぜだろう。

　そう言われて考えてみると、言い知れぬ違和感が文彦のこころに押し寄せた。

　なにか……自分は勘違いしている気がする。だが、考えれば考えるほど頭の中に複雑な蜘く蛛もの巣がかかっていき、確信まで辿り着かない。

　そうして考えあぐねながら床に落ちたジョーカーカードに触れた時だった。

　教室の戸が開いて、日高藍作と芽室唯に檜山徹星。続けて相変わらずゲームに夢中な清里栄次が戻ってきた。

　強張っていた教室組の表情がふっと和らぐ。

「ど、どうだったの？」

　席についていた釧望台光が真っ先に声をかけた。

　だが、望み虚むなしく、藍作は首を横に振った。

「見つからなかった」

「……そんな」

　光の手から、リップクリームが滑り落ちて、カラカラと床を転がった。

　クラスメイトの表情が絶望的に青くなる。と同時にみんなが一斉に黒板上の壁掛け時計を睨にらみ上げた。時計の秒針は、かち……かち……とリズムを刻きざみ続けている。

　霧立朱里が頭を抱えたまま、ひとりごちた。

「あと15分しかないじゃん……」

　15分。あの化け物達が来るまで残り、15分。

　教室の中がしん、と水を打ったように静まりかえる。

　誰かが狂っても不思議はないような、張り詰めた緊迫状態だった。

「──こうやって黙ってても時間が勿体ない。準備をしよう」

　うっすら香る死のムードを切り裂いたのは、藍作の一声だった。

「日誌通りにいくと、まずこれさえ乗り切れば明日の指定時間までは安全なんだし。さっきみたいに今度は全員で戸を塞げば大丈夫だよ。黙ってると、体も硬くなるし暗くなる。念のためもう一度教室の窓を壊せるか確認しよう。あと、深く考えなくていいから護身用程度の気持ちで各自、身を守れるものも持って」

「ひひひひ、日高、でも」

「宗介、落ち着いて」

　藍作はテキパキと指示しつつ、教室の隅で震えている宗介の肩を叩いた。

「徹星はさっき持ってきた棒を戸が開かないように立てかけて。歩、手伝ってやって。徹星、右腕ダウンしてるから」

　藍作に指示されて、沢与の隣に座っていた歩がぽよん、と立ち上がった。

「なんか俺が役立たずみてぇな言い方じゃなかったか、今の」

「藍作はね～、徹星のこと信頼してるんだよ～」

「そーかね」

　加勢しに来た歩に徹星が愚痴を言う。藍作はさらに淀よどみのない口調で続ける。

「岩見、そのバットで右端の窓から順番に叩いてみてくれる？　俺は左端から椅子ぶつけてみるから」

　藍作は学ランの袖を肘上までめくると、手近にあった椅子を軽々と持ち上げた。そんな藍作に感化されたのか一人、また一人と生徒がのろのろと動き始める。

　にわかに騒がしくなり始める教室。こども達の足音が、ひとつ、ふたつと増えていく。

　けれど郁美と文彦は視線を交差させたまま、席から中々立ち上がることができずにいた。

　文彦はごくりと喉を鳴らす。考える。真剣にもっと、もっと深く考える。

　今、この教室にいる13名のうち、もしも本当に『知らないクラスメイト』が交ざっていたら？　自分達が２年４組に《伯爵様》を招き入れているとしたら？




　──この数名の中に、《願いを叶えてくれる者》がいるとしたら？




「あー、ダメだよ文彦。琴音ちゃんの付き添いの郁美ちゃんはともかく、文彦のサボりは許されないと思うよ」

　石せき化かしている郁美と文彦の間に、携帯ゲーム機がぬっと割り入れられたのはその時だった。ちなみにゲーム画面には、スキーウェアに身を包む黒髪ストレートの可か憐れんな美少女が映り、《わたし、運動神経悪いからスキーって苦手なんだぁ》と、イラストに負けずとも劣らぬ声で三次元に訴えてきている。

　郁美と文彦が同時に視線を上げると、栄次が唇を突き出していた。

「あ、ごめん！　僕さぼってるわけじゃなくて」

「噓噓。そんな顔真まっ青さおになって謝んなくてもいいよ。心配なら文彦は郁美ちゃんと琴音ちゃんについててあげてもいいよって藍作が言ってたって、教えてあげようかと思ってさ」

「……なんだろう清里君、そこに変な含みを感じるよ僕」

「藍作はああ見えて、人の恋愛事に首突っ込むの好きだからね」

「………みんな僕のこと、そうやってからかうよね」

　文彦は居い心地ごこち悪そうに口をむにゃむにゃさせながら軽く右手を振った。と、床に落ちていた筈のジョーカーカードが一枚、文彦の人差し指と中指の間にいつの間にかぺらりと挟まっている。

「すごいな君。普通の高校生をしているのが勿体ないと思えるよ」

　郁美はほほうと文彦に感心しながら、側に立つ栄次に視線をやった。

「ところで清里栄次。旧校舎を見て回ってなにか変なことはなかったかね。化け物が時間割通りに動く以外で。二次元を交えずに答えてくれ」

「変なこと？」

「気になるのだよ、私は琴音に付き添っていてずっと教室にいたからね」

「まー、あったことはあったよ。ちょうど今、教室組の人達にも説明しようと思ってたんだけどさ。生徒玄関にある外履きが一足、足りなかったんだ」

「……足りなかった？」

　郁美は片眉を吊り上げた。

　なにか、途と轍てつもなく嫌な予感がする。文彦は自分の肌がざわりと総そう毛け立だつのを感じた。

「今日来てない加奈子ちゃんの靴をのぞいたら、生徒玄関にある外履きの数って全部で十七足でしょう。でもさっき数えたら十六足しかなかったんだよね。だから、次の休み時間を乗り切ったらみんなで生徒玄関に行って、わかる範囲でいいからどれが誰の靴か確認しようって話しててさ。別に大したことじゃないけど、誰の靴が足りないのか気になるじゃん？　……あ、じゃあ他のみんなにも教えてこないと。俺、藍作からその役目頼まれてんだよねー」

　栄次があっけらかんと言うと、そのまま二人の元を離れた。

　文彦は再び郁美と目を合わせた。

　やはり異変は至るところに現れている。問題は、それに気づける人間がいるかどうかだ。

　郁美は胸ポケットに入れたカエルのマスコットに一いち瞥べつをくれると、椅子の背もたれにどっかりともたれかかった。「ああ」と独語して文彦だけにわかるように、告げる。

「どうやらこの旧校舎に『余分なクラスメイト』が、いるらしい」
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　問題の10分休みまで時間はいくばくも残ってない。

　霧きり立たち朱あか里りは教室の前方にある戸の前で、小さく息をついていた。

　教室の出入り口にはそれぞれ檜ひ山やま徹てつ星せいが持ってきた棒が（元は箒ほうきだったが、先端部分は邪じや魔まだからと檜山が折ったらしい）立てかけられ、つっかえ棒の役割を担になっているが殆ほとんど気休め程度で終わるだろう。

　朱里は腰に巻いていた緑色のカーディガンを肩に羽は織おりながら、自分の前にいる同級生達を一いち瞥べつした。全員表情は例外なく険けわしい。まるで悪あく魔まが乗り移っているようだ。でもきっと自分も今、同じような顔をしているに違いない。

　──一方、教室の奥には未いまだ目を覚まさない東ひがし藻も琴こと音ねと、側で彼女の付き添い役をかって出ている浦うら河かわ郁いく美みに加えて、池いけ田だ寧ね々ねが腕を固く組んで立っていた。

　寧々は、さっきまでは能天気だったのに、襲撃が近づくと急に怖おじ気づいて、『足が竦すくんでここから動けなぁい』と言い出したのだ。現に寧々の瞳はうるりと潤うるんでいる。本物の涙かどうか、追及している暇ひまはない。

　朱里は怯おびえながらも、教室の後ろ戸の前に固まっているクラスメイトの中から、江え差さし歩あゆむと岩いわ見み沢さわ与よを盗み見た。校内一のアンバランスカップルはやはり、どの角度から見ても不ふ釣つり合あいだ。ただの《不良とデブ》。それに尽つきる。本当に、それ。マジで。




『霧立さん。辛かったら、いつでも俺に言ってよ』




　それはつい数時間前のこと。今の状況を吞み込めなかった朱里は、日ひ高だか藍あい作さくや寧々に当たり散らして身勝手に教室を飛び出した。自分でも驚おどろくほど心に余裕がなかったし、正直なところ、クラスメイトの存在が恐ろしかった。

《学級日誌》に書かれた《伯はく爵しやく様さま》からの言葉。《最後の一人になったら願いが叶かなう》それはつまり、最後の一人を除いたクラスメイトは〝どうなってもいい〟ということだ。

　恐ろしい。クラスメイト達のこころの内がわからない。自分に優しい笑顔を向けてくる人間すらも信じられなくなってくる。……せめて。そう、せめてこの場所に自分ととりわけ仲のいい友人が残ってさえいればよかったのに。

　そんなことを考えながら二つ隣の教室に駆かけ込んだ。クラスメイトに怯える自分を追いかけてきたのは驚くべきことに────あの江差歩だったのだ!!

『……なに？』

　咄とつ嗟さに駆け込んだ空き教室。その中央に立つ朱里は、戸の前で息を切らしている歩をキツク睨にらんだ。歩は朱里のパーソナルスペースに踏ふみ込まぬように距離を置いて告げる。

『霧立さん。辛かったら、いつでも俺に言ってよ』

『……なに、言ってるの』

　歩の顎あごにたっぷりとついた脂し肪ぼう。それを視界に入れたまま、朱里は自分の胸の中がどっと黒くなっていくのを感じた。様々にレタリング加工された罵ば詈り雑ぞう言ごんが、ザブザブと汚い海を泳いでいる。

　──デブ。豚ぶた。キモい。グロい。瘦やせろ。どのワードで歩を傷つけてやろうかと朱里は熟じゆつ考こうする。けれど幼い頃の記憶が、全ての悪口を打ち消した。……いつもこうだ。

　結局自分は、嫌いな奴を決定的には殴なぐれない。

『あんたと喋しやべってるところ、誰かに見られたら恥はずかしいから気安く喋りかけないで』

『………朱里ちゃん』

『そういうふうに呼ばないでよ。もう昔みたいなこどもじゃないし、あたしはあんたみたいに……歩みたいにセンスがない男と幼おさな馴な染じみって思われるのも絶対に……絶対に嫌いやなんだから！』

『……』

　朱里に突き放された歩は一瞬ひるんだ。が、怒ることもなく、にっこりと微笑ほほえむ。

　そして小さく頭を下げた。

『出しゃばってごめんね、〝霧立さん〟』







「あと30秒」

　藍作のハッキリとした声が朱里の回想回路をぶつんと断ち切った。もうそんなに時間が迫せまっていたのか。見れば、クラスメイトは顔がん面めん蒼そう白はくのまま、戸にしっかりと手をかけていた。朱里も生なま唾つばを飲み込んでから加勢する。

「あと10秒……９、８」

　藍作がカウントダウンを開始する。

　朱里は震ふるえ始めた指先を振り切るように、四し肢しに力を込める。

　……大丈夫。最初はみんな、わけがわからなくなって対応できなかっただけ。でも今回は違う。こうして大勢でかかれば防ふせげることだ。

「─────６、５」

　同級生の声で時が刻きざまれていく。

　朱里はその時、ふと考えた。




（もしも願いがひとつだけ叶うなら、どうしますか？）




　朱里の答えは決まっている。本当の本当は、誰にも言っていないけれど、それが目当てで七城高校に入学したのだから。

　──もしも願いが叶うなら。

　──私は。

　わたし、は。




「０」

　藍作が最後の数字を告げたと同時に、五時間目終了のチャイムが旧校舎中に鳴り響いた。

　その直後だった。

　朱里は心臓にドンという強い衝しよう撃げきを感じて「うっ」と俯うつむいた。瞼まぶたに指をねじ込まれ、ぐるんと裏返されたように眼球が痛みと熱でカッと熱くなる。咄嗟に両手で覆おおおうとした矢先、足元がぐらりと波打った。驚きで呼吸が浅くなるのをなんとかやり過ごして目を強く瞑つむる。なに……これ、痛い。一体なんなの？　もしや自分は気がつかぬうちに化け物に襲おそわれて、死んだのだろうか。え、でもこんなに呆あつ気けなく??

　けれどそのうち、痛みがさぁっと引いていった。

　……今のは一体、なんだったのだろう？

　不思議に思いながらも朱里が次に目を開けた瞬間────。




「……な、なんで？」




　朱里は膝からガクリと地面にくずおれた。

　どうして？　なぜ??　こんなことがあるわけがない。でも、でも、でもでもでもでも。

「だって」

　朱里は地面に膝ひざを折ったまま部屋の中を見渡した。八台ほどある木製デスクの上にはなにも置かれていなかったが、整然としたデスクの配置と後ろの壁にある黒板のお陰で、ここがどこかは理解できた。

「どうして、職員室になんか……」

　つい数秒前までは確かに２年４組の教室にいた筈はずだ。なのに奇妙な感覚に襲われて目を開けると朱里はここにいた。なぜ？　わからない。確認するまでもなく、職員室には自分一人しかいない。なぜ？　どうして？　自分に教室を移動した記憶はない。他のクラスメイトはどこにいるの？　いやだ。

「あ、あたしはまだなにも、やっていない」

　呆ぼう然ぜんとしながらも朱里が立ち上がった時、職員室の戸がカラカラ……と、開いた。朱里は大きな目をさらに見開く。

　スライドされた戸の隙すき間まから、大きな黒い目玉が朱里のことをじっと見ていた。

　朱里はすぐに職員室の壁時計を見み遣やり……そうして深く、絶望した。

「……噓うそでしょ」

　午後２時21分。

　チャイムが鳴ってから、まだ１分しか経っていなかった。

　矢先、戸の隙間からこちらを覗のぞいていた黒い目玉が、ぐにゃりと弓の形に反る。

　そうして化け物が今、自分に微笑みかけているんだと理解した瞬間、朱里は地面を強く蹴けって駆け出した。




　──伯爵様、伯爵様。

　もしも願いを叶えてくれるなら、江差歩をとても素敵な外見にしてください。

　たとえば清きよ里さと栄えい次じみたいな絶世の美少年に。

　日高藍作のようなスタイルのいい長身な美形に。

　私はダサい人とは付き合いたくないのです。だって、ファッション雑誌にも載ったことのあるオシャレな私が、太った男と並んで町中を歩くなんて、それはとても醜いでしょう。

　折せつ角かくの青春。誰だれもが羨うらやむようなカッコイイ彼氏がほしい。

　それに、耐たえきれないのです。江差歩のたぷたぷとした体が。怠たい慢まんと同義語の脂肪が。

　あんな体でパルコとか、アウトレットとか、ルミネとかで買いものする時どうするのだろう？　サイズないでしょ？　ていうか、試着室に服持ってくこと自体無理でしょう？

　太ってることが、センスがないことが、恥ずかしくないのか??

　だから伯爵様、そんな江差歩を……たとえばそう、少女漫画に出てくるような王子様に変身させてください。身長百八十センチ。柔やわらかい黒髪に通った鼻筋と二ふた重え瞼まぶた。細身だけど筋肉質。そんな素敵でメルヘンな魔法をどうかおひとつ、彼の身に。

　もしもそれができないなら、私のこの意い固こ地じな性格を直してください。

　人の外見の良し悪しなど決して気にしなかった、小さなこども時代に。

「歩は、笑ってる顔が一番かっこいいね」と、素直に言えたあの優しい女の子時代に。

　そうすればきっと彼に、素直に「好き」と言えるだろうから────。




　職員室を出ようとしたが、出口は全て塞ふさがれていた。退路が絶たれている。朱里は小さくため息をついて祈るように両手を組んだ。頭の中を走そう馬ま灯とうのように駆け巡めぐったが、一番最後に見えた映像は想像していた通り、江差歩の笑顔だった。……ああ、ああ、ああ！

「ああ、伯爵様かみさま」

　朱里は、自分の心臓が食い破られた音を聞いた。
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　教室でチャイムの音を聞いた瞬間、頭や心臓に激痛が走った。「痛い」と強く思った。こんなに激しい痛みを感じたのは小学生の頃、ジャングルジムから足を滑すべらせて頭から地面に落下した時以来だ。……いや、でも、中学生の時にうっかりサドルの外れた自転車に跨またがった時も相当痛かった、特に股またに集中砲ほう火かを食らった。

　それともあの時の方が痛かっただろうか？　いや……、けれど。

　芽め室むろ唯ゆいは、旧校舎の北西に位置する女子トイレの個室に閉じこもり、口元にジャージの裾すそを強く押し当てて、ふーっ、ふーっと漏もれる息を殺していた。

　チャイムが鳴った直後、唯が目を覚ますとそこは女子トイレの前の廊ろう下かだった。

　どうして自分はここにいるのだろう？　確か、教室にみんなといた筈なのに………。

　唯は束つかの間ま疑問に思考を奪うばわれていたが、薄暗い廊下の奥に、あの化け物を見つけて息を止めた。すぐに腕時計で時間を確かめる。

　午後２時21分。

　信じられないことに、チャイムが鳴ってまだ１分しか経っていない。唯は泣き出しそうになるのを頰ほおの内肉を嚙かむことで耐たえた。

　落ち着かなければ。ここで声を上げたら気づかれてしまう。

　胸に手を当てながら物音を立てないように移動する。そして唯は女子トイレの個室に駆け込むと、急いで施せ錠じようした。

　そうして今に至るのだが────。

　キィッ……とトイレの扉とびらが開く音が聞こえて、唯はびくりと戦せん慄りつした。

　──来た。

　ぺたん……ぺたん……。

　やけに湿しめり気のある足音が女子トイレに響く。誰かが入ってきたのは明白だった。

　女子トイレには四つの個室と掃除用具入れがあり、唯がいるのは手前から四つめの個室だが──カリカリと掠かすれた音がして、唯は思わず「ひっ」と声を漏らしてしまった。誰かが自分の入っている個室のドアを爪つめで引ひっ搔かいている。……バレているのだ。

　自分がここに隠かくれていることを相手は既すでに知っている！

　唯は慌あわてて個室の中からドアノブが回らないように押さえた。だが、外にいるものはしつこくドアを爪でこすっている。

　ドアノブも無ぶ遠えん慮りよにガチャガチャと回され始めて、唯は自分の気が徐々に狂いそうになっていくのを感じた。キーンという耳鳴りが聞こえる。それはまるで遠くから近づいてくる電車のように、だんだんと大きくなる。やめて、やめてほしい。唯は必死に抵抗する。けれど音の程度はより一層激しくなっていく。

　ガリガリガリガリガリガリガガガガガガガ！！！　《化け物》が怒っている。それも相当に怒っている。ドアも激しく揺ゆさぶられ、唯の我が慢まんは限界に達した。

「もうやめて!!」

　思わず、外に向かって叫んだ。

「お願いだから……もうやめて」

　このままだと本当に、本当に頭がおかしくなる。唯は頭こうべを垂たれるようにして、片耳を手で覆った。すると……どうだろう？

　トイレの中に静せい寂じやくが戻ってきた。

　唯は俯いたままドア下の隙間に視線を潜もぐり込ませる。そこからは誰の影も、足も、見えない。もしかして……諦あきらめて去ってくれたのだろうか？





ずるっ。






　しかし、唯が安あん堵どしたのも数秒。ぬるついた音が、頭上から聞こえてきた。

　それは、誰かが隣の掃除用具入れの壁を乗り越えて、まるで柔じゆう軟なんなトカゲのように壁を伝って、ずるり、ずるり、と這はいずり下りてくる音だった。

　自分の真後ろから、ぺたん……と、誰かの両足が地面につく音が聞こえた。本当に、すぐ後ろからだ。息遣いが聞こえるほどの至近距離。

　いる。

　間違いなく、私の、後ろに。

　唯は慌ててドアに手をかけた。が、なぜか鍵かぎが内側からも開かなくなっていた。『閉じ込められたんだ』と理解した瞬間、思わずジャージのポケットに忍しのばせていたカッターナイフを両手で握にぎりしめた。どうにか、どうにかして逃げなければ。チキリ、チキリと刃を押し出して、ありったけの勇気を振り絞る。

　そうして肩ごしに背後を振り返ったはいいが──《化け物》はやはり、予想以上に近い距離に立っていた。

　距離はたったの５センチ。唯は寄り目がちにソレを凝視した。肌がざわっと粟あわ立だつ。

《化け物》はそんな彼女をじっと見たのち、口を大きく開いて、確かに言ったのだ。




「うしろの正面、だあれ」




　──個室のドアが外から蹴け破やぶられ、唯の細い腕を誰かが摑つかんで外に引きずり出したのはその直後だった。唯はつんのめって目の前のクラスメイトの胸に飛び込む。
















　１秒遅れで、唯の後ろから牙きばと牙がガチンと嚙み合う音がした。

　あと少し遅かったら、首から上が切り離されていたかもしれない。

「あ……」

　声にならぬ一声をあげる唯の前には、肩で息をする檜ひ山やま徹てつ星せいがいた。唯の叫び声を聞きつけて駆けつけてきたのだろうか。乱みだれた前髪が徹星の右目に無む造ぞう作さに落ちている。

　そのまま徹星は舌打ちすると、護身用にと選んだケレンハンマーを、化け物の頭部めがけて思い切り振り上げた。

　ごりっと、くぐもった音が唯の耳に聞こえた。

　徹星の振り下ろしたケレンハンマーの刃やいばは、化け物の頭部を見事に引き裂いた。真っ二つに裂けたそこから、赤黒い血が溢あふれ出す。

　化け物は壁に背をつけたまま、ずるりとその場に膝を折った。トイレの個室の床も、壁もなにもかも真っ赤に染まる。

「なにぼうっとしてんだ、走れのろま。そいつまた起きてくるんだよ」

「檜山君、待って……」

　唯は声をかけたが、徹星は既に走り出していた。唯も必死に追いかけた。

「な、なんで教室が、チャイムが鳴ったら、場所が変わってて！」

「俺も起きたら体育館前にいたから知らねえよ。今何時？」

「に、にじ……２時28分」

　唯は慌てて時間を確認した。同時に泣きそうになるほどほっとした。残りの休み時間はあと僅わずか２分を切っている。これさえ過ぎれば千ち代よほど長く感じた〝今日〟が終わるのだ。

「ぎゃあああ！！！」

　しかし、この世の終わりを見たような絶望的な叫さけび声が聞こえて、徹星は足を止めた。ブレーキが効かず、後ろを走っていた唯はその背に激突する。

　徹星の「いてえ」と言う文もん句くが唯の耳に届いた。けれど唯はすぐに「今の声……」と、近くの教室を指差した。

　なにも書かれていない錆さび付いたプレートが、風も吹いていないのにキィッと揺れている。続いて二度目の耳をつんざく悲鳴。

　それは紛まぎれもない、あの人の声だった。

「……おい、まさか」

　徹星はケレンハンマーを握りしめたまま、弾はじかれたように声がした教室の戸を開けた。唯も追って駆け込む。そして、「……ひっ」と、唇を震わせた。

　教室の窓際。

　今まさに、化け物の鋭するどい歯によって左胸を嚙みちぎられた清里栄次が、虚うつろな瞳で虚こ空くうを眺ながめていた。




　どこからだろう。休み時間終了のチャイムが鳴っている。
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　叶えたい願いがある。どうしても、叶えたい願い。

　それはもう、自分がどう頑張っても苦労しても叶えられない願い。努力も、勇気も、すべて試してみたけれど無む駄だだった。悲しいほどに徒と労ろうに終わった。

　だから自分は去年の春に、七なな城しろ高校の門をくぐったのだ。

　自分は最初から、なにがなんでも《伯爵様》に願いを叶えてもらうつもりでここに来た。







　授業終わりのチャイムが鳴ってすぐ、池田寧々は体育館で化け物と対たい峙じしていた。教室にいた筈なのにどうして自分が体育館にいるのかはわからなかったが、でも、そんなことは瑣さ末まつな問題だった。自分にとって今重要なのは、目の前に跪ひざまずくように倒れている敵がいつ死ぬか。ただそれだけ。

「まだ死なないのかなぁ」

　寧々は退たい屈くつそうに、充電式のヘアアイロンのコテを化け物の眼球にジュウゥゥゥッと当て続けた。どうやら相手にも痛覚はあるらしい。化け物は顔の皮ひ膚ふを、眼球を、どろどろに焼かれながらギャウギャウと悶もだえていた。その手が何度か寧々の足に伸びたが、その都度寧々は反対の手で持っていたピンセットで、化け物の手を容よう赦しやなく突き刺さした。ぶすっと肉を突き破る感触。決してサディスティック嗜し好こうはないが、中々に悪くない。

　とうとう化け物の右目がぼたっと体育館の床に落ちた時、終了のチャイムが鳴った。

　途と端たん、寧々の前にいた化け物の体が蜃しん気き楼ろうのように、すうっと霧む散さんする。

　その眼がん窩かから流れた赤い涙が、寧々のヘアアイロンを最後に少しだけ汚よごした。

　……なるほど。こう消えるのか。しかしコイツらにはもっと致ち命めい的てきな弱点はないのだろうか。何度も復活されてはこちらもしんどい。

　寧々は考えあぐねながら、ヘアアイロンのスイッチを切った。マックスにしていた温度調節ダイヤルをチキチキと下げる。あとでコテ部分を水で洗わなきゃ。

「宗そう介すけ、大丈夫ぅ？」

　寧々はスカートの裾すそをいじらしげに気にしつつ、床に尻しり餅もちをついている歌うた内ない宗介の目の前に笑顔でしゃがみ込んだ。彼もまた、寧々と同じく体育館に飛ばされたクチだった。

「あ、ああの、あああありがと、う。池田」

　宗介はどもりながらもなんとか声を振り絞しぼる。視線がキョロキョロと落ち着かないのは、寧々のような派手な人間と接する機会が、今までなかったからだろう。

　……知っている。見てて痛いくらいにわかるよ宗介。

　宗介が、周囲に大きな劣れつ等とう感かんを抱いだいていることも知っている。

　そうして大きな劣等感を抱かかえる人間には、立派な人間ほど悪者に見えることも。

「あのね、そんなに気にしなくていいんだよぉ。だって、同じクラスメイトじゃない」

「で、ででででも」

「助けるのは当たり前だよ。だって寧々達、１年も２年も同じクラスだったんだよ？」

　寧々は色っぽい体を煽せん情じよう的てきによじってから宗介を優しく抱きしめた。自分の腕の中で宗介の体がガチガチに固まるのがわかる。反応は上々。悪くない。

「あのね宗介。寧々、怖かったけど、でも宗介とずっと二人っきりになりたかったから嬉しいんだよ。寧々、宗介に相談したいことあったんだぁ」

「そ、そそそそ相談？　え、えええゅ、ええ、俺に？」

「なぁにその顔。寧々が宗介に相談したらおかしいっていうの？」

「い、いいっ、いや……」

　寧々は宗介の顔を覗き込むようにして首を傾かしげる。

　宗介はわけがわからないとでもいうように寧々を見つめているが、口元の微妙なゆるみは満まんざらでもなさそうだった。けれど瞳の色はやはり、頼りない。

　でも、それでよかった。頼りないくらいが調度がいい。

　同性は却きやつ下か。女はすぐ裏切る。芽室唯も好きは好きだが、《伯爵様》が関わってくるなら別だ。自分は物事を潔いさぎよく、スッパリと切ることができる。

　日高藍作や檜山徹星、清里栄次はまず使えない。彼らは自分のような〝バカ女〟とはどこか距離を置きたがってる。江差歩には岩見沢与という最強のドーベルマンがついているし。天て塩しお文ふみ彦ひこは……目もつ下か、タイミングを計り中。

　そこへいくと宗介は文句の付けようがなかった。

　劣等感の塊かたまり。コンプレックス男。彼はいつも小しよう心しん翼よく翼よくな態度で体を丸めている。

「あのね、寧々思うんだけど。日高達ってなにか隠し事とかしてそうじゃない？」

「かかかか、隠しごと……？」

「そぉー。だって、なんかあそこだけ協力して動いてるっていうかさぁ。もちろん寧々だってちゃんと力になりたいけど、あのメンバーって元々仲いいから輪の中に入りにくくて……それに、こそこそ喋ってることも多いし」

　準備していた台詞セリフを告げる。最後の言葉は殆ど適当に、ただただ宗介が猜さい疑ぎ心しんを抱くようにとってつけた言葉だったが、元よりクラスメイトに心を開ききれていなかった宗介にさらなる不信感を与えるには効果覿てき面めんだった。

　宗介の瞳がゆっくりと眇すがめられる。疑惑に満ちたその眼差し。瞳の奥の薄暗さ。

　人の心が汚れていく様を身近に感じ取ることができて、寧々はぞくりと体を震わせた。

　……本当に、生ぬるいクラスメイトばかりでよかった。この調子なら、自分が最後に生き残ることができるだろう。

「だから寧々はいつも一人でいる宗介のことだけ信じてるんだ」

　寧々は宗介の生白い首に小刻みにキスを落とし、同級生の反応をひとしきり楽しんでから薄く微笑んだ。




　しかし、あの八や雲くも加か奈な子こがいなくて本当によかった。

　あの女がいれば必ずや、自分の障害になったことだろう。
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　一体どうすればいいのだろう？　休み時間終了のチャイムが鳴って５分が経ったが、未だ檜山徹星と共に空き教室にいた芽室唯は困り果てていた。もちろん《化け物》の姿はもうない。時間終了と共に、サラサラと砂が風に吹かれるように消えたのだ。その代わり……。

「だって……こんなのあんまりだよ。血も涙もない」

「な、泣かないで、ね？」

　唯は困ったように眉尻を下げながら────「あんまりだぁ！　わあああああん！！！」そう、さめざめと泣き続ける清里栄次の背をさすった。

　声を湿らせる美少年の両手には、胴体が真まっ二ぷたつに折れた美少女フィギュアが一体。

　化け物に左胸を食われた栄次。だが彼はその時、持参した美少女フィギュアを学ランの胸ポケットに入れていたので間かん一いつ髪ぱつ、危険を回避したのである。

　しかしその代だい償しようは大きい。

　代わりに、栄次が大事にしてる恋人（二次元の嫁）が犠ぎ牲せいになったのだ。

「唯ちゃん……でも、キラリたんは俺の身代わりになったんだよ？　恋人を犠牲にしてしまうなんて、俺って男はなんてダメな奴なんだろう。痛かったろうに……キラリたん。ああ、俺をどうか許してほしいお、キラリたん！」

「……あのね清里君、大丈夫。絶対天国の『キララちゃん』も許してくれるよ」

「『キララちゃん』じゃなくて『キラリちゃん』。そこ絶っ対に間違えないで唯ちゃん」

「あ、ごめん……」

「おぅふっ、神よ、なんと酷い仕打ちを我に課してくれたのか！」

　栄次は陶とう器きのようになめらかな頰ほおを、フィギュアの割れた腰にすり寄せながら絶ぜつ叫きようした。本当に、残念な男だった。

「……付き合ってらんね。もう行こうぜ」

　ややあって、痺しびれを切らした徹星が動いた。さすがに待ちくたびれたのだろう。

「悪い芽室、持ってて」

　徹星はケレンハンマーに付着している血を、学ランの裾に押しつけるようにして拭ぬぐって唯に預けると、包帯の巻かれていない左手で栄次の襟えり首くびを摑んで教室を出た。

　栄次は苦しそうにグエグエえずきながら抗こう議ぎする。

「酷いよ徹星！　俺、まだこんなに悲しんでるのに！」

「５分も泣いてたら充分だろ。とりあえず他の奴らと合流しねえと……まず元の教室行くか。めんどいけど」

「血も涙もない男だね徹星は。彼女は俺の代わりに犠牲になったんだよ？　まだ設定上17歳なのに」

「また買えばいいじゃん」

「なにもわかってないよ、徹星は！」

「俺がわかってても嫌だろ」

「あのね、フィギュアは一体一体職人様の手作りなんだよ。人の手が加わっているから、口元や目元、指先や色や角度が肉眼ではわかりにくいけど、微び細さいに繊せん細さいに可か憐れんに違っている。つまり世界に同じフィギュアは一体たりとも存在しないんだ。わかる徹星？　つまりね、俺のキラリちゃんは世界で一人なんだよ。温あたたかい血を流さなくたってね、呼吸ができなくたって、たとえ喋ることができなくても、彼女は俺の中では生きてるんだよ！　キラリちゃんは……わああああん！　死んでしまった！　キラリちゃんが死んでしまった！」

「へえへえ」

　徐々に悲しみメーターを振り切っていく栄次を適当に受け流しながら歩く徹星。

　唯はそんな彼の背を見つめてから、受け取ったケレンハンマーに視線を落とした。徹星が制服で拭ってくれたお陰で、もう血はついていない。

　徹星のそういう細やかなところが紳しん士しだなと唯は思う。

　自分は血なんて気にしないのに。いや、気にしたいが弱音を吐はいても無駄だろう。現に、クラスメイトの数人はもうこの状況をしっかり割り切っている。

　旧校舎という箱の中。

　そこで起こる事実を受け入れ、目を逸そらさず、次のことに取りかかる。その筆頭は間違いなく日高藍作だと唯は考える。

　思えば大おお麻あさ千ち晶あきの時もそうだった。

　去年の十二月。朝のＨＲで担任教師の栗くり山やまが、なんの感情もこもっていない声で『大麻千晶が昨日、亡なくなった』と素っ気なく伝えた時、どの生徒も長い時間表情を曇くもらせていたけれど、唯の斜め前の席にいた藍作は数秒眉を寄せたあと、頰ほお杖づえをついて視線を窓の外に逃がした。

　降り積もっていく雪を気にしているのかと思ったが、藍作の瞳ひとみにうっすら、本当にうっすらだったが、涙が浮かんでいることに気がついた唯ははっとした。

　……藍作も、泣くことがあるのだ。

　率直にそう感じたのを覚えている。




　その後。藍作と二人きりで話す機会が訪れたのは、その日の休み時間だった。唯が本校舎二階に置かれた自販機にジュースを買いに行くと、偶然そこで彼と鉢はち合あわせたのだ。

『ねえ日高君。朝のＨＲの時……もしかして泣いてた？』

『……よく見てたね芽室』

　唯が訊たずねると、藍作は困ったように肩をすくめた。そのまま廊下の窓のサッシをガラリと開けたので、唯はなんとなく藍作の隣にちょこんと並んだ。

　空からは白い雪がしんしんと静かに落ちてくる。

『雪、積もるかなぁ』

『どうだろう。でも積もったらそれはそれで面倒だから嫌だな。男子寮の雪かきってさ、１年の担当になってるから積もったら毎朝５時起きになるんだよなー』

『そうなの？』

『そうそう。しかも、運動部はほとんど全員駆り出されるから地じ獄ごくだよ。それに、淳あつしとかの野球部が加わるともう最悪。あいつ雪だるま作りたいって言ってすぐ脱線するから』

　それから藍作は自販機に小こ銭ぜにを投下すると、唯の好きなミルクティーのボタンを押した。そして受け取り口から缶を取り出して唯に手渡す。

『ありがとう』

『大麻が屋上から落ちた時、もしも雪が積もってたら奇跡的にでもいいから、まだ生きてたんじゃないかなって朝考えてた』

　藍作はどこか影のある声で言った。前置きはなかった。

『でも、ＨＲのあとさ。隣のクラスにいる広ひろ樹きのとこに貸してた辞書取りにいったら、〝ありえない〟って怒られた』

『広樹君が？　どうして？』

『クラスメイトの死を告げられたばっかなのに、俺が全然悲しんでるように見えなかったんだって。冷れい徹てつな奴だなーって言われた』

『……日高君は、ちゃんと悲しんでたよ。私にはそう見えたよ』

『………』

　藍作は沈ちん黙もくしたまま、窓の外に手の平をかざした。雪の結晶は驚くほど綺き麗れいで大きい。おそらく一晩もあれば、七城を真っ白に染めあげてしまうだろう。

　唯はミルクティーの缶を抱えたまま、藍作の整った横顔を見上げた。

　喪そう失しつ感かんを早く乗り越えることができるこどもは強いと思う。

　そうして藍作はおそらく、クラスの中で誰よりも早くそれを達成した人なのだ。そうしなければ前に進めないし、もっと泣いてしまうだろうから。

　けれど唯はそれを藍作に伝えることができずに押おし黙だまった。

　でも本当は、あの十二月の冬に──そう伝えたかった。伝えて、あげたかった。




「……なんでぇ」

　──クラスメイトの泣きじゃくる声が聞こえて、唯は現実世界に戻された。

　発信元はちょうど生徒玄関前の廊下。徹星と栄次と三人で教室に戻る途中のことだった。

　栄次の泣き声とはまた違う、女の子の声。

　唯は生徒玄関を見て──そして察し、「ああ」と胸を痛めた。




　唯の視線の先には、口の中いっぱいに布を押し込まれたまま、顔を横に向けたうつ伏せ状態で倒れているクラスメイトと、それにしがみついて泣きじゃくる少女の姿があった。

　泣いている女の子に外がい傷しようは見当たらない。

　一方、倒れているクラスメイトの首の頸けい動どう脈みやくはばっさりと真横に裂さかれていて、そこから流れる血が床を染めあげていた。

　絶ぜつ命めいしているのは、明らかだった。

「そんな……な、なにが、なにがあったの？」

　唯は体を小こ刻きざみに震わせながらクラスメイトに近寄った。泣いている少女の肩を軽く揺さぶるが、彼女は亡なき骸がらにしがみついたまま喋るのでうまく言葉が聞き取れない。

　その時唯は、死者の口元からはみ出している布に目をやった。それは……どこかで……そう、どこかで見たことのある布だった。白地に濃のう紺こんと金の縁ふち取どり。右の隅すみには筆記体で《Nanashiro》と刺し繡しゆうされている。

　それは、七城の生徒全員が入学する時に必ず貰もらう、学校指定のハンカチだった。

「……外そと履ばきが全部なくなってる」

　唯がハンカチを凝視している中、下駄箱まで足を伸ばした栄次が違い和わ感かんを指摘した。

　栄次の言う通り、生徒玄関にも下駄箱の中にも、靴という靴は一足も見当たらなかった。唯が今日履いてきたローファーも消えている。

《伯爵狩り》をしている時に、生徒玄関を見て回った徹星と栄次から、生徒の外履きが一足、足りなくなっていることは聞かされていた。そうして誰の靴が足りないのか、わからないことももちろん……けれど、一体どうして？

　化け物達が持ち帰ったのだろうか？　でも、靴なんて持ち帰ったところでなんの役にも立たないだろう。だって化け物はあんなにも唯を、人間を、執しつ拗ように狙ねらってきたではないか。

　唯はふっと、生徒玄関の窓ガラスに目を向けた。

　遠くに見える本校舎から生徒が出てくるのが見えた。遠すぎて顔は判別できず、どの生徒もこの距離からだと黒い小さな点にしか見えない。

　けれど唯は今、あの黒い点のどれかになりたくて仕方なかった。

　無性に胸が熱くなる。熱い塊が胸にこみ上げた。

　徹星が、地面に落ちていたカッターナイフに手を伸ばした。すぐ側に血に濡ぬれた刃も落ちていたが、それには視線を伸ばすだけで終わった。

　クラスメイトの頸動脈をさばいたと思われるカッターナイフは、七城高校の購買部によく並べられているタイプのものだった。

　ペンケースの中やポケットの中に入れて持ち運べるサイズのもの。

　どんな生徒が持っていても、おかしくない凶器。

　唯はこめかみを押さえながら、「まさか」と軽く頭を振った。

　七城高校指定のハンカチ。

　刃の欠けたカッターナイフ。

　首〝だけ〟裂かれた同級生。

　………彼女はなぜ、絶命したまま生徒玄関の前にいるのだろう？　もしもあの化け物に襲われたならば、幾いく千ち世せ青せい二じ達のように連れていかれるのではないだろうか？　なぜ？　どうして死体がここに残っているのか。ハンカチを口に詰め込まれた……理由は？

　こんなことをしたら〝叫びたくても、叫べない〟。

「嫌だなぁ……」

　唯と同じように、窓ガラス越しに見える黒い点を眩まぶしそうに眺ながめる栄次が言った。

「もしも本当にデスゲーム的なのが始まったら、俺、絶対に生き残れる自信ないよ」




《もしもわたしを探せないのなら、どうか、ひとりになってください》




　クラスメイトの亡骸の側で泣き崩れる東藻琴音を抱きしめながら、唯は《学級日誌》に書かれていた内容を思い出す。

　どこか安らかな表情を浮かべて絶命しているクラスメイトの右手には、血を被ったカエルのマスコットが大切そうに握られている。その側には、赤い血で書きなぐったような文字が記されていた。誰の字かわからない。けれど、怒りを含んでいるのは明らかだった。そういう文字だった。血の掠れ具合が、それを強く物語っていた。




　ウラカワイクミは知りすぎた！
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　その日最後の犠ぎ牲せい者しやは、霧きり立たち朱あか里りと浦うら河かわ郁いく美みだった。

　前者の死は、職員室に転がっていた『カラーコンタクトがはまった眼球』で察しがつき、後者の死は生徒玄関にあった亡なき骸がら自体がそれを知らせた。

　問題は、郁美の死に方だった。

　彼女の死はおそらく、人間が手を下したものだ。そうしてそれは２年４組の生徒にしか成せない殺人に違いない。日ひ高だか藍あい作さくはそう、考える。

　なぜなら旧校舎には今、〝11〟名の同級生しかいないのだから。
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　─────14時59分。







「だっ、誰が浦河さんを殺したの!?」

「……落ち着いて、光ひかる。この中の誰かがやったってまだ決まったわけじゃないよ」

「だって唯ゆい、この旧校舎には私達しかいないんだよ？　おかしい……おかしいよ」

　クラス全員で話し合いたいことは、たくさんあった。

　たとえば、自分達は14時20分────10分休みのチャイムが鳴る直前まで、朝から使用している２年４組のこの教室にいた筈はずなのに、始まりのチャイムが鳴った瞬間、それぞれ旧校舎の至るところに〝飛ばされて〟いた。

　──こんなこと、絶対にありえない。

　日高藍作は右の手の平で目元を覆おおうと、痛みを感じるほど強く瞼まぶたを閉じた。

　……瞬間移動？　馬鹿馬鹿しい。それならまだ、あの得体の知れない化け物の存在の方が容認してやれる気がした。

　けれど────散り散りになったとはいえ、二人を除いたそれぞれが奇跡的に化け物を回かい避ひして、教室に戻ってきたところまではよかった。ある者は協力し合い、ある者は武器で乗りきり、ある者は身を隠かくして、またある者は逃げきった。

　それは藍作も同じだった。

　気がついた時、藍作は東にある化学室の中にいた。

　そうして「どうして自分はここにいるんだろう」と思った瞬間、目の前の机の陰から、「───ばぁ」っと、化け物が顔を覗のぞかせてきたのだ。

　心しん臓ぞう麻ま痺ひでも起きそうなほど驚おどろいたことを、藍作は一時間経った今でもよく思い出せる。

　すぐにあとずさったが遅かった。化け物は既に藍作めがけて首を突き出し、鋭するどい牙きばが自分の首筋を食いちぎろうとしていた。

　藍作の斜ななめ後ろで気がついた天て塩しお文ふみ彦ひこが、持っていたカッターナイフを三本、化け物めがけて素早く投げたのは運がよかった。だが、普通のナイフと勝手が違うのか、うち二本は軌き道どうが逸それた。かろうじて最後の一本が化け物の眼球に深々と突き刺さった時、化け物は獣けもののような雄お叫たけびをあげて悶もだえ苦しんだ。

　それでも、致ち命めい傷しようを負って尚なお、藍作に襲おそいかかろうとしてきたので、二人は慌あわてて化学室を飛び出した。すると、数メートル先で化け物に追いかけられている釧せん望ぼう台だい光を発見した。ショックで痙けい攣れんを起こしている彼女を文彦と二人がかりで救出し、ひとまず２年４組に戻ろうとする途中で終了のチャイムが鳴ったのだ。

　光が安あん堵どのあまり泣き崩くずれてしまい、藍作は彼女を背負って文彦と共に教室に戻った。

　念のため用心しながら教室の戸を開けると、壁に背をもたせかけながら座っている江え差さし歩あゆむと、足を組んで席についている岩いわ見み沢さわ与よがいた。

　二人はそれぞれ別の場所で目を覚ましたが、奇くしくも襲しゆう撃げきに遭わずに戻ってこられたという。

　──遅れて数分後。

　体育館に飛んでいたという池いけ田だ寧ね々ねと歌うた内ない宗そう介すけも、教室に戻ってきた。

　問題は、それからさらに数分が経ったあとだった。

　教室の戸がガラリと引かれて、郁美を片腕で背負っている檜ひ山やま徹てつ星せいと、東ひがし藻も琴こと音ねの両腕をそれぞれ自分の肩に回して支えている、清きよ里さと栄えい次じと芽め室むろ唯が戻ってきた。

　三人の顔色は蒼そう白はくだった。なにかよくないことが起きたのは明らかだった。

「浦河がやられた。多分、人間に」

　徹星が吐き捨てるように、教室にいるクラスメイトに告げた。

「刃の折れたカッターと、七城のハンカチがあったよ。ハンカチは浦河さんの口の中に詰め込まれてた。多分、叫び声をあげさせないようにするためだと思う」

　栄次が二つのアイテムを机の上に置く。そのどちらにも血はついていなかった。多分徹星が自分の服の裾すそで拭ぬぐったんだろう。現に徹星は、脱いだ学ランを腰に巻きつけていた。

　藍作はなんとなく、そう思った。




　──そうして一時間後の今現在。

　郁美の死体は、教室の片かた隅すみにひっそりと寝かされていた。

　頸けい動どう脈みやくが切られた首には、栄次の学ランがかけられており、その対極には、唯の膝ひざ枕まくらで気絶している琴音の姿があった。

「誰が郁美を殺したかなんて、考えなくてもわかるじゃぁん。寧々は、琴音だと思うなぁ」

「池田、滅めつ多たなこと言うもんじゃないよ」

『浦河郁美を殺した犯人探し』を始めようとする寧々を藍作は窘たしなめた。この不ふ穏おんな空気の中での『犯人探し』は、絶対に避さけなければいけないことの一つだ。

　にもかかわらず、寧々は蜜みつを吸ったような甘い声で続けていく。

「寧々だってぇ、クラスメイトのこと疑うたがいたくないんだよ？　でも、檜山達が生徒玄関に着いた時は、郁美の側に琴音がいたんでしょぉ？　それだったら犯人は琴音しかいないんじゃないの？　自分の持ってるハンカチを郁美の口に詰め込んで、叫べないようにしてから、カッターでうすーい首の皮をザシュッて」

「ね、寧々ちゃん！」

　唯がたまらず声をあげる。

　けれど寧々は顔をつんと横に逸らせて、不ふ貞て腐くされたように頰ほおを膨ふくらませた。

「だってぇ普通に考えたらそうなるんじゃないの？」

　肌身離さず持っているアイロンのコテを自分の首に当てることで、寧々はカッターを連想させた。藍作はメガネのレンズを拭ふきながら、小さくため息いきをつく。

　甘ったるい声と、語尾を過か剰じように伸ばした幼よう稚ちな喋しやべり方のせいか、寧々の言葉に悪意の影が見えないことが藍作を困らせた。

　これで自己中心的な発言に聞こえればそれなりの対応もできるのだが、寧々の言葉はどれも小さなこどもの『お母さん、どうして太陽は光ってるの？』『お父さん、どうして地球は青いの？』云うん々ぬんの、純じゆん粋すいだからこそ出てくる質問にしか聞こえなかった。

　そんな彼女の隣には光が座っているが、彼女はすっかり憔しよう悴すいしきっている。藍作達が話し合いをしている間、言葉は挟はさむものの顔には疲ひ労ろう感かんが浮かんでいる。

　時折、唯が心配そうに視線を向けるが、その気遣いには気づいていないらしい。

　人と人との絆きずなが、浦河郁美の死によって静かに崩れていく気配がする。

　藍作は大きく深呼吸する。また、頭の中にいつもの鯨くじら幕まくが浮かんだ。

　ふわりとたなびき続ける幕の下に、今度は女子生徒二人分の足が見える。

「それに、学級日誌にだって書いてあるでしょ？　『最後の一人になれば願いが叶かなえられる』って。琴音はそれを実行しようとしたんじゃないのぉ？　寧々、琴音が伯はく爵しやく狩がりしてるところ今年の二月くらいかなぁ、見たことあるもん」

「お前だってよく探してるじゃん」

　教室の入り口に一番近い席にいる徹星が口を出す。

「つうか、伯爵様信者だろ」

「だって寧々、伯爵様にもっともっと可か愛わいくしてもらいたいもん。そういう願いがあるんだから探すのは当たり前でしょ？　それで言うと、琴音にはクラスメイトを殺してでも叶えたい願いってあると思うよ、ほら去年あったじゃん……『生着替え盗とう撮さつ事件』」

「池田さん！」

　藍作の隣に立っていた文彦が珍めずらしく声を荒らげた。ただその性格からか、声にはどこか寧々に対しての遠えん慮りよも感じとれる。「なあに、〝文彦ちゃん〟」寧々がゆったりと足を組み替えた。

「……それは今ここで言うことじゃないと思うんだけど、僕」

「どうして？　だってみんな知ってることでしょ。話題に出さないだけでさぁ」

「誰かが知ってる、知らないとかの問題じゃないよ。それに今、この旧校舎でその話はやめてほしい────僕、その話題嫌いなんだ」
















　鋭い口調で寧々に詰めよる文彦に、藍作も、同じく他のクラスメイトも目を見開いた。

　いつも人の意見をまるごと受け入れる文彦が、ここまで自分の意見を相手にぶつけるのは極きわめて稀まれなことだった。束つかの間まの沈ちん黙もくをおいて、唯が助け舟を出す。

「あのね、琴音ちゃんが生徒玄関で気絶する前に教えてくれたんだけど、琴音ちゃんが目を覚ました時にはもう郁美ちゃんは生徒玄関に倒れてたんだって。だから誰がやった、とかはわからないと思うの」

「じゃあ誰が郁美を殺したの？　だって、カッターとハンカチなんて、絶対化け物の仕し業わざじゃないよね。人間がヤッたことだよね……？　この、この旧校舎の中にいる人間しかいない。この中にいる人しか考えられないんだ……よね？」

　震ふるえる指先でリップクリームを唇に押し当てたまま光が問いかける。唯が困ったように「光」と呼んだが、長い黒髪をカーテンにして、光は視線を頑かたくなに跳はね除のけていた。

　教室内の空気が、どろどろに濁にごっていくのを肌に感じる。気が狂いそうだ。

　続けて寧々が「でもさぁ」とさらに言葉を紡つむごうとしたので、藍作は先手を打って声を発した。これ以上、雰ふん囲い気きを乱されたら〝ほんとうに〟収集がつかない。

「確かに俺も、浦河に手を出したのは化け物じゃなくて人間だと思う。アイツらって執しつ拗ように俺達を狙ねらうし、まず〝齧かじって〟くるだろ。でも、俺達全員、最初はこの教室にいたはずなのに、チャイムが鳴った瞬間バラバラに飛ばされた。それからは全員目が覚めて誰かとすぐ合流したんだから、その短時間で、生徒玄関にいた浦河に果たして手を出せるものなのかなって俺は思うんだけど」

「ててててぅ、ていうか、どどど、どうして俺達は場所っ、移動したんだよ」

　執拗にカメラを撫なで続けていた宗介が声をあげる。

「それはまだわからないよ」

「じゃあじゃあ、寧々思うんだけど沢与と歩はぁ？　二人だけは、飛ばされて教室に戻るまでずっと一人だったんでしょぉ？」

「いや、でもさぁー。岩見さんと歩は距離的に難しいって。二人共旧校舎の北東側で目が覚めたんでしょ。もしそこから生徒玄関に移動して戻ってくるにしても、誰かに見られてたんじゃない？　だよね、藍作」

　ここにきてもやはり、携帯ゲーム機にお熱な栄次が藍作に向かって軽く右手を挙げた。

　藍作は首しゆ肯こうする。

「俺もそう思う。だから、誰か別の奴やつがやったんじゃないか？」

「だから別の奴って誰ぇ？　この旧校舎には寧々達以外、誰もいないのに？」

「中からは脱出不可能だとしても、外から侵入することはできるかもしれないって思わないか？　もしも生徒玄関から『外にいる人間』が旧校舎に侵入して、そこで出会った浦河を刺したんだとしたら、校舎内にいる俺達にも見つからないし、短時間で済むだろ」

　藍作は携帯電話を取り出しながら言った。逐ちく一いち確認しているが、やはりアンテナは立っているのに繫がらない。

　できれば、自分達２年４組の生徒が消えたことで、本校舎にいる生徒が騒さわいでいればいいのだけれど──そう思ってみるも、なんとなく、その望みは薄い気がした。栗くり山やま達、おとながかかわっている以上、どうとでもこじつけができる気がする。

　せめて一度でいい。

　外部にいる人間と連絡がとれれば……。

「そうなったら犯人だって一度校舎に入るってことだろ？　そしたら、あたし達と同じで、外に出られないんじゃねえの」

　窓際の席に座っていた沢与が腕を組んだまま疑問を口にする。藍作は軽く首を振った。

「この旧校舎に閉じ込められてしまう条件が〝こども〟とか〝七城の生徒〟で限定されるって仮定するんだよ。《伯爵様》が提示してきたのは『選ばれたこども達』だろ？　なら、俺達以外の外にいる人間だったら、この旧校舎を出入りできるんじゃないのか？　たとえば──さっき外で俺達のことを見てた栗山とか。七城にいるおとなとか。七城の教師はどうしてか生徒のことに無関心だし。なにか妬ねたみとか抱いだいててもおかしくないだろ。元々うちのクラスをこの旧校舎に集めたのも、栗山なんだし」

「今さらだけど歩、本当に栗山に旧校舎に集まれって言われたのか？」

　壁際に背をつけて座る歩に徹星が問いかけた。歩は無言で頷うなずく。

　歩はこの数分、目の縁を真っ赤にしたまま一言も喋らなかった。無理もない。栄次の話によると、朱里とは幼おさな馴な染じみだったらしい。

　霧立朱里……。

　彼女もまた、東とう雲うんまどかのような最さい期ごを迎えたのだろうか？

「俺は《伯爵様》の正体がなんにしろ、やっぱり首しゆ謀ぼう者しやは栗山とかの、おとなサイドなんじゃないかって、ずっと考えてた」

「……でもね、日高君」と、唯が躊躇ためらいがちに右手を挙げた。

「仮にそうだとして、先生達はどうして私達を選んでこの旧校舎に閉じ込めたのかな。だってこういうことが起こるって予あらかじめ知ってたんだよね？　急に呼び出すくらいだし……。私達、なにか学校に対して悪いことしたのかな」

「……にににっ、に日誌には確か、《選定学級》って最初にぅ、にっ、書かれてたぞ。おおお、おかっ、おかしいと思ってたんだよ。１年っ、いち、入学式の時から。俺達のクラスだけ生徒のにっ、人数少ないしな！　コース専攻も、なな、ないのにっ！」

　カッと目を見開いた宗介の言う通り、他は一クラス二十五、六名で成り立っているのに対して２年４組の生徒数は圧倒的に少なかった。

　光が心こころ許もとなげに口を挟む。

「じゃあ、去年の入学式の日から……私達のクラスって、ここに閉じ込められること確定してたの？」

「藍作ー、栗山とかからそれに関してなにか訊きいてないの？」

「……いや、今年の四月にクラスが持ち上がるってわかったときに、東雲と一緒に訊きいてみたことはあったけど『偶然だ』の一言で終わった」

　栄次に問われた藍作は軽く目を伏せて考えた。

　確かに２年４組だけ他のクラスより生徒数が少ないことは疑問に思っていた。けれどそれは、自分のクラスに問題児の岩見沢与、檜山徹星、そして……八や雲くも加か奈な子こが揃っているから、負ふ担たんを少なくするために生徒数を減らすことで、帳ちよう尻じりを合わせているものだとばかり思っていた。

　けれど光が言った通り、もしかすると最初から決められていたのかもしれない。

　真新しい制服を着て、希望に胸をワクワクさせながら七城の門をくぐったあの、麗うららかな春の入学式の日から……。

　でも……なぜだ？　なぜ、選ばれたのは自分達だったのだろう。

　どうしてそんなにも前から決められていたのだろう？

「……郁美ちゃんは、なにを知ったのかな」

　呟つぶやいた唯の視線が、教室の片隅に寝かせられている郁美の亡骸をなぞった。肌寒くなったのか、鞄かばんの中からオフホワイトのベストを出して、いそいそとカッターシャツの上に重ねながら栄次が、それに関して述べた。

「でもさ、郁美ちゃんを指定したメッセージが書かれてるのもおかしな話だよね。だって、犯人は最初から郁美ちゃん狙いだったってことでしょ。側にいた琴音ちゃんは無傷だったんだから。なんか、ところどころおかしいよね。それにもっとおかしいのは、生徒玄関にあった靴だよ、どうして全部なくなったのさ」

「誰かの悪いた戯ずらじゃないのぉ？　寧々は知らないよ」

「でも俺思うんだけど、こんな時に靴隠す余裕ある人なんているかなー。ていうかそれこそ限られてくるっしよ。理由も全然わかんないし」

　生徒玄関にあった靴が全てなくなっていた異変に関しては、郁美を教室の片隅に寝かせているときにそれとなく伝えられていた。

　一体誰がなんのために、生徒の靴を『盗んだ』のだろう？　自分達の靴は今どこにあるのか。その靴を盗んだ犯人は、郁美を殺した犯人と同一人物なのか……。

「……あの、ちょっといいかな」

　その時、文ふみ彦ひこがおずおずと腕を挙げた。その声の様子からなにか嫌な予感がした。

「僕、休み時間が始まる前に、浦河さんに相談されてたことがあるんだけど」

「相談された？」

「……この旧校舎に集まった生徒の人数が、実際より一人多いんじゃないかって」

　文彦の発言に教室内は静まり返った。所いわ謂ゆる〝愛されキャラ〟であるこの小さな少年はなにを言っているのだろう？　誰も彼も表情を曇らせ文彦を凝ぎよう視しする。

「実はさっき……」

　そうして文彦は、郁美が読んでいた江え戸ど川がわ乱らん歩ぽの文庫本を膝に置いたまま、彼女から相談された内容をクラスメイトに語った。

「────なにそれ」

　真っ先に驚いたのは、栄次だった。薄暗い教室の中、栄次の白く美しい顔が青く染まっていく。……そういえばすっかり、電気を点つけることを忘れていたと、藍作は思った。

「でも俺さ、ここに最初に集まったみんなとの記憶ちゃんとあるよー」

「それは僕もだよ。でも……でも、そう言われたらなんとなく、なにが、とは言えないけど……でも確かに、数が合わない気がする。全部しっかり思い出してる筈なのに、どうしても、自分の中で……納得できないんだ！」

　文彦の声がクシャクシャになっていく。

「ありえない！」と、クラスメイトの誰かが言ったが、言葉に反してみんなの表情は暗く沈しずんでいた。事実、藍作もなにか胸の中で引っかかりはあった。小さな棘とげ。細く、先の尖とがった棘。最初こそチクリと痛みを生じるものの、その後は突き刺さったまま自分自身でも気づくことができない。

「……ぶ、舞台の脚本は？」

「脚本？」

「脚本の最初って、クラス全員の名前書いてあったよね？」

　ほとんど聞き取れないほどの早口だった。光は自分の机の中から、学祭で上演する予定の『ロミオとジュリエット』の台本を素早く取り出した。

「そっかぁ、その手があったか」と、唯が古いリアクションで手を叩いた。

　そして……

「やだ。なに、これ……」

「……どう、したの光。なんて書いてあったの？」

「…………」

　唯が声をかけるも、光はページを開いたまま石のように固まっていた。

　……ああ、また嫌なことが起きたのだと藍作は悟さとった。

　すぐに自分の鞄からも、同じ『ロミオとジュリエット』の台本を取り出してページをめくった。が、結果は徒と労ろうに終わった。藍作は自分の表情が強こわ張ばっていくのを感じた。

　そこには２年４組の生徒全員の名前が載っている筈だったが、今やその見開きのページは真っ黒に塗ぬり潰つぶされていた。それもただ塗り潰したのではない。油性ペンを両手で強く握りしめ、力任せに塗りたくったような……そんな、呪いじみた塗り方だった。

「東雲達のもダメだ。全部黒く塗られてる」

　机に一箇所にまとめてあった、亡なくなった生徒の台本を確認しながら徹星が言う。

　藍作の肌がざわりと総そう毛け立だった。今け朝さまでは、確かにそんな異変はなかった筈だ。

「携帯だ……携帯の、アドレス帳は？」

　思い立ち、藍作は小さく呟いてから自分の携帯電話のアドレス帳を開いた。

　学級委員長である自分は八雲加奈子や、亡くなった大おお麻あさ千ち晶あきの連絡先はもちろん、クラスメイト全員の番号を登録してある。藍作の行動に、他の生徒が縋すがるような足取りで集まってきた。

　藍作が持つ携帯の液晶が待ち受け画面から、アドレス帳一覧に切り替わる。けれどそこには、生徒の名前も連絡先も、なにひとつ登録されてはいなかった。代わりに……。




『はやくさがせ』




　その単語だけが、藍作の電話帳に登録されていた。

「なんだよ、これ」

　正直、冷水を浴あびせられたようにぞっとした。

『はやくさがせ』──まるで苛いら立だっているような命令口調だ。

「……もう嫌。こんなのたくさん。誰かの悪戯なんでしょ……夢なんだよね？」

　藍作の隣で一部始終を見ていた光がしゃがみ込んだ。うーうーと啜すすり泣きながら、持っていたリップクリームで地面をコツコツ叩いてる。

「……俺、携帯にロック機能つけてないからやろうと思えばやれると思うよ。でも一応全員、携帯の中確認してみて」

「無駄だと思うよぉ。寧々、今やってみたもん」

　寧々が膨れっ面つらで、ストラップがじゃらじゃらついた自分の携帯を全員に見せつけた。

「最っっ悪。全員分の連絡先も、保存してた写メも消えてるんだけど。マジありえない」

「噓。私のもだ、吹すい奏そう楽がく部ぶのみんなの連絡先も、親も……全部消えてる。着信履歴も」

　琴音に膝枕をしてやりながら、唯もまた自分の持っている携帯電話を調べた。続けて全員が自分の携帯電話を確認したが、見事に『はやくさがせ』が残されていたのみで、あとは全て初期状態となんら変わりはなくなっていた。

「で、誰なんだよ！！！」

　ガタン！　と大きな音が、教室の中に響いた。発言したのは沢与だった。

「誰がこんな胸むな糞くそ悪わるいこと仕組んだんだよ。全員分の靴を隠したのも、浦河のこと殺したのも……あの馬鹿げた化け物と通じてんのもそいつだろ。出てこい、ぶっ飛ばしてやる」

「沢与」

　壁に背をつけて座り込んでいた歩が、掠かすれた声で彼女の名前を呼ぶ。それと同時に、「でもぉ、郁美の言う通り、その余分な一人がもしかしたら《伯爵様》かもしれないんだよねぇ……？」

　寧々がうるうるした唇に、人差し指をかけた。

「さささ、最初にそそそそ揃そろった全員がっ、あぅ、あっ、怪あやしいっていうなら死んだ奴らもその中に、含まれるのか？」

　と、宗介が口を挟めば、まるで呼応するように、「ま、まだ死んだかわからないんじゃないの……」と、光が頭を振る。

「じゃあ、その一人を見つければ《伯爵狩り》が成功したってことで、ここから出られるってこと？　俺、本気で明日の水着回リアタイで観みたいんだけど」

　栄次が真剣なのか不ふ真ま面じ目めなのかわからない意見を述べる。

「でも、ハッキリとその人がって決まったわけじゃないから。それにみんな、浦河さんがいる生徒玄関まではあの時間、行く余裕なかったよね？」と、混乱しつつあるクラスメイトを宥なだめようと、文彦が小さな体で場を収めるため立ち上がる。

　そんな中、藍作は悪いと思いながらも、学級日誌を開きながらじっと席に着いていた。

　……どうしても、気にかかることがある。余分な一人はもちろん、生徒玄関に残されていた『ウラカワイクミは知りすぎた』というメッセージ。

　あれは本当に『浦河郁美が〝余分な一人〟に気づいた。だから、殺した』それだけを指しているのだろうか？　それ、だけを？

　──ぐるるるるぅと、教室中に轟うごめくような音が響ひびいたのはその時だった。シリアスなムードにまるで場違いなお間抜けな腹の音。

　半狂乱になっていたクラスメイトの視線が一斉に歩に注がれた。歩は腹に両手を当てる仕草をして苦笑する。

「ちがうよ～。みんな失礼だな。俺じゃないよ～。デブは意外とお腹鳴らないんだよ～」

「……歩じゃないなら誰なワケぇ？　今の音」

　寧々が肩を持ち上げる。一いつ拍ぱく遅おくれて「……はい」と、唯が顔を真っ赤にして右手を挙げた。

「すみません。私、朝ごはん抜いてきて……」

「……思春期のダイエットか」

「ち、違うよ檜山君、もう、なんですぐに変なこと言うの。本当に今朝は時間がなくて……」

「はいはいはい」

　パニックの最中、お決まりの二人のやり取りが始まる。そのお陰で、幸か不幸か、張り詰めていた雰囲気がほんの少し和やわらいだ。人前で滅多に笑わない沢与がふと、困ったように眉まゆ尻じりを下げたことで、さらに風通しがよくなる。

　藍作は額ひたいを搔いてから肩の力を抜いた。……そうだ。これからのことばかり考えてすっかり周りが見えなくなっていた。自分は２年４組の、『ストッパー役』なのだ。

　藍作は鞄の中にガサゴソと手を突っ込むと、寮りようから持参した惣そう菜ざいパンの袋を三つと、おにぎり四つを目の前にぽんぽんと並べた。

「いいんだよ芽室、動きっぱなしなんだから腹も減るよな。俺達、昼飯抜きになってたし」

「そういえば日高君って大食いだったよね」

　藍作の机の上に並べられた食事ラインナップを見て文彦が呆あつ気けにとられた声で言う。

　藍作は頷きながら今自分の目の前にいる、大事なクラスメイト10人に向かって告げた。

「さすがに今これ全部は食べないけど……もう夕方になるし飯にしよう。まだ、《伯爵狩り》が残ってるんだから」

　それに、今日はもう安全だ。
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　食料事情は当分心配いらないようだった。

　日高藍作のように登校前に寮の売店で予め昼食を買っていた生徒もいたし、寮の共同台所で弁当を作って持ってきていた生徒もいた。申し訳ないと思いつつ、亡くなった６人の生徒の鞄の中も見させてもらう。

　幸さいわい、旧校舎の中は水道も電気もガスも生きている。ひとまずすぐに手をつけないものは、藍作が「俺が持っていくよ」と家庭科室の冷蔵庫に置きに行ってくれた。

　死に触れたことで食事が喉のどを通らない者もいたが、ひとまず大体の生徒は胃の中になにかしら収めることができたあと、16時から再び《伯爵狩り》を開始した。

　今回の居残り組は、江差歩と東藻琴音の二人だった。

「俺も残ってもいい～？　実は化け物に追いかけられたとき転んで、脚挫くじいちゃってて」

　壁に背をつけたまま座る歩が、にこにこしながら象のように太い自分の左足を指差した。

「大丈夫かよ、歩」

　沢与が生徒の目を盗んで歩に声をかけているのを、文彦は目撃した。

　痛がる素振りは見えなかった。温和で優しい歩のことだから、クラスメイトに気を遣ったのだろう。ただでさえ、さっきの教室内の雰囲気は悪かった。ピンと張り詰めた空気。誰の、どんな一言がさらなる疑ぎ念ねんを生み出すかわからない。

　あんな状態で「自分は怪け我がをしています」なんて死んでも言えない。

　文彦も歩と同じ立場だったら、壁に背をつけ、黙だまっている自信がある。
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「──放課後はやっぱりあの化け物達、消えてんだな。どの教室にもいないって釧望台が嬉しそうに話してた」

「檜山君……」

　一人で考え込んでいると、声をかけられた。

　振り返ると、文彦がいる教室の戸の前に檜山徹星が立っていた。携帯電話の液晶ライトを懐かい中ちゆう電でん灯とう代わりにして、こちらを照らしている。

　文彦はバックライト付きの腕時計で時間を確認した──20：45pm。

　見ると、教室の中も教室の外も、どこもかしこもが闇やみで覆われている。

「気づかなかった。もうこんなに時間がたってたんだ」

「ぼうっとしてんなよ。一人で行動すんなって藍作に言われてるだろ」

「……ごめん」

　文彦が謝あやまると、徹星はそれに対してはなにも答えずに、のろのろと隣までやってきた。

　暗がりでよくは見えないが、徹星の表情に焦あせりは見えない。

「時間も時間だから今日の《伯爵狩り》は中止だってよ。全員、神経も体力もすりへってるからもう限界だって、うちの学級委員長様のお達し」

「じゃあ、今日はみんなでこの旧校舎に泊まるんだ」

「……しか、ないしな。男子は体調の悪い歩を除いて、二人一組でローテーション組んで廊ろう下かの見張り役決めるらしいな。その話し合いもするから文彦、お前も早く戻れよ」

「廊下に残った血は？」

「女子が拭いてたみたいだけど。他の教室は俺と藍作が拭いた。でも《伯爵狩り》もあるからな、軽く片づけたけど生徒玄関までは手回らなかった。やるとしたら明日の朝だな」

「そっか。……でもよかった。教室に戻るってことは、《伯爵様》見つかってないんだね」

「…………」

　徹星は答えない。文彦は、２年４組の教室からここに移動された浦河郁美の亡骸を見つめた後、彼女の顔の上に、自分の着ていた学ランを優しくかけた。

　死に顔を男に見られて喜ぶ女の子はいないだろう。

「寒くねえの？　俺、体弱いから風か邪ぜうつされたら困るんだけど」

「大丈夫。僕、パーカー持ってきてるから。それに檜山君は健康体でしょ」

　そう言って文彦は、手に持っていた江戸川乱歩の文庫本を自分の胸に押し付ける。

　それは、郁美が死ぬ数十分前まで読んでいた本。机の上に置いてあるのを見つけて試ためしに数ページ読んでみたのだが、幼少からずっとサーカス団で働はたらき、文学に指一本も触れてこなかった文彦にはやはり難しいものがあった。

　けれど、そこで読むのを諦あきらめたらいけないのだろう。

『難しいから』『どうせ自分にはわからないから』『理解できないから』と投げ捨てるのではなく、辞書を引くなり、人にアドバイスを請こうなりして、わからない箇か所しよはクリアしていけばいいのだ。簡単なことだ。

　けれど文彦はこの十七年間、そういう〝面倒くささ〟を避けてきた気がする。

　そうして今、自分に自信が持てない〝中身の薄い〟高校２年生になってしまった。

　おそらくそこが藍作や郁美、東雲まどかや幾いく千ち世せ青せい二じなどの、どこか自分達よりもひとつ上の段階に進んでいる、落ち着きのある同級生との違いだった。

　きっと彼らはこの十七年間、『難しくて自分にはできない、向かない』という壁に何度ぶち当たっても、『面倒だ』と一いつ蹴しゆうしないでひとつ、ひとつに向き合ってクリアしてきた。投げ捨てなかった。だから難しい本に対しても、理り不ふ尽じんな状況に対しても、辛く厳きびしい言葉を投げかけられても、自や棄けにならずに落ち着いていられるのだ。

『君、覚えているかね。この中に余分な一人がいるんだよ？』

　郁美に布越しに訊たずねられた気がする。文彦は、持ち主のいなくなった本をさらに強く抱きしめた。余分な一人。頭の中で何度も反はん芻すうする。よぶんなひとり。よぶんな、こども。

「藍作のことカッターで助けたんだってな。すごかったって聞いたけど」

　徹星が突然その話題を引き出したために文彦は顔を上げた。相変わらず無気力そうな徹星の目に見下ろされる。少し、冷たい目つきだった。

「昔やってたナイフ投げの要領でね……。でも、全然ダメだった。僕の力不足はもちろんだけど、刃の厚みと持ち手の感触がどうも」

「これだったらまだマシに投げられんの？」

　すると徹星は、一度教室の出入り口に視線を伸ばしたあと、ズボンの後ろポケットから折り畳たたみ式の──なぜ、こんなものを持っているのかわからないが──ナイフを三本、文彦の足元に置いた。文彦は驚きで元から丸い目をさらに丸くする。

　レプリカなどではない。それは本物のナイフだ。

「これ……」

「あー、物ぶつ騒そうだとは思うけどあんまり勘かんぐるなー。んで、突っ込むなよ。いつもなんやかんや絡からまれるから、護身用に持ち歩いてんの」

「でも……檜山君、それにしたって三本も」

「文彦。先に言っておくけど、俺は絶対にお前らのことは裏切らない」

　徹星は言うや否いなや、左手で折り畳み式ナイフの一本を拾い上げると、片手で器用にナイフの刃を抜き出した。文彦は寄り目がちにそれを見る。

　折り畳み式の割には値の張りそうな、そしてよく研とがれたナイフだった。

「これだったらまだマシに投げられるか？」

　もう一度同じ質問を徹星から投げかけられる。文彦はきつく眉根を寄せてから、「……どうだろう」と、眉尻を下げた。奇き術じゆつ部ぶでもそうそうナイフ投げなんてやらない。その上、自分はサーカス団を出て、三年のブランクがある。

「自信、ないよ僕」

「……あのなぁー、文彦」

　徹星は大きなため息をついて、文彦の隣に怠だるそうにしゃがみ込んだ。けれど声は、いつも眠そうにしている彼らしくない。真剣だ。

「もしも残ってる奴らや、〝東藻琴音〟が襲われそうになってるところに遭そう遇ぐうしたら、このナイフで助けてやることってできる？」

「それは」

　文彦の声が詰まった。

「できんの？　できねえの？」

「……それって質問の内容がずるいよ、檜山君」

「東藻のあたりが特に、だろ？」

「自分でも思うけど、僕ってどうしてわかりやすいんだろう」

「大丈夫、俺もだよ」

　──クラスメイトと、〝東藻琴音〟を投げて寄越すのは、ずるい。文彦は徹星の手からそっとナイフを受け取った。刃先を数秒見つめてから、手首をしならせるようにして、くるりと回す。欲を言えば折り畳みではない方がよかったが、カッターよりは手に馴な染じむ。

「お前が俺と同じようなタイプでよかったわ」

　徹星はゆるりと立ち上がると、文彦の頭をくしゃりと撫でた。

「いいか、文彦」

　そして続ける。

「もし最悪な状況になっても藍作だけはなにがなんでも死なせるな、残るようにしろ」

「……日高君？」

「そー」

「でも、どうして」

「……お前とか芽室もだけど、一番確実なのは藍作だろうからな」

　徹星は自分の右腕に巻かれた包帯を一いち瞥べつすると、そっと呟いた。

「仮に最後の一人になったあとでも、クラス全員を生き返らせてくれそうな奴は」




　初めて聞いたクラスメイトのその悲しげな声を、文彦はきっと一生忘れないだろう。

　──２年４組、総勢11名の長い一日が終わった。
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　旧校舎が闇やみに覆おおわれるのは早かった。




「徹てつ星せいー、もうちょっと慎しん重ちように照らしてくれない？　二次元美少女の腰は砂さ糖とう菓が子しよりも崩くずれやすく細いんだから。俺の指先が数ミリずれるだけで、彼女の美しさが損そこなわれるっていうことわかってる？　わかってないでしょ、もー勘かん弁べんしてよ」

「だから、俺がわかっても嫌いやだろ」

　天て塩しお文ふみ彦ひこにナイフを渡した数時間後──檜ひ山やま徹星は２年４組の教室の外に気け怠だるげにしゃがみ込み、自分の隣にいる清きよ里さと栄えい次じの手元を携帯電話のライトで煌こう々こうと照らしていた。

　栄次は先ほどから瞬間接着剤のチューブを駆く使しして、昼間真っ二つにクラッシュした美少女フィギュアを復元しようと躍やつ起きになっている。側にはゲーム機が画面を伏せられた状態で置かれていた。もうゲーム中毒者と言っていいだろう。

「あのさぁ……まだ直んねえの？」

「だからー。徹星がライトを一いつ箇か所しよに固定しないからうまく見えないんだって。徹星って結構気短いよね。こんなんで実家でちゃんと〝お兄ちゃん〟できてんのかねー？」

「……お前のキラリちゃんのために俺の携帯の電池が減へっていくのかと思うと悲しくなる」

「徹星って割と物覚えいいよね！　ちゃんと一回で俺の恋人の名前覚えてくれてるしー」

「………」

「不ふ機き嫌げんそうな顔しないでよ。……あ、胴どう体たいくっついた！　よかったぁ。ウェルカム俺のキラリちゃん。あぁ、もう心臓が止まったかと思ったよー！」

「実際さっきは止まる寸前だったけどな」

　徹星は携帯画面を暗くすると、そのままズボンのポケットにねじ込んだ。壁にこつんと後頭部を擡もたげる。途端、光を失った廊ろう下かはどんよりと暗くなった。なんとなく胸がざわついて、包帯の巻かれた腕を軽く上下させながら気分を紛まぎらわせる。

　時刻は深夜３時35分を回っていた。

　栄次と共に廊下の見張り役をまかされてから一時間が経っている。

「みんなさすがにもう寝たかなー」

　暗がりで見えないが、復活した恋人となにやらお楽しみ中なのだろう。隣からちゅっちゅっと甲かん高だかいリップ音が聞こえてくる。徹星は音を立てないように栄次から離れた。

「こんな状況だから目、瞑つむるくらいじゃねえの」

　定期的に化け物が闊かつ歩ぽする建物で眠れるわけがないが、「ああ、でも」と徹星は踏ふみ止まる。そんな〝危険な建物〟の廊下に今自分は、非力なクラスメイトとたった二人で見張りとして滞在しているのだ。全く、世も末だ。

「藍あい作さくとかは絶対に起きてるんだろうね。藍作にこそ、本当は眠ってほしいんだけど」

「無理だろ、あの性格じゃ」

　徹星は２年４組の戸を見み遣やった。

『旧校舎から出られない』。それを事実として受け止めた時、徹星はすぐに、藍作という男が今後を仕切ってくれるのだろうと思った。日頃２年４組をまとめあげていたのは藍作だ。人望も厚い。刹せつ那な的てきな感情に流されることも少ない。現に、これまでクラスで起きた綻ほころびや、火種や、トラブルを密ひそかに沈ちん静せい化かさせてきたのは藍作だ。

「あいつってどのスペックも抜きん出てるのに、全員平等に扱うよな。ちょっとは傲ごう慢まんになりゃいいのに」

「藍作のいいところはさ、絶対に同級生のことを自分より格下に置かないとこなんだよね。テストの成績が自分より悪い奴やつも、運動神経が悪い奴も、顔が悪い奴に性格が悪い奴に対しても差別した目で見ないから。それに俺達ってさー、普段おとなに見捨てられながら生活してるじゃん？　イジメにしろ、暴力にしろ、テストの点数にしろ、病気にしろ、七なな城しろに来た時点で丸投げされるでしょ。その分藍作って自分が『こどもを守る側』に行こうとしてるとこあるんだよね。その中でも特にクラスメイトに対しては、すごく優しいし」

「まー、それはわかるな」

　……本当によくわかる。だから自分は文彦に、『藍作だけは残せ』と忠告したのだ。藍作の欲はきっと、自分自身を後回しにしてクラスメイトに向くだろうから……。

　そこで教室の戸がカラリと開いた音がしたので、徹星と栄次は会話を中断した。

「誰？」

　暗闇の中で徹星が言葉少なに問いかけると、「あ、私です」となぜか敬語口調が返ってきた。携帯のライトを当てると、雑ぞう巾きん二枚と空からのバケツを持った芽め室むろ唯ゆいが立っていた。

「眠れないの？　唯ちゃん」

「うん、ちょっと。４時には確か、日ひ高だか君と歌うた内ない君が見張りの交代をするんだよね？　ごめんね、女子だけ休ませてもらって」

「全然いいよ。俺達眼め冴さえてるし。ねー徹星？」

「そんなことねえよ。俺は眠い」

「本っ当にデリカシーないね徹星は。それより、教室の様子はどう？　みんなちゃんと寝てる？　琴こと音ねちゃんとか、あれから起きた？」

「ううん。琴音ちゃんはたまに目を覚ますんだけどすぐ眠っちゃうの。熱があるみたいで」

「うわぁ、ここにきて熱か。保健室には薬もなにもないんだよね？　徹星、さっき歩あゆむにあげてた鎮ちん痛つう剤ざい残ってないの？」

「ねえよ。一回分しか持ってきてねえもん」

「あ、でも微び熱ねつ程度だと思うから。沢与ちゃんが頭痛薬持っててね、一応はそれ飲んでもらったから少しはよくなったと思うんだけど……。あと、他の人達は一応横になってるみたい。でも日高君は起きてると思う。携帯電話の灯あかりで、学級日誌読み込んでるみたいだから」

「やっぱりかー。もうさ、一回徹星が藍作のこと気絶させてやればいいんじゃないの？　そうしたら強制的に眠れるし」

「嫌だね。そんなことしたら、俺絶対あいつに恨うらまれんじゃん」

　徹星は呆あきれたように息をついた。やはり、日高藍作という人間はそういう〝部類〟だ。

　続けて栄次が「唯ちゃんは今からどこ行く予定なの？」と折り重ねた。トイレかと思ったがバケツと雑巾を見る限りハズレだろう。案の定、唯はふるふると頭を振った。

　栄次が観察眼に優すぐれていることは認めるが、ムラがあるらしい。唯の目的を察した徹星は「いいよ、俺ついてくわ」と仕方なさそうに腰をあげた。すかさず「いい」と、唯。

「私一人で大丈夫だよ」

「お前の〝大丈夫〟はもう信用しない」

　やや突き放すように徹星が言うと、唯はぐっと口を噤つぐんだ。深く身に覚えがあるらしい。同時に栄次が「ええっ!?　て、徹星も行っちゃうの？」と緊張感なく声をあげた。こちらは少し空気を読んだ方がいい。

「じゃあ俺も行くよ。だって徹星が唯ちゃんについていったら俺ここで一人になっちゃうじゃん。俺、リミッター解除とかそういうチート設定ついてないよ、ないない。もしなにかピンチなことがあっても対たい処しよできないよ？　力ないよ？　非力男子高校生だよ？」

「……俺がここ離れたら、お前キラリちゃんと廊下で二人っきりになれて好き放題できるぞ」

「いってらっしゃいアディオス徹星！　しばらく帰ってこなくていいよ！」

「現金な奴」

　目を光り輝かせながら手を振る栄次に徹星は呆れ果てた口調で言ってから、自分を不安げに見上げている唯を見た。なんとなく視線を合わせにくい。

　徹星は少し考えたあと、「俺、片腕使えないから」と、包帯が巻かれている自分の左腕を振った。

「生徒玄関に残った浦うら河かわの血、拭ふきに行くんだろ。手伝ってやるから雑巾はお前が絞しぼれよ」
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　──檜山徹星が芽室唯と仲良くなったきっかけは、１年生の春。その無気力で生意気そうな風ふう体ていのためにそうそうに上級生に喧けん嘩かをふっかけられ、七城の生徒の殆ほとんどからよそよそしく扱われていた徹星に向かって唯は、別段臆おくすることなく「おはよう、檜山君」と喋しやべりかけてきた。

　いくら徹星が突っぱね、避さけて、時には壁を蹴けって「近よるな」と凄すごんでも、次の日にはケロリとした顔で「おはよう、檜山君」と、しつこく声をかけてきた。

　──その後。徹星と唯が仲良くなったあとに訪れた進展は、２年生の夏。

　その週はたまたま点検工事で冷房が使用できなくなっており、本校舎の中は灼しやく熱ねつ地じ獄ごくと化していた。期末テストの補習を受けるため、夕方まで学校に滞在していた徹星は、暑さに耐たえきれなくなって半袖のシャツを肩まで捲まくり上げながら教室を出る。すると、途中の学生掲示板に、漫画同好会が作った団扇うちわがかけられていた。《ご自由にお取りください》のメモ付き。これは有難いと思い、美少女や美少年のイラストが描かれているのも気にせず団扇をひとつ拝はい借しやくして、ぱたぱたと自分に風を送りながら歩く。

　本当に、息苦しくなるほど暑かったのを今でも肌が覚えている。早く寮りように帰って扇せん風ぷう機きで涼りようを得ようとして早足で生徒玄関に向かう──その途中だった。

「唯先せん輩ぱい、まだ上達しないんですか？」

　通りかかった第三視聴覚室の開いたドアから、人を小こ馬ば鹿かにするような男の声が聞こえてきた。別に、盗み見ようとしたわけじゃない。たまたまだ。偶ぐう然ぜんにも見えただけだった。

「……ごめんなさい」

「仮にも、パートリーダーですよね？　これで唯先輩が間に合わなかったら、俺達全員が恥はじかくんですよ。俺そんなの絶対許しませんから」

「わかってる」

　ドアの隙すき間まわずか十センチ。その小さな世界の中で、クラリネットを持ったまま立ちすくむ唯の姿が徹星の目に飛び込んだ。

『わかってる』とその強気な口調はクラス内では決して聞けないものだった。

　彼女はすぅっと息を吸い込むと、クラリネットに口をつけた。楽器に触れる指先は、彼女の体格と比べるとがっしりと太い。

　一途に楽器を愛している人間が持つことを許される、努力の証あかしの指だ。

　そうして徹星が黙だまって聴いていると、さすがに視線に気がついたのか、演奏を続けたまま、唯がこちらを向いた。その瞬間、彼女の表情が凍こおりつく。

『見るな』と視線でそう、言われた気がした。







「……疲つかれてるよね、檜山君。本当に、無理についてきてくれなくても大丈夫だったのに」

　どこかぼうっとしていた意識を現実に戻すと、目の前でしゃがみ込んでいる唯が心配そうに自分を見つめていた。

　懐中電灯代わりに床に置いた携帯画面の光が、唯を下からそっと照らしている。

　二人がいる生徒玄関前は、当たり前のように静かだった。

　側にはたっぷりの水を張ったバケツが置いてある。ここに来る前に流しで水を汲くんだのだ。唯の手にも徹星の手にも、濡ぬれた雑巾があった。

　浦河郁いく美みが首から流した血はカラカラに乾かわいたまま床にこびりついていて、力を入れないと取れなかった。

「さっきも言ったろ。それにそんなことしたら俺があとで藍作に怒られる」

「檜山君って日高君のこと怖いんだ。意外」

「……あんなぁー。お前は知らないだろうけど、あいつ結構男子寮じゃスパルタなんだよ。おかんだよ、おかん」

「でもそのおかん様が毎朝起こしに来て、学校まで引きずってくれたお陰かげで、出席日数足りて留りゆう年ねんを免まぬがれたんだよね？」

「俺その話、芽室にしたっけ？」

「先月にあった吹すい奏そう楽がく部ぶの定期演奏会の時、心配して観に来てくれたことあったでしょ。先生に見つからないように町まで下りてきて。あの日、教えてもらったよ」

「別に心配してたから観に行ったわけじゃねえよ」

　徹星は曖あい昧まいに返して眉まゆ根ねを寄せた。

　唯は吹奏楽部が開催する定期演奏会で、自分の担当するクラリネットのソロを任されていた。だが、有名なジャズ曲にアレンジにアレンジを重ねたその楽がく譜ふは、いくら中学生の頃からクラリネット一筋の唯でも吹くことが困難なものだった。そうして『先輩ならできて当たり前だ』と、同じクラリネットを吹く後輩に、唯は執しつ拗ように非難されていたのだ。その現場を偶然にも徹星が見てしまったのが今年の初夏。

　徹星が補習終わりに第三視聴覚室の前を通りかかった時だったのだが……。

「でも檜山君が夏休み中ずっと協力してくれたから私、定期演奏会に間に合ったんだよ」

「今年の夏は予定なくて暇ひまだったんだよ」

「それでも私嬉しかったなぁ。檜山君がピアノ弾ひけたことにはびっくりしたけど」

　唯がバケツの上で雑巾をぎゅっと絞りながら笑う。徹星は「いちいちうるさいよなお前」と、唇の端を曲げた。

　奇くしくも自分はピアノが弾けたし楽譜も読めたので、後輩に責め抜かれるクラスメイトをかわいそうに思い、今年の夏休みを返上して唯の自主練習に付き合ってやった。なにせ唯は放っておくと飲まず食わずで四六時中クラリネットを吹き続けるような阿あ呆ほうなのだ。徹星に「大丈夫だから」と言った翌日に、貧ひん血けつで倒れたことがあった。ああいうのは、男心に切なくなるからやめてほしい。

「ピアノは昔教えてもらってたんだよ。……でも、そのこと絶対誰にも言うなよ」

「隠すことないのに勿もつ体たいないよ。それに檜山君、すごくピアノ上手じようずなのに」

「わざわざ言うことでもないだろ」

　徹星は唯が新たに絞った雑巾を受け取ると、軽く息をついてから訊たずねた。

「芽室、お前は浦河を殺したのって誰だと思う？」

「……郁美ちゃん？」

「そー」

　敢あえて唯に背を向けたまま徹星は間延びした声を出す。あらかた床に付いた血は拭き取ったが、それにしてもかわいそうだった。

　頸けい動どう脈みやくを裂さかれ、叫さけび声をあげようにもハンカチを押し込められて声が出ない。

　──浦河郁美は絶ぜつ命めいする寸前、犯人の顔を見たのだろうか？

「……私はやっぱり、クラスの中に犯人がいると思ってる」

　考えあぐねる徹星の後ろで唯が述べたのはその時だった。おっとりとした唯らしくない意見だった。

　肩越しに振り返ると、うっすら赤に染まった濡れ雑巾で床を必死に、強く、がむしゃらに拭っている唯がいる。

「私も考えてみたよ。郁美ちゃんをあんなふうにしたのって誰だろうって。もちろん日高君の言う通り、おとなの誰かがやったのかもしれない。でも……私達、旧校舎に閉じ込められてから、変なこと起こりっぱなしでしょう？　そういう変な現象が起きてる中でなら、それぞれの時間のアリバイとかは考えても無む駄だだと思う。変な力が作用すれば、誰にだって、なんだってできると思うの。ここは、なんでも願いを叶えてくれるっていう伝でん承しようがある七城高校なんだよ。だから、ね」

　唯が続ける。それと同時に、長らく放置してスリープモードが作動したのか、携帯画面がふっと暗くなり、唯の姿が陰った。

「もしもこの先〝私の血〟が校舎を汚よごしたら、迷めい惑わくだろうけどこうやって拭いてね」

「ばーか、冗じよう談だんでもそんなこと言うなよ」

「でも」

「どう転んでも、お前は殺させねえよ」

　弾はじかれたような声を出して、唯が自分を見つめている気配がした。徹星は郁美の血を雑巾の角かどで拭き取りながらもう一度言いきる。……この旧校舎に閉じ込められた時から思っていた。それは絶対に、守らねばならないことだ。

「お前は絶対に、この旧校舎から出すよ俺は」




　──今年の夏。唯がクラリネットで猛もう特とつ訓くんしたのは、作曲・作詞家のバート・ハワードによって作られた有名な一曲だった。それは徹星が最もつとも好きな曲。

　だから、懐なつかしくなって手伝ってやろうと思っただけなのだ。

　そう、ただの気まぐれだったのだ────最初は。

　第三視聴覚室の中を覗のぞいた翌日に、唯が申し訳なさそうに男子寮の裏口までやってきて「へたくそな音楽聴かせてごめんね」と全くお門かど違ちがいなことを言ってきたから。疲れきった表情で徹星の前に現れたから、「手伝ってやろうか、芽室」と提案した最初の頃は本当に、ただの、気まぐれだったのだ。

　徹星は床の血を拭いながら、頭の中で静かにその曲を繰り返す。




　Fly Me To The Moon

　和訳は確か、『私を月まで連れてって』。

　昔誰かが、教えてくれた。
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　清里栄次は、廊下の壁に背をもたれかけるようにして座っていた。生徒玄関に向かった二人を追いかけることもなく、かといって教室に入るわけでもなく、彼は携帯ゲーム機の液晶画面を凝ぎよう視ししたまま、一筋の灯あかりも入らない廊下で密やかに神経を尖とがらせる。ブラックアウトしたままの液晶画面。

　試しに十字キーを押してみると、画面に細い一線がぶつっと走った。

　途切れ途切れに走る線。尚なおも続けて、二度三度……。

　カラッと教室の戸を開く音がして、ゲーム画面から顔を上げた。側に置いていた携帯電話のバックライトで相手を照らすと、日高藍作が立っていた。

「朝が来たら、保健室を拠きよ点てんにしようって話してるんだけどさ。栄次どう思う？　本当は教室の方が慣れてるし広いから良かったんだけど、向こうはドアがひとつしかないからなにかあったとき防ぐの楽だろって。蛍光灯は、教室の持っていって取り付けるとしてさ」

　そう、栄次に提案する藍作の声は、昼間と違って一層抑よく揚ようがない。

　藍作をよく知る人間が見れば、疲れを感じているのは明白だった。

　そして栄次は少なくとも、藍作と希き薄はくな友人関係を築いてきてはいない。

「うん、いいと思うよ」

「じゃあ蛍光灯替えるの手伝ってな。ていうか、まだゲームしてたのか。目悪くなるよ」

「大丈夫。俺、視力が０・５以下になったらちゃんと時間制限するって決めてるし。そういえば、琴音ちゃんと歩は大丈夫？」

「東ひがし藻もは微熱程度だよ。歩に関しては岩見に聞いた方が早い。ずっと側にいるから」

「いーね、純愛。周りがあることないこと振りまいてるだけで沢さわ与よちゃん、歩のこと相当好きだろうしね。もちろん逆もまた然しかりだけどさ」

　言いつつ栄次は頭の中で江え差さし歩の顔を思い浮かべた。

　２年４組のマイナスイオン。太り過ぎだと周囲からよく注意されている、

　温おん厚こうで優しく、冬季の体育授業の時なんかは、男子はみんな「うー、寒い寒い」と体温の高い歩の側にひしっと集まり、ぬくぬくと暖だんをとっていた。人にも鳥にも、恋人にも好かれている。七城の中でも希少種に違いない、こころの澄すみきった生徒。そんなクラスメイトの体調が悪いというのは、栄次にとっても心配だった。

「徹星……は、芽室の用事についてったのか？」

「ああ、うん。ついてったよ」

　栄次は少し長い髪を耳にかけて頷うなずいた。

「怠だるそうに、『はいはい』とか言ってさー。しかも非力なゲーマー一人この暗闇の中に残してだよ残して。あの二人とっとと付き合っちゃえばいいのにねー」

「……栄次は本当変わんないな。よく保もつよ。それともわざと〝保たして〟んのかな」

　藍作は安あん堵どに似たため息を落としながら栄次の隣に腰かけた。栄次の携帯のライトを頼りに《学級日誌》の最初のページを開く。そうして意見のすり合わせを求めるように、続けた。

「軽くみんなにも伝えたんだけどさ。俺達さっき、ここの教室にいたはずなのに揃そろって校舎内にバラバラに飛ばされただろ」

「うん。あれびっくりしたよね。そんなこと日誌には書いてなかったしさー」

「いや、一応書いてあるんだよ栄次」

「……そうなの？　俺、そんなの確認した記憶ないけど」

　栄次はやや目を見開きながら、藍作の持つ《学級日誌》に視線を落とした。

　藍作は教室にちらりと一いち瞥べつをくれてから、ページに書かれたある一箇所を指でなぞる。




《かわいそうだから。だんだん、だんだん、つらくなるだろうけど》




「〝だんだん、つらくなるだろうけど〟って書いてるだろ。これって多分、回数が進むにつれて──『だんだん』俺達にとって不利な──『つらくなる』条件が加算されてくってことじゃないか」

「不利な条件って……例えば一回目はなにもなかったのに、二回目の時はバラバラに飛ばされたとかそういうこと？」

　栄次の問いかけに藍作は顎あごを引いた。「そうだよ」の合図。栄次は困ったように眉尻を下げた。しぜん、時計で時間を確認する。３時58分。

　三度目の襲しゆう撃げきが来るまで、およそ六時間。

　夜はまだ明けないが《伯はく爵しやく狩がり》を続行した方がいいのでは？　と思ったが、闇やみを喫きつした不ぶ気き味みな廊下を見ると到底そんな気分にならない。せめてあと二時間は待った方がいいだろう。

「でもそれってズルいよね。そこだけ曖昧にぼやかしすぎだよ」

「多分、ひとつひとつ不利な条件の種類を向こうが変えて出してくるからだろ。一回目はスタンダード。二回目は全員散在。次の三回目は……わからない。俺達になにも予測できないようにするために、この箇所だけ曇くもらせたんだ。……おとなと同じだよ、栗くり山やまみたいに。『旧校舎に集合しろ』って言うだけ言って肝かん心じんなことは全部腹ん中。絶対こどもに教えない。七城そのもの」

「……もしかして藍作、怒おこってる？」

「かなりな。俺、岩見にも言ったけどこのままここから出ても、泣き寝ね入いりする気は毛もう頭とうないから」

「強いね藍作。でもそれを聞いて安心したよ。学級委員長は希望を持ってなくちゃ」

「……けど、みんないなくなってくよな。それが本当に、辛い」

　藍作の言葉は率直で、暗かった。栄次も頷く。

　悲しむ暇ひまもないが、それでもどうしたって寂さびしさは胸にしんしんと降り積もったし、同時に、クラスメイトの死を上手に消化することができなかった。

　栄次は、ウィィンと起動音を出すゲーム機を持ち直して言った。

「郁美ちゃん、痛かったろうな」

「……栄次、その浦河のことなんだけどさ。地面には本当に〝ウラカワイクミは知りすぎた〟って書いてあったのか？」

「そうだよ。悪あく趣しゆ味みなことに血文字でね」

「それ、おかしいよな？」

「おかしい？　どういうことさ」

「浦河はクラスの人数が一人足りないことに気づいてターゲットになったんだろ？　それなら秘密を共有してた文彦だって、狙ねらわれてもよかったんじゃないか」

「……あ、なるほど」

　藍作の素そ朴ぼくな疑問に、栄次はぽかんと口を開けた。考えたこともなかった。

「憶おく測そくだけど、もしかして浦河はクラスメイトの誰も知らないことをなにか別に、知ってたんじゃないか？　ここに来る前……たとえば、閉じ込められる前からなにか探ってたり、気がついてたり。浦河のことだ、なにか知ってて、それを隠かくしていても不思議じゃないんじゃないかって」

「……えーでも、それだったら文彦に相談した時に一緒に伝えるんじゃないの？」

「それがクラスメイトに言いにくいことだったりしたら？　〝そういう〟話題とかさ」

　どうやら藍作は既に自分の中で〝結論〟を見つけているようだが、それが合ってるか、また希望を持てる内容かどうか栄次に確認を求めているようだった。

　藍作はやおら栄次に視線を向けて、

「一時期、本当に小さな規模で──でも、『小こ難むずかしい浦河ならありえない』ってことで消えた噂うわさがあるんだけど。浦河、化学教師と付き合ってたらしい」

「化学教師？　あの郁美ちゃんが？」

　まさか。栄次はゲーム機の十字キーをぽこぽこと連打することで驚きを表した。

「それって不良の徹星が、真ま面じ目めでおっとりした唯ちゃんのこと好きってのと同じくらい凸でこ凹ぼこカップルじゃない？　あ、いや徹星達はまだ付き合ってないけどさ、明らかに両思いのくせして……ん、でも待って藍作。うちの化学教師って五十を越えた古こ平だいら先生しかいないよね？」

「あれ？　俺、栄次は年の差に寛かん容ようだと思ってたけど」

「いやー寛容だけどさ。ていうか俺は恋愛に関してはなんでもアリだと思ってるよ。俺がこんなんだしね。とりわけ障害のある恋愛は好きだよ」

　そこまで喋り、栄次は「あっ」と声を吞んだ。思い当たる《化学教師》がまだ一人いる。

「まさか藍作が言ってるのって、春に教員住宅の中で首くび吊つって自殺した北きた見み先生のこと？」

　思いかけず栄次が訊ねると、藍作はすぐに頷いた。

「俺さ、職員室に行く度たびにあの先生の机の上見てたんだよ。他の教師は全員面おも白しろ味みのない机だけど、あの先生の机の上だけやたらいろんな本が積まれてるから、七城っぽくない先生だなーって結構嬉しくてさ。その中に、浦河が持ってる江え戸ど川がわ乱らん歩ぽの文庫本があったんだ。──それに、浦河がいつも持ってたカエルのマスコットあるだろ。浦河っぽくない、ちょっとこどもっぽいやつ。俺、夕方確認したんだけどさ、あれって後ろにチャックがついてるんだよ……栄次、あのカエルの中見たことある？」

「あるわけ……あるわけないよ。……で、なにがあったの」

　栄次は不思議と、喉が乾いていくのを感じた。

「『北見先生は自殺じゃない。《伯爵様》に殺された』そう書かれたメモが出てきた───栄次、今年の三月に自殺した化学教師の名前は、〝北見椿つばき〟なんだよ。多分浦河は、化学教師の北見と付き合ってた」

「……マジで？」

　栄次自身、『北見椿』が死んだ日のことはよく覚えている。確かあれは、予定されていた進路ガイダンスが突然中止になった日だから……今年の春、三月十七日のことだ。

　その後、急きゆう遽きよ開かれた全校集会で北見が自殺したと聞いた時は、栄次も少なからずショックを受けた。親しい間柄ではなかったが、北見は容姿の整った若い教師だった。

　それに自殺しそうな雰ふん囲い気きなんてとてもじゃないかなかったのだ……。

「もしかしたら浦河は今年の三月から、北見の死の真相と、《伯爵様》の関係性を探し続けてたんじゃないか？　それを暴きかけていたところに狙われたとしたら……」

「……藍作、今のところ全然笑えない話になってきてるよ」

「そうだよ。だから北見椿の自殺だけじゃない。栄次も朝言ってた通り、ここ最近の七城は学級崩ほう壊かいにしろ成績不振にしろ、イジメにしろ生死に関わる事故にしろ自殺にしろ、は明らかに狂ってきてるだろ。こんなの〝普通の高校〟じゃ絶対に許されない。七城だけだ。俺達だけだ。俺達こどもだけが許されてる」

　藍作は深く深呼吸して、鬱うつ屈くつした胸に空気を入れ込んだ。

「──もしかしてここ最近の《七城に起きてる不幸》と、《伯爵様》の二つはなにか関係あるんじゃないか？」




　藍作が最後の核心をついたその時。

　栄次の持っていた携帯ゲーム機の液晶画面が光った。
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　液晶画面にザザッ……と砂嵐が起こり、日ひ高だか藍あい作さくはメガネ越しに目を大きく見開いた。

「やっと来た！」

「栄えい次じ、なんだよ今の……」

「いや、折角大事な話してたのに悪いね。でもようやく繫つながったよ。本当はもっと早く言えたらよかったんだけど、ほら、余計な期待持たせて失敗したら嫌いやじゃん？」

　ゲーム機の液晶画面。そこにはまだモノクロの砂嵐がザザ……とかかっていたが、栄次が本体の音量をＭＡＸにあげると、砂嵐のザラリとした音と共に、〈……清きよ里さと？〉聞いたことのある生徒の声がゲーム機のスピーカーから漏もれた。

「栄次、これ……」

「〝大衆は希望があればくじけない〟これ、俺の好きなアニメに出てくる格言なんだよね」

　栄次は神こう々ごうしいレベルにまで達した美しい顔で、にこりと微笑ほほえんだ。

「さっきの藍作の話を仮定とするならば、俺達はこの旧校舎で《伯はく爵しやく狩がり》をしつつ、その七なな城しろと《伯爵様》の関連性を探っていった方がよさそうだよ。でも探ったり、助けてもらったりするには閉じ込められてる俺達だけじゃ無理な話だよね。出られないんだもん」

　栄次はそう続けつつも、ゲーム機についているマイクスピーカーに声を当てた。

「メーデーメーデー。こちら清里栄次、清里栄次だお。そちらさんは今どこにいるの？」

　数秒後、ゲーム機のスピーカーから声が返ってくる。

　女子にしては低く、つっけんどんな声。




〈どこって……旧校舎の、外〉




　それは間違いなく、〝今、旧校舎の中にいない〟２年４組のクラスメイト、八や雲くも加か奈な子この声だった。それと、同時だった。教室の戸がカラリと開いて、顔を真まっ青さおにしたクラスメイトが現れた。藍作は驚おどろきのあまり、身を引いた。

「岩いわ見み……その手、どうしたんだ」

　藍作が問いかける。

　現れた岩見沢さわ与よの指先には、赤い血がべっとりついていた。
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　初めまして、岬みさきと申します。主おもにゲームが好きです。




　謝しや辞じを申し上げたい方々がたくさんいらっしゃるのですが、前編ということもあり、細やかに感謝を述べる機会は後編に持ち越しということで。

　こちらではまず、手短に失礼をいたします。

　ご多た忙ぼうの中、お力添えをくださった心優しき皆様。ここまで読んでくださった皆様、最大級の感謝を込めまして、本当にありがとうございました。




　もしよろしければ、後編でもお会いできましたら幸いです。
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